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序章 傷物の花嫁








　その夜。

　ベッドに腰かけた男の前に立つと、エミリアは胸元のリボンに手をかけた。

　しゅる、という音のあと、レースで飾り付けられた襟が緩む。それに手を添えると、エミリアはためらうことなく白い両肩をむき出しにした。

「エミリア……？」

　とさ、とナイトドレスが柔らかく床に落ちる。

　純白の絹布で作られたそれは、今はエミリアの足元を囲うように円を作っていた。

　傍にあった燭台が彼女の美しい銀髪と青い瞳──そして雪のように真っ白な肌を明々と照らし出す。

　豊かな乳房を両腕で覆い隠しながら、エミリアは無言で俯いた。

「……」

「──っ、ど、どうしたんです、いきなり」

　その灯りは同時に、ベッドに座っていた男の姿も照らし出す。

　シャツの上からでも分かる鍛えられた体躯。

　夜の闇をすくい取ったかのような漆黒の髪と瞳。男らしい端整な目鼻立ち。

　ただしその顔は、惜しげもなくさらされたエミリアの裸体に動揺しているのか、分かりやすく赤みを帯びていた。

　やがてエミリアは、そっと彼の座るベッドに乗り上げ──

「失礼いたします、ディアーク様……」

「エミリア、何を──」

　彼の動揺を気にも留めず、エミリアは淡々とその上着に手を伸ばした。ボタンを上からいくつか外し、シャツの合わせ目から手を差し入れる。

　冷たい自身の手に対して、彼の肌は湯気が立っているかのように熱く、エミリアはさらに侵入を進めた。

「エミリア、待ってください」

「大丈夫です、ディアーク様。不調法者ではございますが、閨ごとでの礼儀はよく仰せつかっております。今宵は誠心誠意、お慰めいたしますので──」

　立派な胸板に手を伸ばすと、硬く立ち上がった乳首が指先を掠める。

　興奮するとここが固くなるのは男も女も同じなのね、とエミリアは慣れた様子でこりこりとその突起を捏ねた。目の前にいたディアークがすぐに唾を呑み込み、その反応を見たエミリアはほっと胸を撫で下ろす。

（良かった、感じてくださっているみたい。次は──）

　割れた腹筋に白い手を添わせると、身を屈めて彼の乳首にそっと唇を付ける。小さな舌でぺろぺろと愛撫すると、いよいよディアークがエミリアの両肩を摑んだ。

「いいから落ち着いてくださいエミリア、俺は──くっ、」

　ちゅうっと強く先端を吸い上げると、ディアークが途端に言葉を呑み込む。そのあともエミリアは丹念に乳首と、その周りにある乳輪を舐め続けた。

　女性である自分のものより、男性のそれの方が小ぶりで色も薄いことにちょっと不思議さを感じながらも、エミリアは犬になったつもりで丹念に刺激を与える。

「っ……ダメです、エミリア……」

　この行為の終わり際、自分の乳首をこすりつけるようにすると相手がより興奮すると知っていたエミリアは、ほぼ条件反射のように自身の裸体を摺り寄せた。

　案の定、固く尖ったそれらが擦れ合った途端、たまらない感触が双方に走る。

（……胸への愛撫、それが終わったら……）

　しかしエミリアは快楽に溺れることなく冷静に体を起こすと、そっと彼の足の間に手を伸ばした。硬い生地の向こうにはっきりと立ち上がった雄を感じとり、そのままベルトに手をかける。

　これにはさすがのディアークも、慌てて彼女の手を取った。

「だから待ってくださいエミリア！　俺はこんなこと、貴方に望んでいない！」

「ですが私は、貴方の婚約者で……」

「確かに俺は貴方と婚約をしました。でも貴方は今日ここに来たばかりだ。それにこんな……こんな行為をさせたいわけじゃない」

　ディアークの手にぐっと力が込められ、エミリアは行き場なく視線を落とす。

　長い沈黙のあと、困惑したように口にした。

「では、どうしたら……貴方に奉仕出来るのでしょうか……」

「……エミリア？」

「私は……私はこれ以外に、喜んでいただく方法を、存じ上げないのです……」

　涙が一滴、輝きを放ちながらエミリアのむき出しの太ももに落ちる。

　薄明りの中、ディアークが改めて彼女の体をよく見ると──純白と思われた白い肌には、赤く細い傷痕や、殴られたような青あざがうっすらと残っていた。

　ディアークの黒い瞳が困惑でわずかに揺れる。

「エミリア、貴方は……」

「……」

（やっぱり、ダメなのでしょうか……こんな──傷物の女、なんて……）

　自分がとても汚らわしい存在に思えてしまい、エミリアは思わず両腕でかき抱くようにして自身の体を隠した。

　だが全身に──心に刻み込まれた傷は、決して消えることはないだろう。

（私はいったい、どうしたら──）

　ディアークの表情を目にするのが怖く、エミリアはそのまま静かに俯いた。







第一章 消えない傷と黒い騎士








　蝋燭の灯りしかない狭い部屋。

　中央に置かれていたベッドがギシギシと激しく軋んでいた。

　シーツの上では、銀髪の女性と金髪の男性がまぐわっている。

「……、……っ……」

「っ……ふぅっ、ふっ……エミリアっ……」

　銀髪の女性──エミリアは一糸まとわぬ姿で必死に声を殺していた。

　きめの細かいすべらかな肌。細く長い手足。引き締まったくびれ。一方胸のふくらみはとても豊かで、男なら一度は抱いてみたいと思う魅惑の体つきだ。

　そんな彼女は今、四つん這いの状態で、後ろから男性器を突き入れられている。

　相手の男の名はユリウス──彼女の正式な婚約者であった。

「……っ……あっ……」

　痛みに耐え切れず、わずかに声が漏れる。

　エミリアの首には細い縄が巻かれており、ユリウスがその端を引っ張ると連動して輪っかが狭まる仕組みになっていた。

「クズが、もっとちゃんとナカを締めろ！」

「っ……!!」

　気道がぐっと塞がれる。あまりの苦しさにむせるエミリアに対し、後ろから打ち付けるユリウスの動きはいっそう激しくなった。

「ふっ……やはりお前は、痛くされるのが好きらしいな」

「…………」

　やがて限界が近づいたのか、ユリウスは縄から手を離すと、エミリアの細い腰を両手で摑む。そのまま獣のように荒々しく腰を動かした。

「っ、ふっ、ふうっ……、くっ……！」

「……、……っ、……」

　体全体が揺さぶられるような律動に、エミリアは声も上げずに耐え忍ぶ。

　労りも愛情も感じられないその抱き方はいつもと同じで、嵐が過ぎ去るのを待つように、ただ懸命に唇を噛みしめた。お腹の奥が苦しい。内臓がせり上がる。

　そのうち腰の動きが大振りになり、しばらく深い場所に突っ込んでいたかと思うと、ユリウスがぶるるっと気持ちよさそうに全身を震わせた。

「……はあっ、……はあっ……。……おい、終わったぞ。早くしろ」

「……はい」

　萎えた男根を抜くと、零れた精液がぱたっとシーツに落ちた。

　彼に避妊という概念はなく、なにより『婚約者との間に子が出来て何の問題が？』と言われてしまえばそれまでだ。

「隅々まで綺麗にしろよ。こいつでお前を可愛がってやってるんだからな」

「はい、ありがとうございます……」

　両足を投げ出して座る彼の前に正座し、上体を屈めて彼の一物に舌を伸ばす。

　精液を吐き出したばかりのそれは独特の臭気を放っていたが、エミリアは顔色一つ変えずにそれをすべて口に含んだ。

　本当は今すぐ吐き出したいが、そんなことをすればユリウスは激昂し、首の縄以上の罰を与えてくるだろう。

「しかし本当にお前はダメな女だな。体は及第点だが、つまらん顔で抱かれやがって。閨では甘い喘ぎ声の一つくらい上げろと習わなかったのか？　本当にろくな教養も身に着けていないし、気も利かない、愛想もない、可愛げもない──」

「…………」

「おまけに実家は貧乏貴族。そんな奴がこのオレの婚約者になれたんだ。金が払えないなら、せめてその体で一生オレに奉仕しないとな？」

「分かっております、ユリウス様……」

　口をすぼめるようにして、エミリアは竿全体をしっかりと愛撫した。

　すると一度縮んだはずの男根が再び反応し、少しずつ硬度を増していく。それを見たユリウスはにやりと下卑た笑みを浮かべたあと、足の間にいたエミリアの髪を摑んだ。

「おい、もう一回だ。自分で太ももを抱えて、ベッドに寝て大きく足を開け」

「はい……」

　エミリアが受け入れる体勢を取るのを待たずして、ユリウスは乱暴にのしかかると、立ち上がったばかりの男根を一気に突き入れる。

　とっくに乾いてしまったその部分からは、無遠慮な挿入による痛みだけが伝わってきて、エミリアは苦しみから逃れようと再び意識を散らした。

（だめ……あと少し、耐えるのよ……）

　以前は行為の最中によく泣いていたが、それが余計にユリウスを興奮させると知ってからは、一滴も涙を零さなくなった。

　この時間はただ、恐ろしい魔物に内臓を貪り食われている──としか感じない。

（だって私には……もうここ以外に、行くところなんて……ないんだから……）

　瞳の表面を生理的な涙が覆う。

　エミリアはそれが頬を伝い落ちないよう、静かに瞼を閉じるのだった。





　◆






　ユリウスは親が決めた婚約者だった。

　侯爵家の跡継ぎで、輝くような金髪にエメラルドのようなグリーンアイ。

　女性たちが一目で虜になるような美貌の持ち主で、引き合わされた当初はエミリアも胸をときめかせたものだった。

　だがその本性を知ったのは、彼が『もう正式に婚約もしたことだし、一緒の邸で暮らしませんか？』と言い出してからだった。

　貧しい田舎貴族だったエミリアは持参金らしいものをほぼ持たされず、侍女も用意されないまま、単身でユリウスの元へと送り出された。

　それでも婚約者として、なんとか彼の支えになりたい──と邸を訪れたエミリアを待ち受けていたのは、凄惨な日々であった。





　◆






（やっと終わった……今日はいつもより長かったわ……）

　結局あれから二度ほど強要され、満足したユリウスはエミリアを残して部屋を去った。

　彼の吐き出した残滓で汚れたシーツを剥ぎ取り、新しいものを敷き直す。本来ならメイドがすべき作業であるが、エミリアはこうした身の回りの世話をしてくれる女性をつけてもらえていなかった。

　ベッドに腰かけ、股の間から流れ出てくる精液を拭きとる。

　蠟燭の明かりはとうに消えており、薄暗がりの中でそんなことをしている自分が惨めで虚しかった。

（でも仕方ないわ……。私はユリウス様の婚約者なんだし……）

　同棲が始まった途端、ユリウスはこれまでの穏やかな態度を一変させた。

　エミリアが持ってきたわずかな荷物を取り上げ、邸のいちばん奥にある小さな部屋に彼女を閉じ込めた。侍女はおろか専属のメイドもつけず、何か必要なものがある時は必ず自分を通すように命じた。

　そしてその希望は、叶わないことも多かった。

（実家に戻りたいなんて言ったら、お父様がお怒りになるし……。それにきっと、たくさんの違約金を払わされることになる……）

　さらにユリウスは、夜毎エミリアを抱くようになった。

　男性経験がなかったエミリアは激痛と共に処女を散らし、その後も連日にわたって性行為を迫られた。

　拒否しようとすると「婚約者なのだから黙って受け入れろ」と憤慨され、手足を縛られるようになった。最近では首にまで縄をかけられる恐怖を味わっている。

（……でも、もう四年も……私はいつまで、こんな……）

　精液で汚れた布を屑籠に捨て、エミリアはそうっと自身の首に手を伸ばす。

　ひりひりと痛む擦過傷。

　それをなぞりながら、エミリアは一人静かに俯くのだった。





　◆






　翌朝、年嵩のメイドが朝食を運んできた。

　豆を煮込んだだけの粗末なスープ。

　とても未来の侯爵夫人が食べるメニューとは思えないが、この邸に住むようになってから朝はいつもこれである。ちなみに昼食や夕食も、主であるユリウスが不在の時は質素なものばかりだった。

「旦那様は四、五日戻られませんので、その間あまりお邸内を歩かれませんよう」

「はい……」

　邸内の移動も厳しく制限されており、特にユリウスの部屋や書斎には絶対に立ち入らないようきつく命じられていた。

　その上、邸の使用人たちと接することにもいい顔をされず、結果エミリアはユリウスがいない間、いつも自室の中だけで過ごすこととなった。

（せめて家庭教師の先生や、ダンス講師の方が来てくださるといいのですが……。ユリウス様からは、どちらもダメだと言われましたし……）

　暗い顔をするエミリアに向けて、年嵩のメイドが「ああ、それから」とぶっきらぼうに付け足す。

「一週間後、王宮でパーティーがあるから準備をしておくように、と旦那様からのご命令です」

「はい、分かりました……」

　どちらが主人か分からぬような傲慢な態度で、メイドは部屋をあとにした。

　一人残されたエミリアは、冷め切ったそのスープを丁寧に啜る。

（最近、お出かけになることが増えた気がするわ……）

　どこか遠方での仕事があるのだろうか。

　だが彼が家を空けている間は、あの苦痛に満ちた夜を過ごす心配がない。そのためエメリアにとって、唯一気の休まる時間でもあった。

　しかしあまりのんびりもしていられない。

（パーティー……粗相をしないようにしないと……）

　邸にいる時は安物のドレスばかり着させられているエミリアだったが、ユリウスは公のパーティーに行く時だけ、ここぞとばかりに彼女を着飾らせた。

　だがそのためには彼からつけられた傷痕を化粧で丹念に消し、必要以上に締められたコルセットに耐え、常に彼の後について楚々と振舞う必要があった。

　もし途中で醜態を晒してしまえば、その夜は「お仕置き」と称した普段以上の責め苦が待っている。

（どうか、何ごともなく終わりますように……）

　エミリアは自らの腕に残る腫れを撫でつつ、静かに睫毛を伏せるのだった。




　そして一週間後。

　エミリアは馬車で一人、王宮へと向かっていた。

　本来であればユリウスと共に出席するのだが、何故か今回は直接会場に来て欲しい、という伝言が届いたのだ。

（いったいどうしたのかしら？　結局、あれから一度もお邸に戻られなかったし……）

　いつもであれば出立前、やれ肩を出すなだのもっと目立つネックレスにしろだの、ユリウスが口うるさく衣装に文句をつけるのだが、今回はその要求もない。

　それどころか新しいドレスの手配もされておらず、エミリアは年嵩のメイドが勝手に選んだ、くすんだ臙脂色のドレスを着ざるを得なかった。

（このドレスで大丈夫だったかしら……ユリウス様に怒られないといいけど……）

　正門前に到着したエミリアは、ユリウスの婚約者であることを名乗る。

　門番は一瞬奇妙な顔をしたが、何ごともなかったかのように彼女を中へと案内した。会場内は既に多くの人で溢れており、エミリアはきょろきょろとユリウスを捜す。

（あ、良かった。いらしたわ）

　元々人目を引くあの容姿だ。会場の中央にいた彼の姿をすぐに発見し、エミリアは急いで近くに駆け寄る。

　だが一定の距離を残して、突如ぴたりと足を止めた。

（……どなた？）

　彼の隣には既に、見知らぬ若い令嬢が付き添っていた。

　甘いストロベリーブロンドに大きな瞳。どこか小悪魔的な美少女である。

　エミリアは困惑したものの、仕方なく声をかけた。

「あ、あの、ユリウス様……？」

「ああ、やっと来たか」

　なんとか声を絞り出したエミリアに対し、ユリウスは「はっ」と鼻で笑う。

　その表情はどこか侮蔑的で、とても婚約者に向けるものとは思えなかった。

「なんだその恰好は。やはりオレの見立てがなければ無様なものだな」

「こ、これは、その……」

「まあいい。どうせ今日でお前との縁も切れるしな」

「え……？」

　言われている意味が分からず、エミリアはぎこちなく首を傾げる。

　するとユリウスは熱に浮かされたような表情で、隣にいた令嬢を強く抱き寄せた。

　その直後、衆人のただなかで宣言する。

「エミリア、今日をもってお前との婚約を破棄させてもらう！　新しい婚約者には、このフィオナを指名する」

「ユ、ユリウス様？　お待ちください、いったい何の話を……」

「言葉通りの意味だ。オレは彼女と結婚することにした」

　そう言うとユリウスは、フィオナと呼ばれた令嬢の頬に優しく口づけた。

　フィオナはくすぐったそうにそれを受け止めたあと、困ったようにエミリアに微笑みかける。

「ええと、ごめんなさい、エミリアさん？　なんだかユリウス様が、絶対に結婚したいって聞いてくれなくて」

「当たり前だろうフィオナ。君はオレの運命なのだから。間違った道は正すべき、そうだろう？」

（婚約……破棄……？）

　言われた言葉を反芻する間、エミリアはただ呆然と立ち尽くしていた。

　怒ることも、泣くことすらも忘れ、感情そのものがぽっかりとどこかに行ってしまったかのようだ。目の前の景色がぐにゃりと歪む。

　おまけに会話は周囲にも筒抜けで、こちらを憐れむような目で見る者もいれば、物珍しい醜聞スキャンダルを楽しんでいる者もおり──様々な視線が無遠慮に注がれた。

（どう……しましょう……）

　とにかくこの場から逃げなければ、と頭では理解しているのだが、足が凍り付いたかのように動かない。ショックと混乱で血の気が引いているのか、エミリアの視界がどんどん狭まっていく。

（だめ……このままじゃ──）

　ついに立っていることもおぼつかなくなり、たまらず一歩後ずさる。

　するとそんなエミリアとユリウスの間に、突然一人の男性が割り込んだ。まるでエミリアを庇うかのように立ちはだかったその姿に思わず顔を上げる。

「……？」

　そこにいたのは長身で立派な体躯の男性だった。

　黒曜石のような黒い髪と瞳。目鼻立ちも非常に整っており、ユリウスとはまた違ったタイプの美丈夫だ。ただし今はその顔に、怒りにも似た険しい色を滲ませている。

　彼はユリウスを睨みつけたまま、静かに口を開いた。

「失礼、ユリウス卿。そのお話は確かでしょうか」

「あ、ああ……」

「では──」

　すると黒髪の男性は、くるりと振り返ってエミリアを見下ろした。

　熊のような迫力に思わず身構えていると、彼の口から驚きの言葉が出る。

「俺は北方の辺境伯、ディアーク・ロードリックと申します。エミリア殿、どうか自分と結婚していただけないでしょうか？」

「……!?」

　そのまま両手を握られ、エミリアは完全にパニックになってしまった。

（ど、どういうことですか!?　私はたった今、ユリウス様に婚約を破棄されたはずで、それなのにええと、この方が私と……けっ、結婚……!?）

　衆人環視の中での突然のプロポーズに、周囲は先ほど以上に騒然となる。

　加えてディアークの背中越しに、こちらを凝視してくるユリウスの視線があり──エミリアは恐怖のあまり、それ以上顔を上げられなかった。

（どうしましょう、私、わたし──）

　いよいよ限界が訪れたのか、エミリアの両足ががたがたと震える。

　それに気づいたディアークは「失礼」と言いながら、彼女を横向きにひょいと抱き上げた。いわゆるお姫様抱っこだ。

「ディ、ディアーク様!?」

「顔色が悪いようですので、このまま馬車までお連れします。それではユリウス卿、失礼いたします」

　そう言うとディアークは、ユリウスの返事も待たずに颯爽と歩き出した。

　女性一人抱えているというのにその足取りは一切ふらつくことなく、彼の鍛え上げられた体を改めて意識してしまう。

　だが周りの好奇の目に気づいたエミリアは、すぐにディアークに声をかけた。

「あ、あの、もう大丈夫です。一人で歩けますから」

「いえ、このまま行きましょう。……その方が、顔を見られなくて済みます」

「は、はい……」

（そんなに……ひどい顔をしているのね、私……）

　途端に情けなさが押し寄せ、エミリアはそのまま静かに俯く。

　やがて王宮の正門前に到着したところで、ディアークはユリウス家のものではなく、自分の乗ってきた馬車へとエミリアを乗せた。

「ユリウス卿のところには戻りづらいでしょうから、今日はこのままご実家にお戻りください。後日正式に手紙をお送りします」

「で、ですが、ディアーク様のお帰りは……」

「元より泊まりのつもりでした。それに馬一頭あれば自力で戻ることも出来ます。どうかお気遣いなさらず」

　馬車の扉が閉まり、馭者の合図と共にゆっくりと車輪が回り出す。小窓から背後を振り返ると、ディアークが大きく手を振ってくれるのが見えた。

（ディアーク、様……）

　周りに人がいなくなり、エミリアはようやく呼吸を落ち着かせる。

　だが心臓の鼓動は、今なお高まり続けていたのだった。







第二章 雪の女神レグラストラと呼ばれて








　突然の婚約破棄から一カ月後。

　エミリアはディアークの邸があるという、北のロードリック領に馬車で向かっていた。

　膝に手を置いたまま、はあとため息をつく。

（まさか、本当に結婚を申し込んでくださるなんて……。それにこんな、申し訳ないほどの待遇で……）

　こちらの事情を気遣ってか、手紙には『持参金は不要。嫁入り道具も侍女もすべてこちらで用意する。私の妻になってくださるという気持ちだけを持って、その身一つでお越しください』と書かれていた。

　事実、今乗っているこの馬車も、エミリアの負担にならないようにとディアークがわざわざ寄こしてくれたものだ。

　黒貂の毛皮が敷き詰められた座席で、エミリアは一人息をつく。

（でも……本当に、私で良いのでしょうか……）





　◆






　あの夜。

　娘が実家に戻ってきたことに、エミリアの父は当然困惑した。

　さらにユリウスから婚約破棄されたと知ると、メイドたちの前であろうと構わず、彼女を激しくなじったのである。

　しかし翌日。ディアークからの手紙が来た途端、態度が一変した。

「ユリウス様とのご縁が切れた時は、どうしようかと思っていたが……。まさかロードリック家に見初められるとはな」

「お父様、きっとこれは何かの間違いです。たぶん、人前で婚約破棄された私があまりに惨めだったから、あの場を和ませようと咄嗟に嘘を──」

「嘘でも見栄でもなんでもいい！　こうして手紙を受け取った以上、向こうに拒否する権利はないからな！」

「で、ですが」

「いいか、今度こそ絶対に帰ってくるな。次に婚約破棄されたら、お前の居場所はこの家にはないと思え！」

「……はい……。分かり、ました……」

　もしも母親が生きていれば、こうした時に止めに入ってくれたのだろうか。

　だがエミリアの生母は随分前に他界し、家では既に後妻が幅を利かせている。跡を継ぐ男子も生まれており、厄介払いできるならそれに越したことはないのだろう。

　こうしてエミリアは己の意思も問われぬまま、遠く北方へと嫁ぐこととなった。





　◆






　がたごとと揺れる馬車の中。

　過去を思い出していたエミリアは、小窓の枠にこめかみを寄せた。

（きっと悪い方ではない……。ただ、少しだけ不安な部分もあります……）

　ディアーク・ロードリック。

　北方の辺境伯として名高い彼は、中でもその武勇が高く評価されていた。

　きっかけとなったのは三年前、西部の国境沿いで発生した「バルバラの戦い」。

　隣国からの侵攻を発端としたこの戦争は市民をも巻き込み、敵味方に多くの犠牲者を出した。各地の貴族らも緊急召集されることとなり、当時のユリウスも不承不承出兵したことを覚えている。

（たしかその時、いちばんの活躍を見せたのがディアーク様だったと……。でもどういうわけか、国王陛下は彼に何の褒賞も与えなかった──）

　一騎当千の働きを見せながらも、何も下賜されなかった辺境伯。

　それを知った周囲は彼のことを『無冠の英雄』と揶揄していたらしい。

（陛下とあまり、仲がよろしくないのでしょうか？　ですが武に長けた御仁であることは間違いなさそうです。私を抱き上げても平然としていましたし……）

　そこでふと、彼に抱き上げられたパーティーでの記憶が甦り、エミリアはじわりと頬を赤らめた。

　だがすぐに息を吐き出すと、己に言い聞かせるように心の中で唱える。

（しっかりするのよエミリア。今度こそ、絶対に婚約破棄されないようきちんとお仕えしないと……）

　唇を噛みしめると、エミリアはそのまま静かに目を閉じた。




　そうして宿での泊まりを挟み三日目。

　ロードリック領に近づくにつれ、街道の左右に雪が積もり始めた。

　その量は次第に増していき、ディアーク邸があるという街に着く頃には、そこら中が膝より高い雪で覆い尽くされている。

　今まで温暖な南方に住んでいたので、ここまで見事な雪原は初めてだ。

（北の方は、こんなに雪が降るのね……）

　街の大通りを走る間、エミリアは馬車の小窓から興味深く外を眺める。

　除雪されているため歩くのに支障はなさそうだが、家々の屋根や看板、ベンチなどにこんもりと雪が被さっていた。まるで大きな砂糖菓子のようだ。

　やがて馬車はある立派な邸の前で止まった。

　外側から鍵を外す音がし、客車の扉ががちゃりと開く。そこには笑みを浮かべたディアークとたくさんの使用人たちが立っていた。

　パーティーの時に着ていた格式ばった正装ではなく、臙脂のシャツに黒のベスト、黒のロングコートというシンプルなスタイルだ。

「ようこそ、我がロードリック領へ」

「ディアーク様……」

「遠いところをご足労下さりありがとうございます。良ければお手を」

　まさか当主自ら出迎えてくださるなんて、とエミリアは慌てて馬車を降りる。

　しかし外に出た途端、凍えるような冷たい風が吹き込み、エミリアはぶるるっと震えあがった。どうやら馬車には断熱材が使われていたらしく、扉一枚隔てただけでとんでもない気温差がある。

（こ、こんなに寒いなんて……。もっと厚い生地の衣装を着てくれば良かった……）

　だがディアークからの手紙をこれ幸いと解釈した父親によって、エミリアはわずかな持参金はおろか、新しいドレスの一つも準備してもらえなかった。そうでなくともこの寒さを防げるほどの高価な毛皮など、あの父親が買ってくれるはずがない。

　初めて体感する北国の気温に必死になって耐えていると、それに気づいたディアークが近くにいたメイドに声をかけた。

「すまない、彼女に」

「かしこまりました」

「……？」

　失礼いたします、とメイドがエミリアの背後に回る。

　肩から掛けられたのは、艶々と輝く白い毛皮のコートだった。

「あ、あの、これは……」

「きっとこちらの寒さに慣れていないと思って、貴方用に作っておいたんです。でも少し大きすぎたかな？」

「い、いえ……」

「良かった」

　ふわふわとした触り心地が気持ちよく、先ほどまで肌に刺さるようだった寒さが一気に和らぐ。もこもことした毛皮に包まれているエミリアを見て、ディアークは嬉しそうに目を細めた。

「中は暖かいですよ。どうぞ」

　ディアークに続いて玄関から邸内に入る。

　玄関ホールには豪奢なシャンデリアが下がっており、その下には二階に続く両階段があった。床に敷き詰められた絨毯も立派なもので、歩くたびに足音が吸収されているような気がする。

　さらに柱や装飾のそこかしこに、勇壮な獅子の意匠が彫り込まれていた。おそらくロードリック家の紋章なのだろう。

「一階に書斎と応接室、ダイニングがあります。貴方の部屋は二階に」

　階段を上り、廊下の奥へ。

　扉を開けるとそこには、王宮の貴賓室と遜色ない部屋が広がっていた。

「ここは……」

「貴方の部屋です。必要な家具は一通り揃えたつもりですが、足りないものがあればなんでも仰ってください。俺がいない時は彼女たちに」

　そう言って紹介されたのは、エミリアの侍女と専属メイドたちだった。

　皆キラキラとした瞳でこちらを見つめており、命令を下されるのを今か今かと待っているような顔つきだ。

「あ、ありがとうございます……。でも大丈夫です。生家でも婚家でも、身の回りのことは自分でしておりましたから……」

「もちろんご自分でしたいのであれば、俺はそれでも構いません。ですが貴方に仕えられると待ちわびていた彼女たちが、がっかりしてしまうでしょうね」

「えっ？」

　改めて振り返ると、ディアークの言葉通り、女性たちは一様にしょんぼりと肩を落としていた。まさかの反応にエミリアは一人困惑する。

「あっ、ちっ、違うのです！　その、皆様が嫌だとか、そういうわけでは」

「だ、そうですよ。良かったですね」

　ディアークの言葉を聞き、落ち込んでいた女性たちは一斉にぱああっと顔をほころばせた。その分かりやすい変貌を目にしたエミリアは、それ以上の遠慮が出来なくなってしまう。

　やがてディアークが労るように微笑んだ。

「長旅でしたでしょう？　本当は俺が迎えに行く予定だったんですが、いったい何日領地を空ける気だと執事長から止められまして」

「は、はあ」

「お疲れでしょうから、まずはゆっくりお休みください。夕食の時には一度お声をかけますが、もし眠ければそのままで構いませんので」

「は、はい……」

「廊下を挟んで向かいが俺の部屋です。何かあればいつでも呼んでください」

　手短に説明を終え、ディアークは部屋を去ろうとする。

　その背中をエミリアは慌てて呼び止めた。

「あ、あの、改めて、ありがとうございました」

「？」

「パーティーの場で助けていただいたことと、それから……こうして結婚のお話をくださったことも……」

　本当なら拾ってもらえたことに深謝し、絨毯に額をつけるべき場面だ。

　だがエミリア自身、予想もしていなかった手厚い歓迎に動揺してしまい、上手く言葉が出てこない。

（どうしましょう、もっときちんとお礼を言わないと……）

　するとディアークがすぐに踵を返し、俯くエミリアの前に立った。

　そのまますっとしゃがみ込むと、女王に跪拝する騎士のようにひざまずく。

「ディ、ディアーク様!?」

「感謝をするのは俺の方です、エミリア。結婚の申し出を受けてくださり、本当にありがとうございます」

「で、ですがその、私は以前に婚約者があった身で、でもそれすら、破棄されて……」

「もちろん知っています。その上で、俺は貴方が欲しかった」

　そう言うとディアークは、そっとエミリアの片手を取った。

　恭しく引き寄せると、優しく自身の唇を押し当てる。

「……!!」

　熱い吐息が手の甲に触れ、エミリアは驚きと恥ずかしさに顔を赤らめる。

　ディアークは顔を上げてにこっと微笑むと、一語一語噛みしめるように続けた。

「出会ったばかりで求婚なんて、不審に思われても無理はありません。ですが俺は、嘘や見栄のために貴方に結婚を申し込んだわけではない。どうかそれだけは信じてくださいませんか」

「は、はい……」

　そう言うとディアークは立ち上がり、静かに部屋を出て行った。

　一人残されたエミリアは、先ほどの彼の言葉を頭の中で何度も繰り返す。

（私が欲しかった……嘘や見栄ではなく……？）

　頬の温度がじわじわと上がり、緩んだ口元を隠すように下を向く。

　唇が離れたあとも、そこに彼の思いが残っているかのようで──エミリアは心臓のドキドキを抑えるかのように、手の甲をぎゅっと覆い隠すのだった。




　その日の夕食は、この地方の名物だという鹿肉料理だった。

　他にも川魚のオイル漬けやたくさんの野菜を牛乳で煮込んだスープ、バターをたっぷり乗せたパンなどが食卓に並んでおり、ユリウス在宅時でも見たことがないような豪勢な品揃えにエミリアは目を白黒させる。

「食べられないものはありませんか？　必要でしたら、南部の食事も作らせますが」

「い、いえ、大丈夫です……」

　出来立ての料理はどれも熱々で、エミリアは慎重に冷ましながら口に運ぶ。

　途中、向かいに座るディアークと目があったものの、彼は嬉しそうににこにこするばかりで、エミリアの方が先に目をそらしてしまった。

（どうして……ここまで良くしてくださるのでしょう……）

　食事を終えて自室に戻ると、侍女たちが着替えを手伝ってくれた。

　すべらかな絹布のナイトドレスに毛織物で出来た濃紺の上衣。着替えが終わると、凝り固まった筋肉をほぐすように、全身くまなくマッサージされる。

　仕上げに髪を整えられているところで、ようやくエミリアは言葉を発した。

「あの、ありがとうございます、こんな私のために……」

「何を仰るんです。エミリア様は将来、ディアーク様の奥方となられる大切な御方。なんなりとお申し付けくださいませ」

　すると近くで化粧品を整えていた別の若い侍女が、嬉しそうに振り返った。

「でも本当にお綺麗な方でびっくりしました！　まるで本当に『雪の女神レグラストラ』が現れたのかと──」

「こらっ、なんですか！　その言葉遣いは」

「『雪の女神レグラストラ』？」

　初めて聞く単語に、エミリアは思わず繰り返す。

　髪を梳いていた年長の侍女は、こほんと改まって咳をした。

「若い者が失礼をいたしました。あとで良く言い聞かせておきますので」

「い、いえ、大丈夫です。ところで『雪の女神レグラストラ』とは何のことですか？」

「この地方で古くから信仰されている女神様のことです。言い伝えによると、奥様と同じ銀の髪と美しい青色の瞳をお持ちだとか」

「そう……なんですね」

「ええ。旦那様が幾度となく口にされるので、わたくし共もつい」

「旦那様……ディアーク様、ですか？」

　はい、と年長の侍女が微笑んだ。

「旦那様はこれまで結婚に縁遠い方でした。なにせ領地がこんな北の僻地ですし、何よりディアーク様ご自身があまり乗り気でないこともあって、なかなかお相手が見つからなかったのです」

「は、はあ……」

「ですがそんな旦那様が、王宮からお戻りになって早々に『結婚する！』と……。あの時はもう上を下への大騒ぎでした」

「ええっ!?」

　聞けばもうとっくにプロポーズを済ませており、来月には邸に召致したいという。

　ディアークを幼い頃から知っている古株たちは「戦ならまだしも、あの恋愛ごとに奥手な坊ちゃんが!?」とその手際の良さに驚きを隠せなかったそうだ。

　おまけにどんな相手かと尋ねられるとしばし沈黙し、やがて真っ赤になり、結果『雪の女神レグラストラ』のような女性、としか口を割らなかったらしい。

「ですから奥様の世話係も『とにかく間近でそのお姿を見たい！』という立候補者で溢れかえってしまって……。最終的にはくじ引きで決めたくらいなんです」

「す、すみません、そんな期待の中、こんな私が来てしまって……」

「とんでもない！　想像していた以上に美しい御方だったので使用人一同、旦那様の幸運を褒めたたえていたところですわ。それにこうして遠くからはるばる、旦那様の元にお越しくださって……本当に感謝しております」

「…………」

　就寝前の準備を終えると、侍女たちは深く一礼して部屋をあとにした。

　残されたエミリアは一人ベッドに腰かける。

（こんなに手をかけてもらったのは、生まれて初めてだわ……）

　実家にいた時も、ユリウスの邸にいた時も、ここまで優しくされたことはなかった。

　温かい食事も、侍女たちから向けられる眼差しも──と思い返していたところで、エミリアはふっと表情を翳らせる。

（私は……あんなに良くしていただけるような、人間ではないのに……）

　行為の最中や終わったあとに、ユリウスから何度も言われた。

　役立たず。何も物を知らない。不感症。つまらない奴。

　お前に出来るのは、せいぜい男に奉仕することだけ──

（私、は……）

　ディアークが結婚を申し込んでくれた真意は分からない。

　しかし親切にしてくれた彼に返せるものが、自分にはたった一つしかないのだ。

（今度こそ、捨てられないようにしないと……）

　エミリアはこくりと息を呑むと、ゆっくりとベッドから立ち上がった。扉を押し開け、向かいにあるディアークの寝室をノックする。

　ほどなくして、シャツに上衣を羽織った彼が出迎えた。

「エミリア、どうしましたか？」

「その、良ければ少し、お時間をいただけないかと思いまして……」

「もちろん構いません。どうぞ中へ」

　こうしてエミリアは、ディアークの寝室へと入っていった。
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　奉仕を中断させられ、エミリアは絶望していた。

（私はいったい、どうしたら──）

　薄暗い部屋の中、傷ついたその体を蝋燭の火がぼんやりと照らし出す。

　ディアークはベッドの上に座り、沈黙したままだ。

（もう、いや……）

　自らの行いが惨めで汚らわしいものにしか感じられず、エミリアは涙目のままベッドから下りようとする。

　だがその腕をディアークが慌てて掴んだ。

「ち、違うんです!!　その……こういうことをしたくないわけでは、なくて」

「…………」

「ああ、違うな、そうじゃなくて……。ただ俺は、こういうことはもっとお互いの気持ちが追いついてからがいいと、そう思っているんです」

「お互いの、気持ち……？」

「きっと今の貴方は、焦っているのだと思います。あんな場所で婚約破棄をされて、長く一緒にいた婚約者と引き離されて……とても傷ついている」

「…………」

「その心を癒したいのは本当です。ですがこの行為をすることで、貴方の傷が塞がるとは到底、思えなくて……」

　そう言いながら、ディアークはエミリアの無防備な肩に自身の上衣を掛ける。

　そのままそうっと彼女の片腕を持ち上げた。

「失礼ですがこの傷は……元々のものではありませんよね」

「…………」

「詳しくは聞きません。ですが俺は……貴方にこんな傷をつけたくない」

　ディアークの指先が治りかけの傷痕をなぞる。

　もう痛くないはずなのに、何故かぞくりと背筋が震えた気がした。

「何も急ぐことはありません。時間はたくさんありますから」

「ですが……その間、私はどうしたら……」

「俺を喜ばせたいのなら、どうぞ笑ってください」

「……え？」

　ぱちくりと瞬くエミリアの手を、ディアークがぎゅっと握りしめる。

「貴方が俺の隣で、楽しそうに笑ってくれること。それだけで俺は、どうしようもなく幸せになれます」

「でも、そんなことくらいで……」

「俺にとっては、何より大切なことです」

　にこっと少年のように微笑むと、ディアークはゆっくりとベッドから立ち上がった。

「部屋に戻るのも寒いでしょうから、今夜はこのままそこで寝て下さい」

「い、いけません！　すぐに戻りますから、ディアーク様がこちらで──」

　慌てて立ち上がろうとしたエミリアを、ディアークは片手だけで押し留める。

　やがて人差し指を伸ばすと、すっと彼女の唇に当てた。

「俺は一階の書斎で寝ます。それから──俺が喜ぶことにもう一つ追加で」

「……？」

「どうか『ディアーク』と。……そう、呼んでください」

「は、はい……」

　それだけ言うと、ディアークはさっさと部屋を出て行ってしまった。

　ベッドに取り残されたエミリアは、肩に掛かる彼の上衣をそっと手繰り寄せる。

（そんなことを言われたの、初めて……）

　ディアーク、とそっと彼の名前を口にしてみる。

　改めて発したその音が、なんだかとても甘いものに感じられて──エミリアは知らず赤くなっていた両頬を、手のひらでそろそろと隠すのだった。
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　翌朝。

　ディアークはエミリアの侍女たちを伴って部屋に戻ってきた。朝の支度の手伝いを言いつけると、再び彼だけ廊下に出る。

「着替えが終わったら、朝食にしましょう」

「は、はい……」

　やがて着替えが終わって侍女たちが退室すると、入れ替わるようにして銀の器を手にしたディアークが入ってきた。

　そのままベッドに腰かけると、ぽんぽんと自身の隣を叩く。

「ほら、座ってください」

　言われるままそこに向かうと、彼が嬉しそうに果物を差し出した。

　ルビーのように赤い小粒の果実。初めて見る品種だ。

「秋に取れたリンゴンベリーです。砂糖漬けにしてあるので美味しいですよ」

「いただきます……」

　スプーンですくって口に含むと、爽やかな酸味とほのかな甘みが口いっぱいに広がる。

　思いがけず表情に出ていたのか、見ていたディアークが満足げに笑った。

「そうだ。もしお疲れでなければ、昼から少し庭に出てみませんか？」

「庭に、ですか？」

「はい。その時間なら、多少寒さも和らいでいると思うので」

　午後になり、ディアークに誘われるまま邸の中庭を散策する。

　土や葉っぱの上にはまだいくばくかの雪が残っていたが、二人が歩く遊歩道は綺麗に整備されていた。風もないため昨日の凍えるような寒さもない。

　四阿に続く道の両脇には、可愛らしい黄色の薔薇が植えられていた。

「こんなに寒いのに、薔薇が咲いているんですね」

「この辺りは特に寒さに強い品種ですね。うちの庭師が研究好きで、他にも寒冷地の植物をいろいろ探しては試しているそうです」

　やがて中央にある四阿に到着すると、ディアークは持っていたクッションをベンチに置いた。勧められるままエミリアが腰かけると、続けてふわふわとした毛布を全身に巻きつけられる。

「ずっと座っていると、体が冷えてきますから」

「あ、ありがとうございます……」

　これ以上ないほどの気遣いにエミリアはつい恐縮してしまう。

　しかしおずおずと、改めて昨日のことを詫びた。

「あの、昨夜は……大変失礼いたしました」

「とんでもない。俺の方こそ、貴方に恥をかかせてしまいました」

「ち、違います！　あれは本当に、私が……」

　そこでふと、エミリアはずっと抱えてきた疑問を口にする。

「その……どうしてディアーク、は……私と結婚しようと思ったのですか？」

「どうして、とは？」

「昨日も言いましたが、私は婚約者から捨てられた……いわば、傷物の女です。貴方のように立派な方とは、到底釣り合わない身分だと思います……」

「…………」

「あの夜、助けていただいただけでも僥倖でしたのに、まさか本当に結婚の申し出をしてくださるなんて……。そのうえあんな立派な毛皮に綺麗なお部屋、親切なメイドさんたちまで……」

「貴方をお迎えするのに必要だと思っただけですよ」

「わ、私には分不相応です！　これだけでも十分すぎるほど申し訳ないのに……貴方がそれ以上……私に、優しくしてくださるから……。どうしてここまでしてくださるのかと、ずっと、不思議で……」

　改めて言葉にすると情けなくなり、エミリアは俯いてしまう。

　それを見ていたディアークは顎に手を添えると、「ふむ」と小首を傾げた。

「正直、それを話すのは少々恥ずかしいのですが……。でも、貴方に不安を与えたままではいけませんね」

「……？」

「ちなみに、メイドたちから何か聞いたりしていますか？」

「い、いえ……ただ、ディアークが私のことを『雪の女神レグラストラ』と呼んでいた、とは……」

「あっ……それもうバレてるんですね……」

　片手で顔を隠しながら「あちゃー」とディアークは苦笑する。

「そうです。俺は貴方のことを『雪の女神レグラストラ』と──ずっと、お慕いしていたんです」

「先日のパーティーから、ですか？」

「いいえ。貴方がまだ、ユリウス卿の婚約者だった頃から」

「……！」

　ディアークが初めてエミリアを見たのは、王宮で行われた式典の場だった。

　それは「バルバラの戦い」に出兵する貴族たちを召致したもので、ユリウスの隣に座るエミリアを目にした途端、ディアークは心臓に雷が落ちたかと思ったらしい。

「一目ぼれ、というのはこういうことを言うのか……と、あとになってようやく理解しました。銀の髪を結い上げ、青い瞳でまっすぐ前を見る貴方の姿に『雪の女神レグラストラは実在した』という言葉が頭から離れなくて……」

「も、申し訳ございません、私その、全然覚えていなくて……」

「席が遠かったので当然です。なにより貴方はあの時、ユリウス卿と婚約関係にあった。俺もそれを知って、この思いは一生胸に秘めたままでいようと決めたんです」

　やがて過酷な戦争が終わり、出兵した貴族たちはそれぞれの領地に戻っていった。

　ディアークもまた無事に帰還したものの──エミリアのことだけは、どうしても忘れられなかったそうだ。

「おかげで縁談にもまったく気乗りがしなくて……。貴方にはもう既に相手がいるのだから諦めなければならないと、何度も自分に言い聞かせました。ですがなかなか切り替えられなくて……。そんな時、あのパーティーで貴方を発見したんです」

　パートナーの同伴が基本とされている場で、エミリアは何故か一人で歩いていた。

　気になったディアークがこっそり後を追うと、その直後──ユリウスが婚約破棄を言い渡す現場に遭遇してしまったのだという。

「あの時は『なんとかして貴方を守らなければ』と必死でした。だから咄嗟に割り込んだのですが──何と言えばいいのか分からず、ついあんな順序を間違えたことを口にしてしまったんです」

「そうだったんですね……」

「驚かせてしまい、本当に申し訳ありません。本来であれば、ユリウス卿との整理がついてから、改めて結婚を前提とした交際を申し込み、少しずつ俺のことを知っていただく……というのが筋だと分かっていたのですが……。どうしてもその、他の誰にも渡したくない、という気持ちが先走ってしまって……」

　いつの間にか、ディアークの顔は真っ赤に染まっていた。

　それに気づいたエミリアが微笑むと、ディアークもつられたようにはにかむ。

「……という訳で、貴方と結婚したいと思ったのは紛れもなく、俺自身の意思です。貴方を憐れんだ訳でも、可哀そうに思って引き取った訳でもありません。ただ、ずっと貴方のことが好きだった。それだけでは理由としておかしいですか？」

「い、いえ……」

　するとディアークは、照れて俯くエミリアの手を取った。

「改めて……俺は貴方のことが好きです、エミリア」

「は、はい……」

「俺の持つすべてを尽くして、貴方を一生大切にすると誓います。ですからどうか、これからも俺の傍にいてください」

「ディアーク……」

　まるで結婚式の宣誓のような言葉に、顔をほころばせたエミリアがゆっくりと頷く。

　それを見たディアークは、ほっとしたように息を吐き出した。

「良かった……気持ち悪いと思われたらどうしようかと」

「お、思いません！　そんな……」

「でもそれくらい、本当にずっと……ずっと好きだったんです。今ここにこうして貴方がいることが、奇跡と思えるくらいに──」

　漆黒の瞳に見つめられ、エミリアはぎこちなく視線をそらす。

　しかしディアークの手が頬に伸びてきて、優しく顔を持ち上げられた。

「エミリア……俺の『雪の女神レグラストラ』……」

「ディアーク……」

　自然と二人の顔が近づく。

　だがまもなく唇が触れ合うという時になって、ひゅうと冷たい風が四阿に吹き込んだ。わずかにエミリアが肩を震わせたことに気づくと、ディアークはすぐに体を離す。

「風が出てきましたね。そろそろ戻りましょうか」

「あ、あの……」

「時間はまだ、たくさんあります。何も焦る必要はありません」

　ディアークから手を差し伸べられ、エミリアはためらいがちに立ち上がった。

　しかし四阿を出たところで、前を歩いていた彼がぽつりと呟く。

「すみません、その、貴方に許可を得ないまま、あんな……」

「え？」

「俺、待ちますから。貴方がその……口づけをしていいと、思ってくれるまで」

（ディアーク様……）

　背中を向けたままなので、彼の表情は分からない。

　しかしその耳が端まで真っ赤になっていることに気づき──エミリアは湧き上がるような嬉しさと幸福感に包まれたのだった。
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　それからの生活は、まさに夢のような日々だった。

　暖かい部屋で目覚め、侍女たちの「今日は赤が良いかと」「いえ、奥様には青が似合います」という問答を宥めつつ豪華なドレスを身にまとう。

　食事はいつも出来立てのもので、テーブルには食べきれないほどの皿が並んだ。部屋も常に綺麗に掃除されており、ふと気がつくと花やお菓子といったディアークからの贈り物が机上に届いていることもある。

　また『教養がないことを気にしている』とエミリアが恥ずかしながら打ち明けると、ディアークはすぐに専属の家庭教師とダンスの講師を手配してくれた。

　実家やユリウスの元では許されなかった勉強が自由に出来るようになり、エミリアは乾いた大地が水を吸い込むかのように、どんどんと知識を吸収していく。

（少しでも、ディアーク様のお役に立ちたい……）

　それは『婚約者』として、肉体での奉仕以外に与えられた初めての仕事。

　エミリアはある種の使命感と共に、「良き妻になろう」と懸命に努力を続けた。




　また、彼との距離も少しずつ縮まっていった。

　とはいえ初日のようなことがあってはならないからと、ディアークから「夜にお互いの部屋に行くのはしばらくやめておきましょう」という条件を提示された。

　何のお慰めもせず、嫌われてしまったらどうしようと心配していたエミリアだったが、ディアークは結局そうしたことを一度も求めてこなかった。

（本当に、優しい人……）

　その代わり、北国の遊びをいっぱい教えてもらった。

　綺麗に積もったからと中庭に呼び出されて、メイドたちも巻き込んだ雪合戦をしたり、凍った湖の上を滑ろうとして、生まれたての小鹿のようになったエミリアをずっと傍で支えてくれたり。

　いたずらに肌を重ね合わせるだけではない。

　普段の何げない触れ合いでも、相手が愛おしいと伝えられる──

　そんな初めての経験を、エミリアはディアークからたくさん贈られたのだった。





　◆






　エミリアがロードリック領に来てから、二カ月が経過した頃。

　ディアークから街でのお祭りに誘われた。

「『冬至祭リヴェヴァル』……ですか？」

「はい。今日から始まるので良かったら」

　聞くところによると、一年を通じてもっとも寒いと言われるこの時期に『雪の女神レグラストラ』への感謝を捧げるため、数日かけて実施されるお祭りらしい。

「貴方が参加して下されば、領民たちもきっと喜びます。それこそ『雪の女神レグラストラ』がこの地に降り立ったのかと」

「そ、そんなことはないと思いますけど……。でももしよろしければ、ご一緒しても構わないでしょうか」

「もちろん。では昼食後、お迎えにあがりますね」

　約束通り、ディアークは午後いちばんにエミリアを迎えに現れた。寒さ対策にか、襟元に毛皮のついた黒い外套を纏っている。

「では行きましょうか」

「はい！」

『冬至祭リヴェヴァル』が行われている街中は、普段以上の賑わいに溢れていた。

　大通りには温かいスープやホットワイン、揚げ菓子などの出店が立ち並び、防寒具に身を包んだ市民たちが顔を真っ赤にしてそれらを楽しんでいる。

　広場では『雪の女神レグラストラ』を模した巨大な雪像が作られており、その傍らでは子どもたちが懸命に雪玉を投げ合っていた。白熱しているのか、時折「きゃあー」という可愛らしい悲鳴が聞こえてくる。

「すごく楽しそうですね」

「ええ。この祭りの間だけは、どんなに寒くてもみんな外に出てきます」

「ふふ、確かに──　……？」

　ふと視線を感じ、エミリアは後ろを振り返る。

　そこにはキラキラと瞳を輝かせた子どもたちがおり、エミリアと目が合った途端、一斉に「『雪の女神レグラストラ』様だー!!」「本物だー！」「きれーい！」と叫んだ。

　驚いたエミリアはあたふたと対応する。

「ち、違うのです、私はそんな──」

「ほら、言った通りでしょう？」

「ディ、ディアークも否定してください！」

「俺が言っても、信じてもらえますかね。貴方のような見事な銀髪と青い瞳は、この辺りではとても珍しいですから」

「～～っ」

　純粋な子どもたちの目に耐え切れず、エミリアはディアークの腕を引っ張ると、逃げるように先を急いだ。彼は笑いながら素直にそれに従う。

　やがて人ごみを抜けたところで、エミリアがようやく足を止めた。

「ここまでくれば……あら？」

　すると軒先で、色とりどりのブレスレットを売っている店を発見した。

　エミリアが興味津々に眺めていると、隣にいたディアークが説明してくれる。

「この地方では、大切な相手にブレスレットを贈る風習があるんです。邸でメイドたちが着けているのを見たことがありませんか？」

　そういえば、とエミリアは記憶を手繰る。

　よく見ると街を行き交う人々の手にもそれぞれ違ったブレスレットが輝いており、エミリアはそれだけでなんだか幸せな気持ちになった。

　だがすぐに、ディアークの袖に視線を落とす。

「ディアークはしないんですか？　その、ブレスレット……」

「……実は、その……以前いただいたものを、失くしてしまって」

「まあ……」

「ご、誤解しないでくださいね!?　貰ったのは父親からです！　決してそういう相手がいた訳では──」

「は、はい」

　純粋な疑問で聞いただけなのにディアークが思った以上に取り乱してしまい、エミリアはぱちぱちと目をしばたたかせる。それに気づいたディアークは途端に恥ずかしくなったのか、こほんとわざとらしく咳をした。

「す、すみません……。でもちょうど良かった。エミリア、どうかこれを受け取ってくれませんか」

「これは……」

「貴方に贈ろうと思って、ずっと前から準備していたんです」

　そう言って差しだされたのは、小さな箱に収められたブレスレットだった。

　白い革と透明な宝石を組み合わせたもので、シンプルだがとても美しい形をしている。留め具の部分にはロードリック家の紋章である獅子が彫られており、ディアークがエミリアのためだけに作らせた、という思いがありありと伝わってきた。

「これにはお守りの意味もあります。どうか『雪の女神レグラストラ』が、貴方をすべての災いから守ってくれますように──」

　ディアークはエミリアの手を取ると、手首にそっとブレスレットをはめる。

　まるで測ったかのようにぴったりと肌に馴染み、エミリアは驚きと嬉しさのあまり満面の笑みを零した。

「ありがとうございます！　とても素敵です……」

「そう言ってもらえて良かった」

　にこにこと満足そうなディアークの前で、エミリアは角度を変えて何度もブレスレットを見つめる。しかしすぐに「はっ」と目を大きく見開いた。

「す、すみません！　あの……」

「はい？」

「私、こうした風習があるとは知らなくて……。ディアークに、何もお返しを準備しておりませんでした……」

　一気に青ざめたエミリアを見て、ディアークは「ははっ」と笑う。

「いいんですよ。お返しが欲しくて差し上げた訳ではありませんから」

「で、ですが……」

「でしたらいつか、俺のためにブレスレットを用意してくださいませんか？」

　ディアークの提案に、エミリアは再びぱちぱちと瞬く。

　しかしすぐに顔をほころばせると「はい！」と嬉しそうに返事をした。

「頑張って、気に入っていただけるようなものを準備します！」

「はは、楽しみです」

　やがて日が落ち、辺りが徐々に暗くなり始めた。

　だが祭りはこれからが本番とばかりに、街中は絶えず賑わい続けている。

　ぽつぽつと家々の窓や店先に灯りが点き始めた頃、職人らしき一人の男性がディアークを呼び止めた。

「領主様、少しご相談があるのですが……」

「ああ、この前の件か」

　ディアークはエミリアの方を振り返った。

「すみません、ちょっと話をしてきてもいいですか？」

「はい、もちろんです」

「ありがとうございます。そんなにかかりませんので、そこの店で何か飲みながら待っていてください。俺は向かいの工房にいるので、何かあればすぐに」

　ディアークは店のオーナーにエミリアのことを頼むと、通りの反対側にある工房へと入っていった。残されたエミリアは暖かい飲み物を手にしたまま、ぼんやりと窓ガラス越しに街の光景を眺める。

　すると店の奥から、酔っぱらった男たちの雑談が聞こえてきた。

「いやー、今年の『冬至祭』も最高だな！」

「これもすべてディアーク様のおかげだな。お若いのに大した領主様だよ」

（ふふ、褒められています……）

　まるで我がことのように嬉しくなり、エミリアは笑みを隠すようにそっと飲み物に口をつける。男たちはさらにディアークの武勇伝を語り始めた。

「この厳しい土地と国境を治められているのも、あの武勇のなせる業だよな」

「ああ。かの『バルバラの戦い』では他の貴族たちがしり込みする中、数百もの敵兵を屠ってみせたそうだぞ」

「さすがだねえ～！　しかしそうなると、陛下から恩賞を賜れなかったのはやはりあの噂が原因なんだろうか」

（噂……？）

　気になる単語が聞こえ、エミリアはこっそり耳をそばだてる。

　だがちょうどそのタイミングで、店の入り口からディアークの声が聞こえてきた。

「エミリア、待たせてしまってすみません。何もありませんでしたか？」

「は、はい」

「そろそろ暗くなってきました。帰りましょうか」

　そう言うとディアークはエミリアの手を取り、カウンターに飲み物の代金を置く。

　外に出ると灰色の空からちらほらと雪が降り始めており、エミリアは白い息を吐き出した。頭の中には、まだ先ほどの会話が残っている。

（……『バルバラの戦い』で、いったい何があったのでしょうか……）

　直接聞いてみようか、とディアークの方を見上げる。

　しかし『無冠の英雄』という不名誉な称号の元になった話だ。彼にとってもあまり口にしたい話題ではないだろう。

（あまり詮索するのも、失礼ですよね……）

　エミリアはそれ以上尋ねる勇気が出ず、彼に手を引かれるまま家路を急ぐのだった。





　◆






「今日はたくさん歩いてお疲れでしょう。どうぞゆっくりお休みください」

「はい、ありがとうございます」

　おやすみなさい、と手を振るディアークに頭を下げ、エミリアは自室に入った。

　ベッドに腰かけると、手首で輝く白いブレスレットを改めて見つめる。

　体の奥からじわじわと喜びが湧き上がってきて、エミリアは思わずはしゃぎたくなる気持ちを抑えつつ、うっとりと目を細めた。

（大切にしましょう……）

　ブレスレットを撫でながら、二人で街を巡った楽しい時間を思い出す。

　そのうち少しずつ眠気に襲われ始めた。

　エミリアは小さくあくびをすると、そのままベッドに横になった。




　──数刻後、エミリアは謎の音で目を覚ました。

（……？）

　改めて耳を澄ますが、幻聴ではない。

　しかもどうやらすぐ近くから響いてくるようだ。

（野犬の鳴き声？　それにしては、すごく苦しそうな……）

　気になったエミリアは上衣を羽織ると、ベッドを下りて部屋の外に出る。すると謎の音は、廊下を挟んだディアークの部屋から聞こえてくるではないか。

（ディアーク様？　まさか……）

　だが謎の声──どうやらうめき声らしい──は間違いなく彼の部屋から発されていた。

　エミリアはしばし扉に耳をくっつけていたが、やがてこくりと息を呑む。

（もしかしたら、何かあったのかもしれません！）

　叱責されるのを承知で、エミリアはコンコンと扉を叩いた。

「ディアーク、大丈夫ですか？」

「…………」

　返事はなく、ただ苦しそうな息遣いだけがかすかに聞こえる。

　エミリアは覚悟を決めると、そのまま取っ手に手をかけた。幸い鍵はかかっておらず、扉は簡単に内側に開く。

「失礼いたします、その、どこか体調がお悪いのではと──」

　カーテンを閉め切っているのか、部屋の中は月明りもなく真っ暗な状態だった。

　エミリアは周りの家具にぶつからないよう、慎重に彼のベッドへと向かう。

「ディアーク……？」

　ようやくたどり着いたベッドでは、毛布にくるまった彼が横たわっていた。

　だが体を限界にまで丸め、不規則な息を吐き出している。汗で前髪が額に張り付き、ぎりぎりと割れそうなほど奥歯を噛みしめていた。

「……っ、……うっ……」

「ディアーク!?」

　初めて見るディアークの異変に、エミリアは慌てて駆け寄る。

　ベッドに乗り上げ、震える彼の背を懸命にさすった。

「ディアーク、ディアーク！　しっかりしてください、今お医者様を──」

「……エミ、リア……？」

　すると目が覚めたのか、ディアークは愕然とした表情でこちらを見上げていた。

　エミリアはほっとしたものの、すぐに血相を変える。

「大丈夫ですか？　なんだか、すごくうなされていたみたいですが……」

「……すみません、いつものことです。気にしないでください」

「いつも……？」

　部屋までお送りします、とディアークはふらつく体で起き上がろうとする。

　それを見たエミリアは考えるよりも早く、彼の服を引っ張った。

「……エミリア？」

「いつもとは、どういうことですか？」

「……あまり、眠りが良くない質たちなんです。普段は出来るだけ、太陽が昇るぎりぎりまで起きているんですが……。今日はその……貴方と出かけた時間があまりに楽しくて、つい気を抜いてしまいました」

「……私は医者ではありませんが、どう見ても……放置していい状態とは思えませんでした。お医者様には相談されているのですか？」

「何度か、しました。ですが治らないだろうと……」

「治らない……？」

「…………」

　裾を摑んだままいっこうに離れようとしないエミリアを前に、ディアークは観念したとばかりに静かに打ち明ける。

「夢を見るんです。……たくさんの人を、殺す夢」

「……！」

「原因は分かっています。三年前……バルバラの戦いで、俺は罪のない人をたくさん殺しました。あの時の光景を夢に見るんです。何度も、何度も……」

「ですがあれは、隣国が先に攻撃を仕掛けてきたことで……。それにディアークが倒したのは──」

「もちろん、相手は敵兵です。やらなければ俺がやられていたでしょう。でも彼らにだって愛する妻がいて、子どもがいて、守るべき国があった。そのために戦った。それだけなのに……俺はその未来を、この手で奪ってしまったんです」

　ディアークはそう口にしながら、恐る恐る自身の両手を開いた。

　その手はわずかに震えており、額には脂汗がいくつも浮かんでいる。視線はぼんやりとどこか遠くを見つめており、絶望と苦渋に満ちた表情を滲ませていた。

　やがてぐっと拳を握ると、絞り出すように言葉を発する。

「すみません、エミリア。……貴方にだけは、こんな情けないところ、見せたくなかったのに……」

「…………」

「もう大丈夫です。少しは眠れたはずなので、あとは朝まで──」

　再度立ち上がりかけたディアークを、エミリアは力いっぱい引っ張った。

　油断していたのかディアークはそのままバランスを崩し、二人はもつれるようにしてベッドへと倒れ込む。

「エミリア……？」

「だめです、寝てください」

「でも、そうしたら隣室の貴方にまで迷惑を──」

「でしたら、一緒に寝ましょう」

「一緒、に……？」

　突然の提案に、ディアークは最初よく理解出来ていないようだった。

　だがエミリアは彼の分厚い体に両腕を回すと、ぎゅっと力いっぱい抱きしめる。

「こうしていれば、うなされたらすぐに分かります。悪夢を見そうになったら、その前に私がディアークを起こしますから」

「ですが……それでは貴方が寝られないのでは……」

「わ、私は明日、お昼寝をさせていただくので、大丈夫です！」

　口にしたあとで、「私は何を言っているのかしら!?」とエミリアは赤面する。

　だがディアークは「くすっ」と小さく笑ったかと思うと、ふっと全身の力を抜いた。

「そうか、お昼寝という手がありましたね」

「は、はい！　ですからどうか……安心して眠ってください」

「……ありがとうございます、エミリア」

　そう言うとディアークは、どこかほっとしたように目を閉じた。

　やはりほとんど眠れていなかったらしい、とエミリアもまた安堵する。

（これで少しでも……お休みになれると良いのですが）

　眠りにつきやすいよう、優しく彼の背中を撫でる。

　そのあともしばらく彼を抱擁していたものの──エミリアの両腕に、少しずつ痺れにも似た疲れが溜まり始めた。がっしりとしたディアークの体を抱きしめ続けるには、やはり少し力不足だったらしい。

（い、いけません……今動いたら……）

　体の震えを懸命に堪え、眠りかけの彼を起こさないようひとり奮闘する。

　しかしすぐに気づかれてしまったのか、ディアークが長い睫毛を持ち上げた。

「エミリア……腕がつらいのではありませんか？」

「い、いえ!?　そんなことは全然──」

「……ちょっと失礼」

　そう言うとディアークは、エミリアの腕をほどきながらゆっくりと体を起こした。

　やはりご迷惑だったのでしょうか、と落ち込みかけたエミリアだったが、その直後、ディアークの腕の中にすっぽりと抱きしめられてしまう。

「ディ、ディアーク!?」

「ああ、やっぱりこの体勢の方がいいですね」

（あ、あわわわ……）

　突然の抱擁に、エミリアは真っ赤になってうろたえた。

　鼻先には彼の立派な胸板があり、息をすることすらためらってしまう。だがディアークはさらにエミリアの体を引き寄せると、穏やかな声で呟いた。

「……不思議です。こうしていると、どんな悪夢もやって来ない気がします」

「そ、それでしたら、良かったのですが……」

　とくん、とくんというディアークの鼓動がすぐ耳元で聞こえる。

　エミリアより高い彼の体温が、衣服を通じてじわりとこちらに伝わった。

「……貴方は、柔らかいですね」

「そ、そうでしょうか？」

「はい。それに、とても良い匂いがします。甘い花のような……」

「……っ」

　ディアークの鼻先が、エミリアの髪に埋まる。

　彼の熱い吐息を直に感じたエミリアは、いよいよ羞恥の限界を感じて俯いた。

（こ、こういう時、どうしたら……）

　すると腰のあたりに置かれていた彼の手が持ち上がり、そっとエミリアの頬に添えられる。そのままゆっくり上向かされたかと思うと、こちらを見下ろしていたディアークと目が合った。

　すべてを受け止めてくれるような優しい笑顔。

　その顔を見た途端、エミリアは体の奥がわずかに疼くのを感じた。

「エミリア……」

「ディ……アーク……」

　少し掠れた低い声が耳をくすぐり、肌の表面をぞわっとした甘い痺れが走る。

　エミリアは誘われるように自身の両手を伸ばすと、彼の両頬に指先を当てた。ディアークはそれに応じるように上体を屈め──二人は深く唇を重ね合わせる。

「ん、……」

　ディアークの唇は想像していたよりずっと柔らかく、恥ずかしくなったエミリアはおずおずと下を向いた。だがすぐにディアークに顎を持ち上げられてしまい、今度は彼の方から顔を近づけてくる。

　エミリアは逃げられず、二人はもう一度長いキスをした。

　許しを得たと実感したのか、ディアークはその後も繰り返し口づけを求める。

「んっ……あっ、……」

「……っ、エミリア……っ……」

（口づけが……こんなに気持ちいい、なんて……）

　性交に関する技術は、ユリウスから嫌というほど躾けられた。

　だがキスは数えるほどしかしたことがなく、エミリアは彼から与えられる激しい愛情をただ懸命に受け止める。小鳥がついばむような軽い接吻から、薄く開いた唇の隙間から互いの舌を貪欲に味わうものまで──

（……っ……なんだか、体の奥が……）

　エミリアは太ももの間にもどかしさを覚え、すりすりと両足をこすり合わせる。するとディアークの腰のあたりで、硬く熱を持った『それ』に触れてしまった。

「あっ、す、すみません！」

「──っ、だ、大丈夫です。俺の方こそ、すみません」

「ど、どうして謝るのですか？」

「いやだって、その、嫌じゃないですか？」

「だ、男性でしたら当然のことですし、それに──」

　エミリアはさりげなく、自身の太ももをその部分にそっと押しつける。

　ぱんぱんに張りつめた下履きの奥に、屹立した男性器の形がはっきりと感じとれ、エミリアは自身が昂るのを感じた。

（すごく……大きくなってる……）

　だがエミリアの接触に気づいたディアークは、すぐさま自身の腰を後ろに引いた。耳まで真っ赤にした状態で待ったをかける。

「こ、これ以上はやめましょう！」

「は、はい……」

「すみません、その……俺が、止まらなくなりそうなので……」

　彼は疲れた息を吐き出すと「すみません」と断りを入れ、再度エミリアを腕の中に抱きしめた。ディアークの呼吸が落ち着いていく一方で、エミリアは自分の心臓がどきどきと高鳴っていることに気づく。

（私……どうしたのかしら……）

　体の奥に生まれた熱がいまだ消えない。

　エミリアは初めて体感する性欲に、どうすればいいのかと困惑するのだった。




　翌朝。

　普段より遅い時間にエミリアは目を覚ました。

　ディアークの腕の中であることに気づき、改めて昨日の出来事を思い返す。

（そうでした……私昨日、ディアーク様と……）

　身じろぎに起こされたのか、彼もまた「ん……」と短く声を上げた。

「……おはようございます、エミリア」

「おはようございます、あの、夢は……」

「……見ませんでした。久しぶりです、こんな気持ちいい朝を迎えるの……」

　そう言うとディアークは、幸せそうにエミリアを抱き寄せた。

「きっと、貴方のおかげです」

「そうでしたら、嬉しいのですが……」

「ええ。やっぱり貴方は、俺の『雪の女神レグラストラ』──」

　頬にディアークの手が伸びてきて、そのまま静かに唇が下りてくる。エミリアは自然に目を閉じると、毛布の中で彼の口づけを待った。

　するとそこで、コンコンと扉を叩く音が響く。

「失礼いたします、旦那様。今日は午前に会合のお約束がありますので──」

「……ああ、分かった。すぐに支度する」

　思いがけない邪魔が入り、キスを中断した二人はぎこちなく起き上がると、ベッドの端に並んで腰かけた。

「すみません。こんな時に仕事を入れてしまって」

「い、いえ！　私の方こそ申し訳ございません。もっと早くに起きていれば……」

　謝罪合戦になりかけたところで、ディアークが先に笑みを零す。

　隣に座るエミリアの前髪を手でずらすと、その額に優しく唇を押し当てた。

「本当にありがとうございました。……このお礼は、また必ず」

「……はい」

　二人は小さく微笑みあうと、各々朝の支度に向かうのだった。





　◆






　その夜。

　自室で寝支度を整えたエミリアは、不安そうに廊下の方を振り返った。

（ディアーク様……今夜は大丈夫でしょうか）

　するとまるで図ったかのように、ノックの音が聞こえてくる。

　扉を開けると、就寝用のシャツに着替えたディアークが廊下に立っていた。

「遅くにすみません。少しいいですか？」

「はい、もちろんです」

　室内のソファを勧めたが、ディアークは「すぐに終わるので」とその場で話し始めた。

「遅くなりましたが、昨日は本当にありがとうございました。貴方のおかげで、久しぶりにゆっくり眠れた気がします」

「お役に立てたのなら良かったです。ところで今日は──」

「昨日十分睡眠をとれたので、しばらくは問題ないかなと。戦いの間は、安心して眠れないこともしょっちゅうでしたし」

「そんな……」

「今度、俺の部屋の扉をもう少し厚みのあるものに変えておきます。そうすれば、夜中に貴方を起こしてしまうこともないと思いますので」

　それでは、と立ち去りかけたディアークの袖を、エミリアは慌てて摑んだ。

「ま、待ってください！」

「……？」

「と、扉まで変えなくて、大丈夫です」

「ですが貴方にご迷惑を──」

「それでしたらこれからずっと……い、一緒に寝れば良いのでは、ないでしょうか……。私たち、婚約者、なのですし……」

　思わず口にしたものの、エミリアは自分がとんでもなく大胆なことを言っていると気づき、じわじわと顔を赤らめる。照れているのはディアークも同じらしく、エミリアの言葉を聞くにつれ、徐々にその頬に朱を注いでいた。

「そ……れは、そうですが……。でもその、いいんですか？」

「わ、私でしたら、大丈夫です！」

「いや、俺が大丈夫じゃないんですが……」

　ディアークはこくりと息を呑み込むと、エミリアの瞳をじっと見つめた。

「その、昨日はなんとか我慢しましたが、正直……次は無理かもしれません」

「ディアーク……」

「すみません、本当は『そんなことしない』って断言出来たら良かったんですが……。俺もその……一応、男なので……」

「…………」

　彼の言わんとすることが伝わってきて、エミリアもまた恥ずかしさのあまり唇を噛みしめる。だが目の前にあった彼の手を取ると、そうっと握りしめた。

「それも……大丈夫です」

「……エミリア」

「貴方になら……いいです」

　エミリアの精一杯の告白に、ディアークはしばし言葉を失っていた。

　しかし繋いでいた手にゆっくりと力を込めると、少しだけ不安そうな声で尋ねる。

「……本当に？」

「……はい」

「後悔、しませんか？」

　こくっとエミリアが頷いたのを見て、ディアークはふうーっと長い息を吐き出した。繋いでいた手をほどくと、突然エミリアを横向きに抱き上げる。

「ディ、ディアーク!?」

「すみません、ちょっと──どうしたらいいのか、分からなくて」

　床に落ちないよう、エミリアは慌てて彼の首に両腕を回して抱きつく。

　ディアークは嬉しそうにベッドへ向かうと、新品のシーツの上に優しく下ろし、そのままエミリアの上に乗り上げた。

「すみません、ついはしゃいでしまいました……」

「い、いえ……」

「愛しています。俺の──エミリア」

　唇が下りてきて、ちゅっ、とことさら時間をかけてゆっくりと重なり合う。

　離れてもまたすぐに押し当てられ、その回数が増えるたびに、舌先から咥内へと触れ合う部分が深くなった。

「んっ……ディ……」

　夢中になって入り込んでくるディアークの舌を、エミリアは懸命に受け止める。同時にナイトドレスの胸元のリボンが緩められ、エミリアの小さな肩が露になった。

「あっ……」

「エミリア……」

　口づけを中断し、ディアークが顔を上げる。揃った歯列の間に彼の赤い舌がちらっと戻っていくのを、エミリアはぼんやりと見つめていた。

　すると今度はその舌が、エミリアの白い首筋に下りてくる。

「っ、あっ、ディアーク……っ」

「んっ……」

　ちゅ、ちゅっと押し当てられるリップ音と、自分を求めて興奮する彼の息遣いを肌で感じとり、エミリアは羞恥と期待でたまらず頬を染めた。

　時折「可愛い」と小さく漏らす声も聞こえる。

（ディアーク様……！）

　いつの間にかドレスは脇のあたりまでずり下ろされており、ディアークの手がエミリアの柔らかい双丘に置かれた。既に乳首は薄い生地を押し上げるように硬くなっており、彼の無骨な指先で布越しになぞられた瞬間、甘い電流がエミリアの体を貫く。

「あっ……！」

　両方をそれぞれ優しく撫でられ、先端はいっそう硬く屹立した。

　ユリウスに抱かれている時は生理現象でしかなかったそれが、今のエミリアには確かな快感として伝わってくる。ディアークはその反応を確認しつつ、何度も丁寧にその突起を人差し指で愛撫した。

「ここ、気持ちいいですか？」

「は、はい……」

「良かった。他にもして欲しいことがあれば言ってくださいね」

　にこっと嬉しそうに微笑んだあと、ディアークはエミリアのドレスをさらに下ろし、片方の乳房を露出させた。そのまま自身の体を下に移動させると、唇をすぼめて尖った乳首を強く吸い上げる。

「んんっ……！」

　ちゅう、ちゅうと恥ずかしい音が耳に入り、エミリアはたまらず身もだえする。

　指で触れられるのとは、まったく違うくすぐったさに腰を揺らしていると、ディアークがもう一方の乳首を指先で直に摘まみ上げた。

　痛くはない──だが確実に気持ちよさを与える絶妙な力加減で、くい、くいっと突起をしごき上げる。

「ディアーク、だめです、それっ……」

「痛みますか？　少し弱めた方がいいかな……」

「んっ、やっ、そうでは──」

　摘まんでいた指がいったん外れ、親指の腹で軽くふにふにと揺り動かされた。痛いほどに立ち上がったその部分を緩く刺激され、そのたびにたまらない官能がエミリアの下腹部に蓄積する。

　一方、彼の口の中に含まれていた先端は、舌での激しい愛撫に晒されていた。

（尖らせた舌先が……何度も、先っぽを……っ）

　口を大きく開け、乳輪部分までがっぽり頬張ったかと思うと、たっぷりの唾液と共にじゅる、じゅぱ、と執拗に吸い、舐め回される。

　夢中になっておっぱいにむしゃぶりつく彼の痴態に興奮していると、今度は硬くなった乳首の表面をれろれろ、と舌先で素早く往復された。

「っあ、やだ、それっ……！」

　そのあともじゅる、じゅっ、と執拗に舐められ、強く吸われ、意識を飛ばしかけたところで、もう一方の乳首を指先でこりこりといじめられる──交互に襲い掛かってくるその巧みな舌技と手技を前に、エミリアはたまらず太ももをすり合わせた。

（だめっ……さっきからお腹の奥がっ……！）

　やがてディアークはエミリアの胸から口を離し、ゆっくりと上体を起こした。落ちてきた前髪を掻き上げ、唾液で汚れた口元を手の甲で軽く拭う。

　苦しくなったのか、胸元のボタンを一つずつ外していく動作にはびっくりするほどの色気があり、エミリアはどんどん鼓動が早まっていくのを感じていた。

　すると彼はベッドの下側に移動し、そっとエミリアの両膝に手を置く。

「あの、良かったら……下も舐めていいですか？」

「……えっ？」

「えっ!?　あっ、その、みんな、あんまりしないのかな……。その、女性は受け入れるのに痛みを伴うことがあるから、よく、してあげた方がいいって聞いて……」

「は、はい！　だ、大丈夫です」

（下……？）

　オーケーとは言ったものの、エミリアはこの時点で、彼が何をしようとしているのかよく分かっていなかった。

　ユリウスとの夜では、そもそも胸への愛撫自体ほとんどされなかったし、いつも彼の望むタイミングでいきなり挿入されていたからだ。

（舐める……もしかして、足とかでしょうか……）

　だが予想とは裏腹に、ディアークはぐいっとエミリアの両足を押し広げると、その間に自身の顔を沈めた。

「ディ、ディアーク様!?」

　そこは、と制止する間もなく、ねっとりとした熱いものが秘部の割れ目に押し当てられる。間違いない。彼の舌だ。

「～～っ!!」

「……っ、すみません、痛かったですか？」

「い、いえ……」

「良かった……。ここは入念にほぐした方がいいそうなので、少しだけ我慢していただけると」

　そう言うとディアークは、その綺麗な顔をエミリアの股間にうずめたまま、ちゅる、じゅる、と舌を這わせ始めた。

　一方エミリアは、初めてのクンニリングスに戸惑いを隠せない。

（たしかに大切なところ、ですけども……まさか、舌でなんて……！）

　こんな行為、ユリウスにされたことなど一度としてない。

　だがよく考えてみれば、彼の男性器を口に含んで奉仕したことは、これまでに数えきれないほどあった。

　つまりこれはその逆で、男性が女性に奉仕するものなのだろう。

「っ、あ……だめですっ……そこは、汚いところで……」

「大丈夫です。貴方に汚れている部分なんて一つもありません」

「やっ……んんっ……！」

　手の甲で口を押さえ、エミリアはせり上がってくる官能を必死にやり過ごす。

　しかしディアークの舌での攻撃は止まらず、ついに割れ目を越えて、ひだの内側に侵入し始めた。くち、くちっという淫靡な水音が天蓋の中に満ち、同時に彼の鼻先が秘裂のすぐ上にあるクリトリスを強く刺激する。

「だめっ、……ディアーク、そこっ……」

「ん……っ……、はあ……何が、だめなんです……？」

　少しでも位置をずらそうと、エミリアは片手を伸ばして彼の髪を摑んだ。

　だがそれすら彼の興奮を煽る行為にしかならない。

「やだっ……もう、ディアーク、やだったら……あっ……んっ……！」

「……っ、ふっ、……んっ……」

　太く熱い舌が入り口をぬりゅ、ぬりゅ、と何度もなぞるたび、名状しがたい快感がお腹の奥に湧き上がった。次第に彼の唾液や吐息だけではなく、膣の内壁からじわじわと愛液が滲み出してくる。

　するとディアークはエミリアの膝に置いていた手を内もも側にすべらせ、両方の親指を大陰唇の左右に添えた。そのまま優しく割れ目をこじ開けると、これまでよりもずっと深い位置に舌をねじ込む。

「──っ、あ、あっ……!!」

　隅々まで征服される恐怖と快感に、エミリアは思わず両足をすり合わせた。

　だがそれはディアークの頬を太ももで柔く挟み込む形となり、結果彼の劣情をいっそう高ぶらせてしまう。

「……っ……はぁっ、エミリア……んっ、……」

　ディアークは顔を斜めに傾けながら、夢中になって舌を深く潜り込ませる。

　じゅるっ、じゅるる、と愛液を啜るいやらしい音が足の間から聞こえ、エミリアはいよいよ自身の羞恥の限界を感じ取った。

「ディアーク、お願い、もうだめです、許して、おねが──」

　だが秘部を舐ることの虜になっている彼には届かず、ついにディアークはぷっくりと膨らんだクリトリスに唇を伸ばした。ちゅ、んちゅ、と秘豆をついばむように口づけたかと思うと、今度は大きく口を開け、そのまま膣の入り口全体を食む。

　まるで本当に食べられているかのようで、エミリアはたまらず目に涙を浮かべた。

（だめ、もう、おかしくなっちゃ──）

　ディアークが舌を尖らせ、れろれろ、とクリトリスを小刻みに愛撫する。再度膣内に舌を挿入するのに合わせて、硬い親指の腹でぐり、ぐりっとそこを優しく押し潰した。

　その瞬間──エミリアの目の前が真っ白になる。

「っ──！」

　びくびくっと体が震え、そのままどっと全身の力が抜けた。

　突如ベッドにくずおれたエミリアを見て、ディアークが慌てて顔を上げる。

「エミリア、大丈夫ですか!?」

「す、すみません、今、いきなり体が、震えて……」

「……もしやそれは、達したということでしょうか」

「達っ……した？」

「はい。イク、ともいいますね」

（イクって……こういうことだったのですね……）

　絶頂。オーガズム。イく。言葉自体は、何度か聞いたことがあった。

　だがエミリアにとって性行為は苦痛を伴うものでしかなく、こうした全身を震わせるような充足感を得られるものではなかったのだ。

　こんな気持ちよいものだったなんて……と呆然とするエミリアをよそに、ディアークはようやく満足したかのように上体を起こした。親指の腹で濡れた唇を拭うと、エミリアの腰に手を添える。

「すみません、そろそろいいでしょうか。その、俺もちょっと限界で……」

「あっ、は、はい！」

　反射的に返事をしたものの、挿入の許可を取られたのだとあとから気づき、エミリアは慌てて自身の太ももを手で持ち上げようとした。

　しかしディアークは真っ赤になってそれを制する。

「やっ、その、お気遣いいただかなくて、大丈夫です！」

「えっ？」

「た、確かにあまり経験はありませんが、そこは俺に任せていただきたいと、思っていますので……」

　そう言うとディアークは上体を屈めると、乱れていたエミリアの前髪を手でずらし、その額にちゅっ、と軽く口づけた。

（私──）

　エミリアは何度かぱちぱちと瞬いていたが、やがてぽろりと涙を零す。

　当然ディアークはぎょっと目を剥いた。

「エ、エミリア!?　すみません、嫌でしたら今日はここでやめても──」

「い、いえ、違うんです、その……嬉しくて……」

「……？」

「こんなに大切にしていただけるの、初めて、でしたから……」

　強く目を瞑るが、涙があとからあとから溢れて止まらない。

　どうしよう、と困惑するエミリアに対し、ディアークは優しく微笑んだ。

「大丈夫です、エミリア」

「ディアーク……」

「貴方が嫌がるようなことは、絶対にしません。どうしたら、もっと貴方が気持ちよくなれるのか、幸せを感じてもらえるのか、愛が伝わるのか──俺はただ、それだけを考えています」

「…………」

「怖いと思ったらすぐに教えてください。何も言われず、貴方から嫌われてしまうことの方が、俺には何倍も恐ろしいですから」

　ディアークは眦から零れ落ちるエミリアの涙を、そっとキスで受け止めた。

　心からの親愛を感じるその行為に、エミリアはようやく自覚する。

（私……この人のこと、好きなんだわ……）

　優しい言葉も、行動も、性格も。

　大きな手のひらも、厚い胸板も、広い背中も。

　汗ばんだ肌も、熱い吐息も──

（もっといっぱい……ディアーク様を感じたい……）

　気づけば涙は収まっており、エミリアはおずおずと彼の頬に手を伸ばした。

「お願い、します……」

「エミリア……」

「私も……続きを、したいです……」

　ごくり、とディアークが喉仏を押し下げたのが分かった。ベッドの下側に移動すると、ガチャカチャと腰のベルトを外し、下履きの前を寛げる。

　雄々しく肥大した性器がびくん、びくんと天を衝いていた。

「……無理だと思ったらすぐ止めます。遠慮なく言ってください」

　ディアークはそれを手で支え持つと、丸く大きな先端をエミリアのぬかるんだ入り口へ押し当てる。亀頭の割れ目から滲み出ていた尿道球腺液カウパーと、膣口に溢れた愛液の残滓がぷちゅ、とすぐに混じりあった。

「……いきます」

「……っ」

　巨大な質量をもったそれが、エミリアの閉じた秘裂を割り拓く。

　くちゅ、くちちゅ、とわずかに腰を上下させながらディアークは奥に進んで行き、エミリアは彼の動きに合わせるように、はあっ、はあっと小刻みに息を吐き出した。

（おっ……きいっ……！）

　ユリウスの時には感じなかった圧迫感が、支配される歓びとなってエミリアの下腹部を甘く満たす。やがて大きく張り出したカリ首が、ある一点を乗り越えた途端、芯を持った男根がずりゅん、とエミリアを深く貫いた。

「──んんっ！」

「すっ、すみません！　大丈夫ですか!?」

「は、はい……その、ちょっと、びっくりしただけで……」

　少しお腹に力を入れただけで、ナカをいっぱいに押し広げている彼のペニスの形がはっきりと感じ取れる。全体的にはち切れそうなほど太く、膣壁を余すところなく制圧するかのように硬い。ユリウスの時はここまで中で存在を感じることはなかった。

（ディアーク様の、すごいっ……）

　心なしか竿の側面を走る太い血管まで分かるような気がして、エミリアはたまらず少しだけ腰を捻った。するとディアークを締め付けてしまったのか、彼が「うっ」とうめき声を上げる。

「エミリア、すみません、もう少し、力を抜いていただけると……」

「も、申し訳ございません、でもあの、どうしたら──」

　要領が分からないエミリアは、なんとなくお腹の奥の方に力を逃がそうとする。

　だがそれがまた違った部分への刺激となってしまったのか、ディアークは再び「うぐっ」と苦悶の表情を浮かべた。

「も、もう動かないで、それ以上されたら、ちょっと……」

「す、すみません……」

「いえ、軟弱な俺が悪いんです……」

　そのままディアークは、心を落ち着けるように何度かふうーっ、ふうーっと呼吸を繰り返した。動くなと言われたエミリアは、おとなしく彼の次の行動を待つ。

　やがてすこし沈静化したのか、ディアークがエミリアの顔の両隣に手をついた。

「……あの、少しずつ、動いてもいいですか」

「は、はい……」

「つらくなったら、言ってくださいね」

　そう言うとディアークはゆっくりと律動を開始した。

　初めは膣壁を緩く押し広げるような動き。次第に全体を抜き差しするような動きに変わっていく。怒張は相変わらず硬く張りつめたままで、膣内を往復するそのたびにエミリアはぞくぞくとした快感を拾っていた。

「っ、あっ……ん……っ」

「エミリア、痛くないですか？」

「はい……気持ち、いい……」

「……っ……！」

　びくん、とナカにいたディアークが反応し、また少しだけ大きくなる。

　奥に入れている間はきゅう、きゅう、と甘くペニスに吸い付いてきて、出ていこうとすると入り口が竿全体を搾り取ろうとする。たまらずもう一度突き入れると、待っていたとばかりに温かい柔肉がディアークのすべてを包み込んだ。

　まさに名器ともいえるその極上の味わいに、ディアークはわずかに焦る。

「っ、だめです、エミリア、そんなに……締めては、っ……あっ……」

「で、でも……っ、あっ……んっ……！」

　慎重だった腰の動きが、すぐに余裕のないものになっていく。

　何度も何度も激しく揺さぶられ、エミリアもまた己が昇りつめるのを感じていた。

（また、イっちゃ──）

　その瞬間、子宮の奥がぐぐっと縮まるような感覚がした。

　たまらない幸福感が一気に駆け抜け、エミリアはぎゅっと全身を震わせる。

「っ、あっ、ああっ……！」

「っ……！　うっ、……はぁっ……！」

　つい無意識に身を捻ってしまい、ナカに収まっていたディアークの男根を強く締め付けてしまった。ディアークは奥歯を噛んでしばらく耐えていたが、やがてエミリアの腰を押さえると、ずるるっと勢いよく男根を引き抜く。

　同時にぶしゃっ、と大量の白濁がシーツの上にぶちまけられた。

「ディ、ディアーク……？」

「っ……はあっ、あっ……す、すみません……汚して、しまって……」

「い、いえ……。でも、どうして外に……」

「……だってまだ、式も挙げていないですし……それに貴方が子どもが欲しいか、確認してからでないと、と思って……」

「ディアーク……」

「とはいえ、その……確実では、ないんですが……。そこは一応、婚約しているということで、何かあれば責任はすべて俺が取ります」

　──だから、安心して。

　そう言ってディアークは微笑み、エミリアの頭をそっと撫でる。

　その仕草があまりに優しくて、エミリアは思わず彼の胸に抱きついた。

「ディアーク……」

「はい、なんですか？」

「大好き……」

「──!!」

　がっしりとしがみつかれた状態で、ディアークは一気に赤面する。

　だがすぐによしよしと、もう一度エミリアの頭を撫でた。

「俺も……愛しています」

「……はい」

「俺の、世界一愛おしい、エミリア──」

　そうして二人は心地よい疲労感と共に、ベッドで口づけるのだった。







第三章 ディアークの過去








　ディアークと体を重ねてから二週間が経過した。

　自室で机に向かっていたエミリアは、ディアークから借りていた本をぱたんと閉じる。窓の外は相変わらず真っ白な雪で埋め尽くされていた。

（面白かった……続きを借りに行きましょう）

　立ち上がり、本を抱えたまま廊下に出る。

　その際、ふと向かいにあるディアークの部屋が目に入ってしまい、エミリアはかあっと頬を赤くした。

（あれから毎日、一緒に寝るようになったのはいいのですが……）

　どうやらエミリアが同衾すると、ディアークが悪夢を見なくなる──ということが判明し、二人は毎夜のように共寝するようになった。

　それ自体は喜ぶべきことなのだが、どうしても別の問題が浮上してしまう。

（こんなに毎日シて、大丈夫なのでしょうか……!?）

　夜、ベッドに入ってすぐの時は「今日こそは大人しく寝るだけにしましょう！」と互いに誓い合うのだが、どちらともなくキスをしたり、体の一部に触れたりするだけで、大抵なし崩し的に始まってしまう。

　本当に嫌なら嫌だと言えば、きっとディアークはすぐに止めてくれるだろう。

　だが他ならぬエミリア自身が、強く彼を求めてしまうのだ。

（前はセックスなんて、本当に嫌いで仕方なかったのに……ディアーク様とすると、すごく気持ちいいから……）

　あの大きな体に強く抱きしめられて、身動きが取れないまま奥を突かれるのも。

　ねっとりとしたキスをしながら、クリトリスを指でいじられるのも。

　ベッドであぐらをかいている彼の上に座り、入れたまま突き上げられるのも。

（それに最後は、外に出してくださるし……）

　ちなみに後背位と騎乗位だけは、絶対にしようとしなかった。

　聞けば「貴方を大切にしていない気がする」という理由らしく、いつも正常位か向かい合っての座位を好んでいる。

（中に出されたら、いったいどんな感じ、なのでしょうか……）

　いつも股の間に大量に吐き出される精液の熱さを思い出し、エミリアは真っ赤になって「なんて破廉恥な」と自身を脳内で叱責する。

　やがて一階にある彼の書斎に到着し、コンコンと扉を叩いた。

「ディアーク、いますか？」

　返事はなく、エミリアはそろそろと鍵のかかっていない扉を押し開ける。

　やはり書斎に人影はなく、エミリアはうーんと小首を傾げた。

（いない時は勝手に持って行っていい、と言ってましたっけ……）

　多忙な彼の手を煩わせるのも申し訳なく、エミリアは壁際にあった棚に向かう。手にしていた本を戻し、隣にあった続きの本を引き抜いたところで、隅に置かれていた木箱を絨毯の上に落としてしまった。

　ばささ、と中に入っていた紙束が広がる。

「あっ！」

　どうやらディアークに宛てられた手紙らしく、エミリアは慌ててしゃがみ込むと、散らばった封筒と便せんたちを拾い集めた。

　するとそこで気になる一文を目にしてしまう。

『──貴方が姉・アローディアを殺したこと、私は一生恨み続けるでしょう』

（殺、した……？）

　エミリアは手紙の内容が気になりつつも、これ以上はいけないと木箱に収納し、すぐに元あった場所へと戻した。

　本を抱えたまま、誰にも見つからないうちに急いで自室へと戻る。

（……きっと何かの間違いです。あのディアーク様が……）

　差出人の名前も、前後の文章もはっきりとは読めなかった。

　大丈夫、大丈夫、と何度も己に言い聞かせたものの──エミリアの胸には言い知れない憂惧が募るのだった。




　そして数日後、ついにエミリアの不安を確信づける出来事が起きた。

　ある日の午後。

　ディアークは国境沿いにある砦の視察に赴いており、明日まで帰らないという話を聞いていたエミリアは、部屋で一人読書を楽しんでいた。

　するとにわかに階下が騒がしくなり、不思議に思ったエミリアは部屋を出て一階の玄関ホールへと向かう。そこでは武装した男たちと邸の男性使用人たちが取っ組み合いをしており、エミリアはぎょっと目を剥いた。

「皆さん!?　いったい何が──」

　その声を聞き、騒動から少し離れた位置にいた男性の一人が顔を上げた。

「エミリア、久しぶりだな」

「……!!　どうして貴方がここに……」

　そこにいたのは、かつての婚約者であるユリウスだった。

　どうやら連絡をせずいきなり訪問してきたらしく、周囲にいたメイドたちは階段上に現れたエミリアに気づくと、すぐさま避難を促す。

「いけません奥様、どうか隠れて！」

「待てエミリア、オレはお前と話をしに来ただけだ」

「……私には話すことなどありません。使用人たちから手を離して、今すぐこの邸から出ていってください」

「ふっ、一丁前に女主人気取りか？　随分と偉くなったものだな」

「……用件があるのでしたら、ディアーク様の許しを得てから改めて──」

「まあそう言うな。オレはお前にいいことを教えに来てやったんだ」

「……？」

「ディアーク・ロードリック。奴は人殺しだ」

　突然の告発に、ホール内の空気が一瞬にして変わった。

　だがエミリアは冷静に言葉を返す。

「何を根拠にそうおっしゃるのですか。根も葉もない中傷であれば──」

「『アローディア』……その名前に聞き覚えはないか？」

「……！」

　エミリアは数日前、彼の書斎で発見した手紙のことを思い出した。

　その反応に手ごたえを感じたのか、階下のユリウスがにやりと笑う。

「どうやら、まったく身に覚えがない話ではないようだな」

「…………」

「赤の他人になったとはいえ、一度は婚約していた女だ。結婚祝いに、新しい男がどんな卑劣な奴かくらい、教えておいてやろうと思ってな」

　それだけ言うと満足したのか、ユリウスは「いくぞ」と部下たちに命じた。

　彼らがいなくなったあと、エミリアは急いで階段を駆け下りる。

「皆さんご無事ですか？」

「は、はい……」

「申し訳ありません。武器で脅されて、無理やり正門を突破されてしまい……」

「奥様こそ大丈夫ですか？　顔が真っ青ですが……」

「…………」

　口には出さないが、使用人たちもまた先ほどのユリウスの言葉に動揺していた。

　エミリアは唇を噛みしめると、ことさら明るく微笑む。

「私でしたら大丈夫です。それより皆さん、早く傷の手当てを」

　応接室の一つを開放し、メイドたちに交じって男性使用人たちの手当てを始める。

　懸命に働くエミリアだったが──その心には、黒いインクを一滴垂らしたかのような疑念が、煙のようにゆらりと広がっていくのだった。




　翌日。

　雪の中、砦の視察から戻ってきたディアークをエミリアは玄関で出迎えた。

「おかえりなさい、ディアーク」

「ただいま戻りました。俺がいない間、何もありませんでしたか？」

「……は、はい……」

　その後夕食を終え、二人はいったん各々の部屋に入る。

　寝支度を整えたあと、エミリアは不安そうに扉の方を振り返った。

（どうしましょう……いつもであれば、お部屋に行く時間ですが……）

　そこでふと、昨日のユリウスの言葉が脳裏をよぎる。

（人殺しだ、と言っていましたが……あれは本当なのでしょうか？）

　確かに「バルバラの戦い」で多大な戦功をあげたという点では、彼は紛れもなく人殺しに該当するだろう。しかしユリウスが口にしたのは明らかに女性の名前──あの手紙にも『姉』と書かれていた。

（もしかして、敵兵でもない一般の女性に手をかけた？　……まさか、ディアーク様がそんなことするはず──）

　だがここに来てからの優しいディアークは知っていても、それより前──『無冠の英雄』と呼ばれていた彼のことはほとんど知らない。

　かつて『冬至祭』で酔客たちが口にしていた噂のことも──

（……こうして一人で悩んでいても仕方ないわ。気になるのなら、ちゃんとディアーク様に聞いてみた方がいい……）

　こくりと息を呑んだエミリアは、廊下向かいにあるディアークの部屋を訪れた。

「ディアーク、あの、少しだけよろしいでしょうか？」

「もちろん。俺の方こそ、そろそろ貴方の部屋に行こうと思っていました」

　ベッドに座る彼の元に近づき、隣にそっと腰を下ろす。

　たった一日会えなかっただけだというのに、どうしようもなく愛おしい気持ちが込み上げてきて、エミリアはすぐにでも彼に抱きつきたくなった。

　しかし「これだけは確認しておかないと」と口を開く。

「あの、先ほどは何もなかったと言ったのですが……。実は貴方の留守中、ユリウスが突然この邸を訪れてきて……」

　その瞬間、ディアークは血相を変えてエミリアの両腕を摑んだ。

「け、怪我は!?　まさか、何か報復されたとか──」

「い、いえ!!　使用人の皆さんが守ってくださったので……」

「良かった……」

　はあーっと大きく息を吐き出すディアークの姿に、エミリアはつい嬉しくなる。

　だが勇気を出し、彼にユリウスとのやりとりを伝えた。

「ただその……ディアークのことを言われて……」

「俺の？」

「……貴方が、人殺しだと……。アローディアという女性のことも……」

　口にしながらエミリアは「それはユリウスの虚言だ」という返事を期待していた。

　しかし眼前のディアークは、今まで見たことがないほど青ざめている。

「それは……本当に？」

「ち、違いますよね？　人殺しというのはその、戦争のためで仕方なく……。アローディアという方のことだって、きっと──」

「…………」

「ディアーク……？」

　押し黙ってしまったディアークを前に、エミリアは思わず彼の手に触れた。その手は驚くほど冷たくなっており、わずかにがたがたと震えている。

　どうしよう。やはり聞いてはいけないことだったのか。

「す、すみません!!　こんな話、貴方の耳に入れる必要なんてなかったのに」

「…………」

「どうか忘れてください。そ、そろそろ眠りませんか？　遠方への視察で、お疲れだと思いますので……」

　だがエミリアが服の裾を摑んだところで、ディアークがその手を押しのけた。

「……ディアーク？」

「っ……すみません、その……」

　言葉に詰まるディアークに、エミリアはたまらず尋ねる。

「何か、あるのですか？」

「…………」

「良ければ、おっしゃっていただけませんか？　私、どんなことでも──」

「すみません、エミリア……」

　それは紛れもなく『拒絶』の言葉だった。呆然とするエミリアの手をほどくと、ディアークはベッドから立ち上がり、窓際へと移動する。

「今日はもう少し考え事をしたいので……部屋に戻っていただけませんか」

「ディアーク、それは……」

「すみません。……俺からは、何も……」

　そんな彼の姿に、エミリアはこれまで感じたことのない絶望感を味わっていた。自らの浅慮に嫌気がさし、涙腺から後悔の涙がじわりと滲み出る。

　しかし悲鳴をあげる心を押し隠すと、すぐに従順な婚約者の仮面をかぶった。

「分かりました……おやすみなさい」

「…………」

　結局最後までディアークの返事はなく、エミリアは一人自室へと戻る。ベッドに倒れ込むと、堪えていた涙が堰を切ったように溢れ出した。

（私……なんてひどいことを……）

　いくら真相を知りたかったとはいえ、悪意をわざわざ彼に伝える必要はなかった。

　単なるユリウスのでまかせだと、相手にしなければ良かったのに。

　しかしそれ以上にエミリアは──ディアークが何の弁明もしないことに、強いショックを受けていた。

（……どうして、何も言ってくださらないのでしょう。もしかして本当に──）

　愛する人が、突如まったく知らない誰かになってしまったような気がして──エミリアは再度、深い悲しみの涙を零すのだった。





　◆






　その日から、二人の間にわずかなぎこちなさが生じ始めた。

　食事の間や庭園での散歩中もどこか上辺だけの会話となり──ついには夜も、お互いの部屋で別々に眠るようになった。

　そんな日々が続いたある夜。

　エミリアは自室で一人、廊下に続く扉の方を見つめていた。

（ディアーク様……やっぱり何も言ってくださらないわ……）

　だが一度はっきり拒否されたことを、改めて問う勇気がエミリアにはなかった。

　しかしこのままでは、二人の関係は確実に崩壊してしまう──

（そんなのは……嫌）

　これまでずっと、誰かの言いなりになってきた人生だった。

　父親から勝手に結婚相手を決められ、その婚約者からはまるでおもちゃのように扱われ──挙句、公衆の面前で婚約破棄されるという屈辱まで受けた。

　それでもエミリアは文句ひとつ言わず、父親の命令でこの地にやってきたのだ。

（ここでさよならなんて、したくない……）

　自分の意思も願いも持たない、つまらない人間。

　そんなエミリアを、ディアークは優しく受け入れてくれた。

（だって私を救ってくれたのは、ディアーク様だもの……）

　南部生まれのエミリアが不便でないよう、素敵な毛皮や部屋を準備してくれた。

　毎日温かい食事を出してくれて、寂しくないかいつも気にかけてくれた。

　宝物を扱うように大切に、丁寧に──エミリアの気持ちが追いつくまで、ディアークはずっと待っていてくれた。

　なにより彼は──戦争で奪った命のことを、いまだ夢に見るほど後悔している。

　そんな彼が苦しんでいる姿を、このまま見過ごすわけにはいかない。

（私は──ディアーク様と、ちゃんと向き合いたい……！）

　エミリアは覚悟を決めると、まっすぐ廊下へと歩み出た。

　深く深呼吸をしたあと、慎重にディアークの部屋の扉をノックする。

「ディアーク、私です、エミリアです」

「…………」

「お願いです。少しでいいので、お話をする時間をいただけませんか？」

　返事はない。

　しかしエミリアは懸命に扉の向こうに呼びかけた。

「以前、失礼なことをお伝えして気を悪くされていたのなら、何度でも謝ります。ですからどうか……何があったのかだけでも、教えていただけないでしょうか」

「…………」

「例えどんな事実があったとしても、私は貴方のことを信じます。だからお願いです。私は貴方の口から、本当のことを聞きたいんです……!!」

　伝えたいことはすべて言った、とエミリアは応答を待つ。

　だがやはりディアークからの反応はなく、エミリアはその場でふうと俯いた。

（やはり、だめなのでしょうか──）

　諦めかけたエミリアは、消沈したまま扉の前からそっと離れようとする。

　すると固く閉じられていたはずの扉が、目の前でわずかに開いた。

「ディアーク……」

「すみません、遅くなって……。……良ければ、こちらに」

　久しぶりに入った彼の部屋は、明かりをつけていないせいで真っ暗な状態だった。

　ようやく蝋燭に火が灯り、ぼんやりとした光が二人の姿を照らし出す。

「……どうぞ」

　窓際に置かれたソファに座ると、その向かいにディアークも腰を下ろした。

　二人はしばし沈黙していたが、やがてディアークの方から切り出す。

「あの、すみませんでした。ここしばらく……」

「い、いえ……」

「色々考えてしまって……。でもそのせいで、貴方を不安にさせてしまいました。本当に……申し訳ありません」

「ディアーク……」

　日中は気づかなかったが、ディアークの目の下にはうっすらとクマが浮かんでいた。

　おそらくここ数日、まともに眠れていないのだろう。

「私の方こそ、先日は申し訳ありませんでした。何の根拠もないことを貴方に言ってしまうなんて……」

「…………」

「……でも本当は、貴方が『そんなことは事実無根だ』とすぐに否定してくれると信じていました。だけど私が思っていたものと、貴方の反応は違っていて──」

　エミリアの心臓がどくんと大きく音を立てる。

　これ以上言えば、嫌われてしまうかもしれない。

　でも──

「どんな真実であろうとも、私は──貴方のことを信じます。……『アローディア』という女性といったい何があったのですか？」

「…………」

　その言葉を聞いたディアークは、しばらく口を真一文字に引き結んでいた。

　やがて視線を床に落とすと、泣きそうな顔で呟く。

「本当なら、貴方にいちばん先に伝えるべきことでした……」

「ディアーク……」

「でも、怖かった……。こんなことを知れば貴方は間違いなく、俺の傍から離れていくと思ったから……」

　体の前で組んでいた彼の手が震えていることに気づき、エミリアは静かにソファから立ち上がった。ディアークの隣に腰を下ろすと、自身の手をそっと彼の手に重ねる。

「大丈夫です。私は絶対に、貴方の傍からいなくなったりしません」

「エミリア……」

「ここに来てから、私は毎日本当に幸せでした。それらは全部、ディアークの優しさのおかげだと知っています。そんな貴方が、理由もなく人を傷つけるはずがない」

「…………」

「教えてください、本当のことを……」

　沈黙を続けていたディアークは、やがてぽつりぽつりと言葉を紡ぎ始めた。

「……あれは『バルバラの戦い』でのことでした──」




　大陸の西部に位置するバルバラ地方。

　隣国からの侵攻に対抗すべく、国内の貴族たちは皆出兵を余儀なくされた。

　彼らは戦争中、戦線に近いとある田舎町に拠点を構えていたという。

「食料の補給や物資の調達などには、当時そこに住んでおられた領主ご夫妻が手を貸してくれました。彼らには二人の娘さんがいて、妹さんの方は戦禍を避けて地方へ逃げていたようですが、お姉さんはご両親と一緒に、戦いに赴く我々を労ってくれました。……彼女が『アローディア』です……」

「お姉様……」

　アローディアは若いながらもしっかり者で、とても明るい女性だった。連日の戦闘で傷つき疲れ果てた貴族たちは、彼女の笑顔にいつも癒されていたという。

「俺も何度か顔を合わせたので、彼女のことは知っています。ですがようやく戦いの終わりが見え始め、遠方の貴族たちが領地への帰還を許され始めた頃──彼女は突然、自ら命を絶ったのです」

「自ら……？」

「はい。彼女は子どもを身ごもっており、おそらくその相手は……滞留中だった貴族たちの誰かではないか、という話になりました」

　おそらくアローディアは、貴族の誰かと恋仲になり妊娠した。

　だが当の相手から別れを切り出されたかなにかで絶望し、お腹の子どもと共に己の未来をその手で閉じたのだろう。

「そんなことが……」

「当然、大切な娘さんを奪われたご夫妻はひどく悲しみ……彼女をこんな目を遭わせた相手は誰だ、と貴族たちを追及し始めました」

　もちろん名乗り出る者などいるはずもなく、犯人不在のまま泣き寝入りになるかと思われた。だが亡くなった彼女の部屋から『犯人の持ち物らしき遺留品が発見された』という証言があり──

「そこにあったのが、俺の、ブレスレットでした」

「ディアーク様の……？」

「すみません。以前失くしたと言ったのは、それのせいです……」

　ディアークは断固として関与を否定したが、彼の私物が他ならぬアローディアの部屋から見つかったとあって、潔白を証明するには至らなかった。

　結果ディアークは姦淫の罪を赦免してもらう代わりに、何の褒賞も与えられない──『無冠の英雄』に成り下がったのだという。

「でもディアークは、その方とは何の関係もなかったのですよね？　それならどうしてブレスレットが部屋に……」

「分かりません。戦っている間は、ブレスレットの有無まで気にしていないものですから……。ただいつの間にか手元から紛失していて、それが亡くなった彼女の部屋で見つかった。それだけは疑いようのない事実です」

　ディアークの組んだ両手に、ぐっと力が込められる。

「結局、何の真実も明らかにならないまま……俺は陛下から、ロードリック領に戻ることを許されました。ですが彼女のご両親と妹さんは、いまだ俺が当事者であると思っているらしく──何通か、手紙ももらいました」

（あの手紙は……妹さんからの……）

「今まで言えなくて、本当にすみませんでした。ですが亡くなった彼女アローディアの名誉にも関わることですし、なにより……こんな荒唐無稽な話、信じてもらえるはずがない──と思ったんです……」

「ディアーク……」

「……正直、俺の無実を証明するものは、何一つありません。嘘をついていると言われればそれまでです。だからもし貴方がこんな俺を軽蔑し、この婚約を破棄したいと願うのであれば、俺は……それを……」

　ついにディアークは言葉を詰まらせ、ぐっと苦しそうに息を呑み込んだ。

　それを見たエミリアはたまらず彼の体を抱きしめる。

「……エミリア？」

「軽蔑なんて、するはずがありません」

　しっかりとした彼の胸板に自身の顔を押し当てる。

　胸の奥底から湧き上がった涙が、エミリアの目頭からぽろぽろと零れた。

　悔しい。こんなに優しい人が。

（今まで、どんな気持ちだったのでしょうか……）

　国のために懸命に戦って。

　それなのに突然、無実の罪を着せられて。

　与えられるべき栄光を奪われ、親しくしていた人たちからも恨まれた。

　誰も庇う者などなく、たった一人で。

「ごめんなさい、私……そんなことがあったなんて、知らなくて……」

「……言わなかったのは俺の方です」

「それでも、こんな……こんな……」

　エミリアが再度泣き崩れたのに気づき、ディアークが優しくその背中を撫でる。

「……他の誰かから言われるより先に、貴方に話そうと思っていました。でも貴方に嫌われて、婚約を破談にすると言われるのが怖くて……ずっと、言い出せなかった」

「…………」

「本当に……すみません……」

　長い沈黙が室内に落ちる。

　やがて落ち着いたのか、エミリアはゆっくりと顔を上げた。

　目に残った涙を、瞬きで懸命に払う。眦と鼻の頭はすっかり赤くなっていた。

「ごめんなさい、私……取り乱してしまって」

「……いえ。俺の方こそ、聞いてくれてありがとうございました。なかなか、すぐには信じられない話だとは思いますが──」

　今なお複雑な顔つきのディアークを前に、エミリアはふるふると首を振る。

「いいえ、私、信じます」

「…………」

「ディアークの優しさは、私がいちばんよく知っています。そんな貴方が他の女性を傷つけたり、嘘をついて騙そうとしたりするなんて、私にはどうしても思えません」

「エミリア……」

「全部話してくださって、ありがとうございます……」

　泣きながら笑うエミリアを見て、ディアークは何度か目をしばたたかせた。

　だがすぐに表情を崩すと、万感の思いでエミリアを抱擁する。

「礼を言うのは俺の方です。本当に、本当に……ありがとうございます」

「ディアーク……」

　そうして二人は薄暗い部屋の中で、長い時間抱きあったのだった。





　◆






　翌日から二人は、少しずつ以前の距離感に戻りつつあった。

　とはいえ、やはりずっと打ち明けられなかったという後ろめたさもあるのか、一緒のベッドに入りはするものの、ディアークからそうした行為を求められることはない。

　そのことに一抹の寂しさを覚えたエミリアであったが、きっと彼の気持ちが落ち着けばまた愛し合うことも出来るだろう──と必死に我慢する。

　だが同時に、一つの疑問がずっと頭を離れなかった。

（でも、どうしてディアーク様のブレスレットが、その女性の部屋に落ちていたのでしょうか……？）

　ブレスレットを紛失した、というのは本人の記憶からも間違いない。

　戦いの最中、ふとしたことで千切れたり落としたりすることもあるだろう。

（その方がどこかで拾って保管していた？　でも聞いた話では、ブレスレットがあったのはベッドの下だった、とのことでしたし……）

　ディアークの話によると、ブレスレットは破損した状態でアローディアのベッドの下から発見された。そのため当時はディアークが彼女の部屋を訪れ、そうした夜を過ごした時にうっかり落としたのではないか──と噂されたらしい。

　もちろんディアークからは「そうした関係になったことも、その方の部屋に行ったことも一度としてありません！」と鬼気迫る表情で念を押された。

（ではブレスレットは、いったいどうやって彼女の部屋に……？）




　謎を抱えたまま一週間ほど経ったある日、それは突然訪れた。

　昼食を終え、自室で刺繍に励んでいたエミリアの耳に「儂の娘はどこだ!!」という男性の怒鳴り声が飛び込んできた。同じ部屋にいた侍女たちとさっと視線を交わしたあと、すぐに騒ぎの大元である玄関ホールへと向かう。

　階下を見ると、そこにはエミリアの父親が激昂した様子で立っていた。彼はエミリアの姿に気づいた途端、再び大きな声でがなりたてる。

「エミリア、そこにいたのか！　今すぐ下りてこい!!」

「お父様、どうされたのですか？　いきなり……」

　騒ぎを聞きつけ、一階の書斎で仕事をしていたディアークが姿を見せた。

「失礼、御父君ではありませんか。今日はいかがされましたか？」

「ええいうるさい、この詐欺師が！　貴様、よくも儂を騙してエミリアをもらい受けようとしていたな！」

「……？」

「お父様、落ち着いてください！　いったい何の話を──」

　すると父親は、顔を真っ赤にしてディアークを指差した。

「貴様は陛下から、姦淫の罪を咎められたことがあるそうだな！」

「……!!」

「しかもそれにより一人の女性が命を絶ったと……。その処分の結果が『無冠の英雄』だと聞いた。そんな不誠実な男だと知っていたら、初めからお前のところに嫁になどやらんかったわ!!」

「お父様、誤解です!!　ディアーク様は無実で──」

　エミリアは慌てて階段を下り、父親の暴走を止めようとする。

　だが怒りで我を忘れた父親はそのままエミリアの腕を乱暴に摑むと、無理やり外に連れ出そうとした。

「こんなところに置いてはおけん！　今すぐ家に戻るぞ！」

「い、嫌です！　ディアーク、助けて!!」

「エミリア……っ！」

　なんとか引き戻そうと、ディアークはエミリアの手をすぐさま摑む。

　しかしそんな彼に向かって父親が唾を飛ばして叫んだ。

「娘に触るな！　この人殺しが!!」

「……っ!!」

　ディアークは大きく目を見張り、繋いだ手を思わず離してしまう。

　その隙を突いて、父親はエミリアを一気に玄関の外へと連れ出した。

「お父様、話を聞いてください！　私は──」

「おい、いいから早く出せ！」

　待機していた馬車に無理やり引きずり込まれ、馭者の手で外からガチャンと閂をかけられる。急いで立ち上がり小窓を覗くと、くすんだガラスの向こうに絶望の表情を浮かべたディアークの姿があった。

「ディアーク！　ディアーク!!　ディアーク……っ!!」

　手が痛くなるまで扉を叩き、何度も彼の名前を呼ぶ。だが無情にも馬車は走り出し、あっという間に邸から離れていってしまった。

　床に座り込み、嗚咽を漏らすエミリアに向けて、父親が憤慨したように告げる。

「まったく、とんでもない男の元にやるところだった」

「お父様、誤解です！　ディアーク様は無実です！　何かの間違いで──」

「どんな間違いだろうと罪は罪だ。いくら先の戦いの功績で、陛下が恩赦を与えたとしても、またいつどんなところで糾弾されるか分からん。そんな時、姻戚の儂らにまで害が及んだらどうしてくれる!!」

「そんな……」

　あまりに一方的な言い分に、エミリアの心に怒りが宿った。

「それならば、どうして最初にこの婚姻を了承したのです!?　もとはと言えば、お父様がお命じになったこと。それをいきなり反故にするなど……貴族としてのプライドはないのですか!?」

「あ……あの時は知らなかったのだ！　先日、ユリウス様がわざわざお教えに来てくださらなければ──」

「……ユリウス？」

「あ、ああ、そうだ！　ユリウス様が、奴は戦争にかこつけて若い令嬢に手を出した、大変な不届き者だと儂に忠告してくださったのだよ！」

（ユリウス……私に言うだけでは飽き足らず、父にまで……）

　自分に嫌がらせをしてくるのはまだ分かる。

　しかしどうして父親にまで──とエミリアが訝しんでいると、向かいの座席に座っていた父親がふうと額の汗をハンカチで拭った。

「しかし正式な式を挙げる前で良かった。それに万一子でも出来ていたら、取り返しがつかなくなるところだったからな」

「……お父様は、これから私をどうなさるおつもりなのですか？　二度も婚約を破棄した女などと噂が立てば、もう誰も──」

「安心しろ。お前の譲り先はもう決まっている」

「……どういうことですか？」

「実はユリウス様がお越しくださったのには、もう一つ理由があってだな──お前をもう一度、我が元に迎えてやってもいい、とのお達しだ」

　それを聞いたエミリアは、すぐさま父親を睨みつけた。

「何を考えているのですか？　彼は一度、私との婚約を破棄しているのですよ!?　それにフィオナという新しい婚約者の方もおられて──」

「ああそうだ。だから、正妻としてではない」

「えっ……？」

「お前がユリウス様の『愛人』となるのであれば、多額の援助をしてくださると、そう約束してくださった。これでしばらくは我が家も安泰だろう」

「お父様……本気で言っておられるのですか……？」

「当たり前だ。家に戻ったらすぐに支度をする。ユリウス様が迎えに来られるまで、一歩も外には出さないからな」

「……！」

　エミリアはその時ようやく、ユリウスの立ち回りの真意に気づいた。

（もしかして、ディアーク様との婚姻を白紙に戻すため……？）

　脛に疵持つ男と知れば、父親はすぐにでもエミリアを取り返そうとするだろう。

　そしていよいよ行き場の無くなった彼女を、自分の手中に取り込む──

（絶対……そんなことには、させない……！）

　ユリウスの酷薄な笑みと、これまでに受けた屈辱的な日々を思い出したエミリアは、強く唇を噛みしめた。




　ディアークの邸を発ってから二日目の夜。

　道中の休みもままならないまま、エミリアは実家へと強引に連れ戻された。

　宣言通り、父親は彼女を二階にある狭い部屋に放り込む。

「ユリウス様の到着は明後日のご予定だ。それまで一切ここから出るな」

「お父様、考え直してください。ユリウスは──」

「ユリウス様、だ。まったく、田舎に行って言葉遣いまで忘れてしまったのか？　明日にはドレスを持ってこさせる。せいぜいユリウス様に気に入っていただけるよう、身だしなみを整えておくんだな」

　そう言うと父親はバタンと荒々しく部屋の扉を閉めた。

　すぐにガチャンと重たい金属の音がし、エミリアは慌てて駆け寄る。何度か揺さぶってみたが、やはり外からしっかりと施錠されていた。

（どうしましょう……このままでは……）

　室内には古びたベッドとテーブルがあるだけで、扉を壊せるような武器はない。

　壁には日焼けしたカーテンの掛かった窓があり、エミリアは慌ただしくそれを開けた。冷たい夜の風が一気に吹き込み、舞い上がったカーテンのかび臭さが鼻をつく。

（ここから飛び降りれば……）

　下には植え込みがあり、すぐに森へと繋がっていた。

　だが想像していた以上に高く、仮に着地出来たとしても無事である保証はない。

　運悪く足でも怪我してしまえば、その後の逃亡が一気に困難になるだろう。

（でも何とかしないと……このままじゃ、またユリウスのところに──）

　そこでエミリアはふと、風に揺れるカーテンに目を止めた。

　固定してある留め具を外すと、布地の端から少しずつ窓の外に垂らしていく。

（これをどこかに結んで、降りることが出来れば……）

　しかし長さが全然足りない。いくつかに裂いて両端同士を結ぶことが出来れば、ロープの代わりになりそうだと気づいたエミリアだったが、あいにくとても手で切れるような厚さではなかった。

（窓を割って破片をナイフ代わりにする？　いえ、割る時の音で気づかれたら終わりだわ……。でもハサミなんて、お父様がくださるはず……）

　何か他に刃物の代わりになるものがないか部屋中を捜してみたが、やはりそれらしきものは見当たらない。

　そこにコンコンとノックの音がして、エミリアは慌ててカーテンを隠した。

「は、はい！」

「えー食事をお持ちしましたー」

　現れたのは初めて見るメイドで、心底面倒くさいとばかりにテーブルに食事を置く。

　エミリアはすぐにメイドに話しかけた。

「あの、お願いがあるのですが」

「はあ？　何ですか」

「その、ハサミを貸していただけないでしょうか。その、ユリウス様にお会いするのに身だしなみを整えるように言われて、前髪を切りたいのですけども……」

「あー……ちょっと難しいですねえ。旦那様からは、お嬢様には食事だけ出しておけばいいとのご命令ですし、万一刃物なんて渡して何かあったら、わたしの責任問題になっちゃうんでー」

「か、髪を切るだけです！　危ないことには決して使いませんから」

「そうですねえ……」

　するとメイドは、ちらっとエミリアの手元に目を落とした。

「ま、わたしも仕事でやってるだけなんで、絶対ダメとは言いませんけど」

「本当ですか!?」

「ええ。でもほら、分かりますよね。こういう時、何が必要かとか」

「…………」

　メイドの視線は、エミリアの手首で輝くブレスレットに注がれていた。

　その意味をエミリアもすぐに理解する。

　しかし──

（これは……ディアーク様から貰った、大切なもので……）

　真っ白い雪の中、頬を赤くした彼から贈られた白いブレスレット。

　その時のことを思い出すだけで、鼻の奥がつんと痛む。

　だが同時に彼の言葉を思い出した。

『どうか「雪の女神レグラストラ」が、貴方をすべての災いから守ってくれますように──』

（ディアーク様……どうか、力を貸して……）

　エミリアは心を落ち着けるように小さく息を吐き出すと、手首を彩っていた革のブレスレットを外した。ぐっと力を込めると、真ん中についていた透明な宝石を取り外す。

　きらきらと光を弾くそれを、そっとメイドの手に落とした。

「これを差し上げます。ですから、どうか……」

「…………」

　渡された宝石を、メイドは興味深くじっくりと観察する。

　どうやらお気に召したのか、急ににこやかな笑みを浮かべると、宝石をいそいそとエプロンのポケットにしまった。

「ありがとうございまーす。でも目立っちゃうので、あんまり大きいものは持ってこれませんよー？」

「刃物なら何でもいいです。でも、出来るだけ早くお願いします」

「はいはーい」

　そう言うとメイドはうきうきとした足取りで部屋をあとにした。

　残されたエミリアは、宝石を失ってボロボロになったブレスレットを見つめる。

「ディアーク、ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　ロードリックの家紋が刻まれた留め具を握りしめながら、エミリアは人知れず涙を零すのだった。




　それからすぐに、メイドは小さなハサミを持ってきた。

　エミリアはそれを手に、急いでカーテンを断ち切っていく。

（ユリウスが来るのは二日後……それまでに脱出しないと……！）

　出来るだけ長さを確保しつつ本数を揃えていく。

　途中、強度に不安を覚えたため、三本の布地を交差させて一本のロープになるよう編み込み始めた。エミリアは何本か完成したそれらの両端を、さらに長い一つにするため結び合わせる。

　日付を跨いでからも延々とその作業を続けていると、いつしか窓の向こうからうっすらと陽光が差し込み始めた。

（もう朝……急がないと）

　食事を持ってきたメイドを適当に誤魔化しつつ、エミリアは一心不乱に脱出用のロープを作る。

　そして夕方、ようやくそれらしきものが完成した。

「出来た……あとはいつ脱出するかだけど……」

　脱走が発覚すれば、父親はすぐにでもエミリアを追いかけてくるだろう。

　出来るだけ時間を稼ぐためには、メイドが夕食を持ってきたあと──それも暗がりに紛れ込める夜中の時間帯が望ましい。

　そう考えたエミリアは、夕方メイドが持ってきた食事とドレスを受け取ったのち、日が落ちるのをじっと待った。

（以前の私からは、とても考えられないことをしているわ……。でももう、ユリウスの元に戻されるのだけは絶対に嫌……！）

　やがて太陽が完全に沈み、邸の周囲は真っ暗になった。

　エミリアは部屋の扉にロープの端を結びつけると、それを手繰りながら開けた窓の方に向かう。もう一方の端をそろそろと下ろしていくと、しばらくしてからぱた、と地面に触れる手ごたえがあった。

（長さは十分みたい。あとは私が下りるまで耐えてくれたら──）

　改めて窓の下を覗き込む。鬱蒼としたそこは、まるで地獄の闇が口を開けて待っているかのようで──エミリアは恐怖のあまりこくりと息を呑んだ。

　だがここで躊躇している時間はない。

（ディアーク様、どうか、お力をお貸しください──）

　祈るように両手を組んだあと、エミリアは靴裏を窓枠にかけた。乗り上げただけでロープが軋み、全身が不安でがたがたと震える。

　しかしエミリアはそのままゆっくりと下降を開始した。

　下から吹き上げる風は冷たく、摑んでいる手の感覚があっという間に無くなっていく。

（大丈夫、ゆっくり、確実に……）

　壁を伝い、少しずつ地上へ。

　いつしか窓枠は、頭の遥か上になっていた。

　一階の窓にカーテンが掛かってることを確認し、エミリアは手の力をそっと弱める。するするっと体が地上へ引っ張られ、あっけなく地面に足が着いた。

（お、降りられました……！）

　達成した喜びと高揚感とでエミリアはぱあっと顔をほころばせる。

　だが大切なのはこのあとだ、とすぐに気合を入れ直した。

（一刻も早くここから離れましょう。お父様の手が及ばない場所まで逃げられれば、きっと──）

　スカートの裾を持ち、エミリアは邸に背を向ける。

　すると森の方からがさりという物音がし、見知らぬ兵士がぬっと姿を現した。

「失礼、もしやエミリア様でしょうか？」

「あ、貴方は……」

「お迎えに上がった者です。良かった、入れ違いにならなくて」

（迎え……？）

　その言葉にエミリアは一瞬、ディアークの顔を思い出した。

　もしや連れ去られたエミリアを心配して、助けを寄こしてくれたのだろうか。

「そ、そうです！　でも今はここを離れた方が……」

「──ほう、いったいどこに行こうというんだ？」

（……！　この声は──）

　兵士の奥から聞こえた声に、エミリアは一瞬で青ざめた。

（──ユリウス!!）

　がさがさと茂みをかき分ける音と共に、ユリウスの姿が闇から滲み出てくる。

　エミリアはたまらず後ずさったが、背後には邸の壁が迫っていた。

「ユリウス、どうして……来るのは明日のはずじゃ……」

「万が一を考えて予定を早めたんだよ。おかげで、逃げ出した鼠一匹を取り逃さずに済んだようだな」

　こちらに近づいてきたかと思うと、ユリウスは拳を握りしめ、エミリアのこめかみを容赦なく横殴りする。

　エミリアはなすすべもなく地面に倒れ込み、げほっ、げほっと激しくむせた。

　そんなエミリアの傍にしゃがみ込むと、ユリウスは彼女の長い銀の髪を乱暴に引っ張り上げる。

「……っ！」

「お前が向かうのはオレの家だ。……安心しろ、以前のようにたっぷり可愛がってやるからな？　ははははっ！」

（ディアーク……様……）

　美しいユリウスの顔が、おぞましい悪魔のように歪んでいる。

　彼の嗤笑を全身で浴びながら、エミリアは今にも零れ出しそうな涙を、ただ必死に堪えるのだった。
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　目隠しをされたエミリアは、冷たい石の通路を裸足で歩かされていた。

　遠くに逃げ出せないように靴を脱がされ、ディアークからのブレスレットも取り上げられている。ドレスも部屋で着ていたもののままだ。

　ぎいっと金属の軋む音がし、後ろにいた兵士から背中を押される。ゆっくり数歩踏み出すと、すぐにガシャンと鍵のかかる音がした。

「取れ」

　ユリウスの命令に従い、付き添いの兵士がエミリアの目隠しを外す。

（ここは……？）

　連れて来られたのは地下にある隠し部屋のようだった。

　逃げ出すチャンスがないか、エミリアは注意深く周囲を見回す。

（ユリウスの邸にこんな場所があったなんて……。まるで牢屋ね……）

　入ってきた扉は鉄格子で出来ており、照明も一カ所だけ。粗末なテーブルと椅子が壁際にぽつんと置かれており、その反対側にはやたらと豪奢な寝台が置かれていた。

　その場違いさが意味しているものを、エミリアは敏感に感じ取る。

（これって……まさか……）

　やがて兵士の一人がしゃがみ込み、エミリアの足首に金属の輪を嵌めた。

　驚いたエミリアが慌てて足を上げると、輪に繋がっていた細い鎖がじゃりっと一緒に持ちあがる。鎖の反対側はベッドの足に結び付けられていた。

「あまり動かない方がいいぞ。傷が出来る」

「いったいどういうつもりですか。私は貴方の愛人にさせられるはずでは？」

「ああそうだ。お前の父親にはそう説明したが──まさか、普通の愛人になれるなんて思ってはいないよなあ？」

「……？」

　するとユリウスはエミリアの腕を摑み、そのまま乱暴に引きずった。ベッドの上に放り投げると、その体を跨いでどしっと馬乗りになる。

「お前はこれから毎晩、ここで俺に抱かれるんだ。いわば性奴隷だな」

「……っ!!」

「父親は既に買収済み、母親は腹違いの娘に興味なし、婚約者との契約は破棄された──お前の安否を気にする人間なんて、この世に一人もいないんだよ！」

「そんな、こと……」

「でも良かったなあ──オレがいてくれて」

　するとユリウスは、兵士が差し出したナイフを受け取った。エミリアの襟元をぞんざいに摑み上げるとにやっと浮薄に笑う。

「他にも何か隠し持っていないか、確かめておかないとな？」

　ナイフの切っ先が鎖骨に触れ、エミリアは思わず息を呑む。

　ゆっくりと肌に触れるか触れないかギリギリのところを刃先が滑っていき、ドレスの前身頃が切り裂かれる。下着と白い素肌が露になった。

「……っ！」

「ははっ、相変わらず体だけは最高だな」

　ぼろぼろになったドレスの端を握ると、スカート部分も乱暴に切り裂く。ずたずたになった布地を剥がされ、エミリアはコルセットと下着だけの姿にさせられた。

　恐怖で青ざめるその頬に、ユリウスがひたりとナイフの刃を当てる。

「お前だって、嫌いじゃなかっただろう？　またこのオレに奉仕出来ることを心から感謝するんだな」

「……でも貴方には、もう、新しい婚約者が……」

「ああ、フィオナか」

　それを聞いたユリウスは、途端に険しい表情になった。

「あいつは……確かに顔は完全にオレ好みなんだがな。だが神への誓いがどうとかで、いっこうに抱かれようとしない」

「…………」

「だが無理強いをして嫌われたら困るからな。フィオナが体を許してくれるまでは、お前で性欲を発散してやろうと思ったんだよ」

「……最低……」

　その瞬間、どす、とエミリアの耳元で風が吹いた。

　震えながら視線をずらすと、寝ていた枕をナイフが貫通している。

「まあ、嫌がる女を無理やり抱くのも、違った風情があっていいかもしれん」

「…………」

「だがあいにく、お前の迎えを先にしたせいで今日はこれから仕事がある。明日からを楽しみにしておくんだな」

　ナイフが引き抜かれ、兵士の一人に投げ戻された。

　ユリウスはそのまま供を引き連れ、さっさと地下牢を出て行ってしまう。エミリアはすぐさま扉に駆け寄って揺さぶってみたが、当然頑丈な錠がかけられていた。

（せっかく逃げられたと思ったのに……）

　おまけに南部とはいえこの季節。

　しかも下着とコルセットしか身に着けていないとあって、エミリアの全身は寒さとも絶望とも分からぬ震えに襲われた。

（私はこのまま……一生……ユリウスに……？）

　我慢し続けていた涙が、ついに限界を迎えて零れ落ちる。

「ディアーク……助けて、ディアーク……！」

　無機質な石の床に、まだらな濃淡が次々と生まれていく。

　エミリアはそれを見つめながら、ただ慟哭することしか出来なかった。





　◆






　いったいどれくらいの時間が経ったのだろうか。

　底冷えする寒さに耐えるため、毛布にくるまってベッドに座るエミリアの元に、食事が届けられた。

　すぐに出て行こうとする兵士を、エミリアは急いで呼び止める。

「すみません、今、何時くらいなのでしょうか」

「…………」

　だが兵士はちらりとエミリアを一瞥すると、何も言わずに鍵を閉めて立ち去った。

　再び静寂に包まれたその空間で、はあと小さくため息をつく。

（どうしましょう……外の様子がまったく分かりません……）

　ここが邸のどのあたりに位置しているのか。仮に扉の鍵を開けられたとして、その先はどう逃げればいいのか──それが分からなければ、脱走したところですぐに捕まってしまうだろう。

（でも急がないと、今日の夜には──）

　ユリウスの冷ややかな笑みを思い出し、エミリアは思わず両腕を撫でさする。

　いざという時に動けない、では意味がないので、先ほど兵士が持ってきた食事をありがたく頂戴することにした。

（食器は木で作られた脆いものばかり……やっぱり、相当警戒されているのね）

　食事を終え、改めて室内を物色する。

　だがやはり役に立ちそうなものはなく、エミリアは再びベッドに腰かけると、足元でとぐろを巻いている細い鎖を手に取った。

（いよいよの時は、これで抵抗するしか──）

　その時、通路の奥から人の足音が近づいてきた。先ほどの兵士が食器を下げに来たのだろうかとエミリアは静かに待ち構える。

　しかし現れたのは兵士ではなく──ユリウスの新しい婚約者である、フィオナの姿だった。

「フィオナ……さん？」

「…………」

　呆然とするエミリアをよそに、フィオナは扉に近づくとガチャンと開錠する。

　そのまま牢の中に入って来たのを見て、エミリアは急いでベッドの端へと逃げた。

「い、いったい、何の御用でしょうか？」

　怯えるエミリアを前に、フィオナは淡々と尋ねる。

「貴方、ユリウスにここまで連れて来られたの？」

「は、はい……」

　答えたあとで、エミリアは「悪手だったかもしれない」と続きに窮した。

　婚約者であるユリウスが、自分以外の女性を囲おうとしていると知れば、フィオナは当然激怒するだろう。

　実際彼女は、以前見た時とはまるで別人のように冷たい顔をしている。

「そう、ユリウスが……」

「あ、あの、ご覧の通り、私は無理やりに連れて来られただけで、あの方に未練や恋愛感情なんてこれっぽっちもございませんし、略奪するつもりも本当にゼロで、なんなら既に他に好きな方もおりますので、どうか安心していただけると──」

「…………」

（ど、どうしましょう……まさか、この場で殺され──）

　血まみれになった自身を想像し、エミリアはいよいよ死を覚悟する。

　だがフィオナはしばし黙考したのち、エミリアの前に何かをどさっと放り投げた。よく見るとどうやらこの邸のメイド達が着ている衣装と靴らしく、エミリアはそれを手にしたままぱちぱちと瞬く。

「……？」

「そのままじゃ逃げられないでしょ。早く着て」

「に、逃げる……？」

「あっちの避難路に抜ければ見張りはいない。あたしは戻って時間稼ぎをしないといけないから先に出て、出来るだけ遠くに行きなさい」

（フィオナさん……？）

　真剣な顔で矢継ぎ早に指示を出すフィオナの姿は、見た目の愛らしさとは裏腹に、非常に理知的で聡明な女性に見えた。

　かつてのイメージと正反対なそれに驚きつつも、エミリアは言われた通りメイドの衣装を身にまとう。その間フィオナはエミリアの足元にしゃがみ込み、拘束していた金属の輪を外してくれた。

「あ、あの、どうして……」

「いいから」

　早く行きなさいと急かされ、エミリアはお礼もそこそこに通路の反対側にある避難路の方に走り出す。

　フィオナの言う通り見張りはおらず、すぐに上に続く階段へと辿り着いた。

（ここを出れば──）

　滑らないよう慎重に、だが急いでよじ上る。

　木で出来た重たい扉を押し開けると、そこは邸の書庫に繋がっていた。

（こんなところに繋がっていたのね……）

　それなりの年数この邸に住んでいたはずだが、こんなものがあることすら知らなかった。エミリアは必死に這い出ると、近くにあった家具をずらし、今出てきたばかりの出入り口を塞ぐ。

（ですがどうして、フィオナさんは私を逃がしてくださったのでしょうか……）

　だがよく考えてみれば、婚約者が自分以外の女を慰み物にしているなど、彼女にとっては屈辱でしかないだろう。排除したいと思うのも当然だ。

（動機はなんであれ、とにかく助かりました……。あとはとにかく、この邸から出なければ──）

　そっと窓のカーテンをめくってみると、太陽がちょうど真上あたりにきていた。この邸の間取りも周辺の地理もまだ頭に入っている。

　エミリアは廊下に繋がる扉に身を寄せると、慎重に押し開いた。

（誰もいない……。この格好なら歩いていても、疑われる可能性は低いはず……）

　エミリアは心を落ち着けるように息を吐き出すと、静かに廊下に出る。俯きがちにしずしずと歩いていると、向かい側から数人のメイドが近づいてきた。

（ど、どうしましょう……）

　だが他に逃げ場もなく、エミリアは小さく会釈をしながらすれ違う。

　幸いエミリアの顔を知る者はいなかったらしく、メイドたちは何ごともなかったかのように離れて行った。

（良かった……。……ここにいた間、使用人たちとはまず顔を合わさなかったから、覚えられていないのも当然よね……）

　ユリウスの命令により、エミリアの身辺は最低限の人手で賄われていた。

　当時は複雑な心境だったが、今は逆にそれに助けられている。

（早く……厨房の方に回れば、きっと裏口が……）

　一階に下り、厨房に続く廊下を足早に歩く。

　しかしまもなく使用人棟に差しかかる──というところで、エミリアは慌てて進むのを止めた。見れば向かいから、ユリウスとその従者たちがこちらに向かって来る。

（どうしてユリウスがこんなところに!?　いつもなら大抵、部屋にいるのに……）

　自らの運の悪さを呪いつつ、エミリアはすぐに廊下の壁に背中を押しつけた。他のメイドたち同様深く頭を下げ、息を殺して彼が通り過ぎるのを待つ。

（お願い、気づかないで──）

「…………」

　幸か不幸か、ユリウスは邸の使用人など家具程度にしか考えていない人間だった。

　そのため彼らがどれだけお辞儀をし、彼のために道を譲っていたとしても、それぞれの顔を一瞥すらしない。

　おかげでエミリアのことにもまったく気づかず、彼はさっさと眼前を通り過ぎた。

　エミリアは激しく拍打つ心臓を抑えながら、薄く息を吐き出す。

（良かっ──）

　だがほっとして顔を上げた瞬間、向かいにいたメイドと目が合った。

　その瞬間、エミリアの背中にぞわっとした恐怖が走る。

（あの方は──）

　それはエミリアが邸にいた間、毎回食事を運んできた年嵩のメイドだった。

　お願い、見逃して、というエミリアの切願も虚しく、彼女は大きく目を見開いたあと、ユリウスに聞こえるように大声で叫ぶ。

「旦那様、あの女が！」

「──っ!!」

　彼の背後にいた従者たちが振り返るのと同時に、エミリアは急いで駆け出した。厨房に続く道には人が溜まっていたため、仕方なく二階へ続く階段を駆け上る。

（見つかってしまった……！）

　階下から複数人の足音が聞こえ、エミリアは必死になって二階の廊下を走った。そのまま近くの部屋に飛び込むと、急いで中から鍵をかける。

（玄関はきっと塞がれてしまった……多分、他の出入り口も……）

　なんとか脱出出来る手段はないか、ぐるりと周囲を見回す。

　そこは偶然にも、今まで立ち入ることを許されなかったユリウスの部屋だった。

（初めて……入りました）

　艶々と黒光りする執務机や立派なソファ、壁には長剣や槍などが堂々と飾られている。エミリアは武器の一つを外そうと試みたが、どれもしっかりと固定されており、とても持ち出せそうになかった。

（窓はあるけどここは二階……何かロープのようなものがあれば──）

　武器を諦め、扉を隔てた隣室へと移動する。

　こちらはどうやらユリウスの衣装部屋らしく、礼装、シャツ、ネクタイ──と、どれも金に物を言わせた高級品ばかりが取り揃えられていた。

　エミリアはそれらの中から、ロープの代わりになりそうなものを探す。

　その中でふと、ボロボロのコートに目が留まった。

（このコート、どこかで見覚えが……。それに他の服に比べて随分と……）

　違和感を覚えたエミリアは、そのコートをしらみつぶしに調べる。

　やがて内ポケットに硬い感触があることに気づき、恐る恐るそれを取り出した。その正体を目にしたエミリアは、かつてないほど目を丸くする。

（これって……まさか……！）

　だがその瞬間、鍵をかけていたはずの隣室の扉がけたたましい音を立てて開いた。

　エミリアは「はっ」と顔を上げると、コートを抱えたまま窓の方に逃げる。しかし間を空けずして、ユリウスとその従者たちがこちらの部屋に乗り込んできた。

「待て、エミリアっ!!」

「──っ！」

　急いで窓の鍵を開け、外に続く広いバルコニーへと避難する。

　ちらりと下を見るがやはり地上までは相当な高さがあり、エミリアは手すりに背中を押しつけた状態で身動きが取れなくなった。

　一方対峙するユリウスは、獲物を追い詰めた狩人のように笑う。

「いったいどうやって外に出た？　見張りを篭絡でもしたか」

「…………」

「まあいい。こっちに来い。今ならまだ許してやる」

「──お断りします。私はもう、貴方の言いなりにはなりません！」

　はっきりとしたエミリアの拒絶に、ユリウスは「チッ」と舌打ちした。

「……やはり寂れた地方の辺境伯などにくれてやるのではなかったな……生意気になりやがって……。まあいい。その性根から叩き直して、もう二度とオレに逆らえなくしてやるよ！」

　従者から長剣を受け取ると、ユリウスは一歩、また一歩とこちらに近づいてくる。

　エミリアはたまらず手すりにすがるが、もうこれ以上逃げ場はない。

（あとはもう……ここから飛び下りるしか──）

　そんなエミリアの耳に突然──世界で最も愛おしい声が聞こえてきた。

「エミリア!!」

（──ディアーク!?）

　エミリアはすぐさま振り返る。

　すると今いるバルコニーのすぐ下に、ロードリック領で引き離されたはずのディアークの姿があった。何故ここに。どうやって。

（私……ついに幻を見ているの……？）

　だがディアークは両腕を広げたまま、大声でエミリアに向かって叫んだ。

「そこから飛び降りろ！　俺が受け止める!!」

「ディアーク……」

「おい、何をしてる!!　さっさと下に行って侵入者を捕らえろ！　……本気にしない方がいいぞエミリア。万一失敗すれば命に係わる」

「……っ」

　エミリアはぐっと唇を噛みしめる。

　そんな彼女の姿を見て、ユリウスが勝ち誇ったように冷笑した。

「そうだ。それでいい。しょせんお前は、そうやってオレの言うことを聞くことしか出来ない、ただの人形なん──」

　しかしユリウスの言葉が終わるよりも先に、エミリアは手すりを飛び越えた。

　長いスカートがふわりと舞い上がり、白銀の長い髪が美しくたなびく。

　頭の中は真っ白だったが、エミリアの目は彼の姿をはっきりと捉えていた。

「ディアーク!!」

「──っ!!」

　直後、恐ろしいほどの重力に引きずられ、エミリアは勢いよく地上へと落下する。だが真下にいたディアークが受け止めたため、どさっという音と強い衝撃のみで収まった。

「エミリア、大丈夫ですか!?　怪我は──」

「だ、大丈夫です、ディアークこそ、どうしてここに……」

「それは──」

　しかしディアークは説明の手を止めると、すぐさまエミリアを下ろし、自身の背後に庇い立てた。

　次の瞬間、二人の頭上から長剣の切っ先が降ってくる。

「──はっ！」

　短い一喝と共に、ディアークは腰に佩いていた剣を抜いた。

　ギャン、という金属同士のこすれ合う嫌な音を立てたあと、空から落ちてきた剣はくるくると回転し、近くの地面へどすっと突き刺さる。

　やがて頭上のバルコニーから、ユリウスがひょいと顔をのぞかせた。

「これはこれは、田舎者が我が家に何の用だ？」

「俺の妻を迎えに来ました」

「……ふん」

　ユリウスが苛立ったように片眉を上げ、そのまま姿を消す。時を同じくして庭先に下りてきたユリウスの従者たちが、一斉にディアークに剣を向けた。

「エミリア、俺の傍を離れないでください」

「は、はい！」

　向かってくる従者たちを、ディアークは目にも止まらぬ鮮やかさで次々と昏倒させていく。その強さはあまりに圧倒的で、エミリアは『無冠の英雄』という彼の呼び名を改めて思い出していた。

（すごい……）

　遅れてユリウスも戦いに加わったが、ディアークの一撃一撃を受け止めるのがやっとのようだ。

　だが彼は笑いながら、競り合いの最中にディアークを煽った。

「こんな女一人に、何を必死になっている？　あの『無冠の英雄』が」

「……っ」

「今度はその女を殺すのか？　この人殺しが！」

「──黙れ!!」

　ディアークが大きく振り上げた剣を、ユリウスが鍔の根元で受け止める。

　焦燥する彼の様子に気づいたエミリアは、こくりと息を呑み込んだ。

（真実を明らかにするなら、今しかない！）

　エミリアは衣装部屋から持ち出したコートを大きく持ち上げた。

「ディアークは、人殺しではありません！」

「──!?」

　突然の大声に、戦っていた二人は一瞬動きを止める。

　さらにエミリアは手のひらに隠し持っていた金属片を掲げた。

「このコートは、ユリウスが『バルバラの戦い』に出兵する際に仕立て、戦地で身につけていたものです。そしてこの内ポケットからこのような──ブレスレットの留め具が出てきました」

　陽光の下で改めて確認する。

　経年の劣化でたくさんの傷がついた留め具。

　そこには以前エミリアが貰ったものと同じ──ロードリック家の獅子の紋章がはっきりと彫り込まれていた。

「おそらく、このブレスレットの本体はディアークが戦争中に紛失し、そして──件の女性の部屋から犯人の遺留品として発見されたものです。そんな重要なものの一部がどうして、貴方のコートから出てくるのですか？」

　エミリアからの予期せぬ追及に、ユリウスが珍しく顔色を悪くする。

「……っ、オレは何も知らん！　偶然どこかで転がり込んだだけだろうが!!」

「外側ならまだしも、内ポケットにたまたま入るものでしょうか？」

「……あ、ああ！　記憶違いだ。たしかそれは拾ったんだ、後から返すつもりで──」

「それでしたら、描かれている紋章からすぐに持ち主を特定出来たはずです。でも貴方はこのコートごと、長らく衣装部屋に放置していた。もしかしたら……貴方自身も今この時まで、こんな部品が残っていたことに気づいていなかったのではありませんか？」

「……っ！」

　明らかに動揺している。

　エミリアは恐ろしいことだと理解しつつも、一つの仮説を打ち出した。

「もしかして……アローディアと関係していたのは、貴方だったのですか？」

「…………」

「答えなさい、ユリウス！」

　エミリアの告発に、その場はしんとした静寂に包まれた。

　だがしばらくして、ユリウスが「はっ」と鼻で笑う。

「あの女……最後まで、余計なことを……」

「……認めるんですか？」

「ああ。だがもう時効だろう？」

「そんなはず──」

　その瞬間、背後から隠れて近づいていた従者の一人がエミリアを羽交い絞めにした。

　証拠品であるブレスレットの留め具を奪い取ると、そのままエミリアの首にナイフを押しつける。

「──っ!?」

「エミリア!?」

「形勢逆転だな、田舎者」

　エミリアを人質に取られ、ディアークは一瞬動くのを躊躇してしまう。

　その隙を突いて、ユリウスは力いっぱい剣を振りかざした。

　かろうじて受け止めたものの、ディアークは反撃しようとしない。

「安心しろ。お前のことは『婚約破棄に納得出来ず、自暴自棄になった惨めな男』として、オレが粛清したことにしてやるよ」

「……っ！」

「そのあとは、あの部品を処分して──真実はすべて闇の中、だ」

「ディアーク！　いいから逃げて！」

　エミリアが必死に叫ぶが、ディアークはやはり攻撃の手を止めたまま。

　ユリウスはぞくぞくとした愉悦を顔に浮かべたまま、剣をまっすぐに持ち上げた。

「いい光景だ。お前はここで──死ね！」

「ディアーク!!」

　ひゅっと、剣身が振り下ろされる。

　だがその寸前で、凛とした女性の声がその場に響き渡った。

「ユリウス、何をしているの？」

「──っ、フィオナか」

（……！）

　庭先での騒ぎに気づいたのか、現・婚約者であるフィオナがようやく姿を見せた。

　ユリウスは慌てて剣を下ろし、違うんだとばかりに首を振る。

「すまない、フィオナ。ちょっと面倒な奴に言いがかりをつけられてね」

「言いがかり？」

「ああ、だから君は一旦邸に戻って──」

　しかしフィオナはユリウスの言葉を無視すると、ディアークが弾き、そのまま地面に突き刺さっていた長剣の元にすたすたと歩み寄った。

　両手で軽く引き抜くと、くるりとユリウスに向き直る。

「言いがかりだなんて。……やっと確証が得られたのに」

「……フィオナ？」

　するとフィオナは、まるでダンスを始めるかのように優雅に距離を詰め──そのままユリウスの腹に、手にした長剣をどすりと突き刺した。

　突然のことにユリウスは大きく瞠目する。

「フィ……オナ……？」

「やっぱり貴方が──お姉ちゃんを殺した犯人だったのね」

「姉……だと……？　どういう……意味、で……」

　ユリウスはその場にくずおれ、従者たちが「ユリウス様！」と一斉に駆け寄った。

　エミリアを捕らえていた男もすぐに手を離し、代わりにディアークがその体を受け止める。

「エミリア!!　大丈夫ですか!?」

「は、はい……。ですがいったい、何が……」

　目の前ではフィオナが従者たちの手で取り押さえられており、血まみれのユリウスを取り囲んでの大騒ぎになっていた。

　やがて二人に向けて、フィオナがにこっと微笑む。

「ありがとう、エミリアさん。貴方のおかげでようやく復讐出来たわ」

「復、讐……？」

「ええ。私の姉──アローディアを殺した真犯人をね」

　あはははっと可愛らしい笑いを浮かべながら、フィオナはそのまま従者に連行されていった。いつの間にかユリウスも邸へ運び込まれたらしく、庭にはエミリアとディアークだけが残される。

「とりあえず……終わった、のでしょうか……」

「は、はい……おそらく……」

　口にした途端、一気に緊張が解け、エミリアはへなへなとその場に座り込んだ。

「エ、エミリア!?　やはりどこか怪我を──」

「い、いえ……ちょっと、ほっとしてしまって……。それより、どうしてここに？」

「その……婚約破棄をどうしても撤回していただきたくて……。御父君を何とかして説得しようと、あれから急いで追いかけたんです」

　聞けばエミリアが連れ去られてすぐに、ディアークは単騎で出立したのだという。

　だがようやく彼女の実家に着いたところで、今度はユリウスに誘拐されたエミリアと行き違ってしまった。

「状況を聞く限り、ユリウス卿が関与している可能性が高いと判断しました。だから急いでここを突き止めて、もう正面突破するしかないと思っていたところに、上から貴方の声がして──本当に、夢でも見ているのかと思いました」

「そう、だったんですね……」

「はい。……遅くなってしまい、本当に申し訳ありません。俺があの時、何があっても貴方の手を離さずにいれば、こんなことには……」

　隣に膝をつき、ディアークはしょんぼりと肩を落とす。

　そんな彼を見たエミリアは、小さく微笑むと彼の背中に両腕を回した。

「とんでもないです。助けに来てくれて本当に……ありがとうございます」

「エミリア……」

「私、もう二度と、貴方のところに……帰れないのかと、思って……」

　これまでに遭遇した、様々な最悪の事態を思い出す。

　脱走、監禁──再燃した恐怖で視界が潤み、エミリアはたまらず瞼を閉じた。

　するとディアークが、そんなエミリアの体をしっかりと抱き寄せる。

「……大丈夫です。貴方が離れたいと願わない限り、俺はいつまでも傍にいます」

「ディアーク……」

「貴方が無事で、本当に、良かった……」

　どくん、どくんというディアークの心音が、すぐ耳元で聞こえる。

　その温かさを全身で感じながら、エミリアは幸せそうに目を細めるのだった。







終章 婚礼の夜、花婿の仕事は一つだけ








　ロードリック領の雪が解け始めた頃。

　街でいちばん大きな聖堂の前に、多くの領民たちが集まっていた。

　やがてその場所に、白薔薇で飾り立てられた四頭立ての馬車が到着する。

「見て、ついにいらしたわよ」

「いよいよね……！」

　馭者の手を借りて下りてきたのは、婚礼衣装をまとった美しい花嫁。

　白銀の髪を丁寧に結い上げ、頭上にはたくさんのダイヤモンドをあしらったティアラが飾られていた。

　白絹布を用いた優美なドレスは、彼女の動きに合わせてつやつやと真珠のような輝きを見せており、スカートの後ろ裾にあたるトレーンには銀糸で雪の結晶をいくつも縫い取ったレースが重ねられている。

　肩には白キツネのファーを羽織っており、その胸元にはロードリック家のシンボルともいえる獅子が、銀細工の留め具となって輝いていた。

「エミリア様ーっ！」

「奥方様……なんてお美しい……」

「まるで本当に『雪の女神レグラストラ』が、この世界に現れたかのようだわ……」

　民たちの称賛の声を全身に浴びながら、エミリアは聖堂に続く階段をゆっくりと上っていく。段上には可愛らしいピンクの衣装をまとった二人の女性が立っており、エミリアの到着と共に扉を押し開けた。

　聖堂の中には立派なステンドグラスがいくつも飾られており、足元から正面に向けて深紅の絨毯がまっすぐに敷かれていた。

「──エミリア」

　名前を呼ばれ、そっと顔を上げる。

　祭壇の前には礼装姿のディアークの姿。シャツとベスト、ジャケットはすべて白で統一され、片方の肩から深い青色のマントを下げている。襟元を彩るラペルピンにはこちらも家紋である獅子の意匠が刻まれていた。

　着飾ったディアークはまさに目が醒めるような美丈夫で、エミリアは大切な儀式の途中だと知りつつも、つい顔をほころばせてしまう。

　そのまましずしずと足を進め、ようやく彼の隣に立った。

　やがて奥から現れた祭司が、朗々と誓いの言葉を読み上げる。

『──我がロードリックを守りし「雪の女神レグラストラ」の名において、互いが互いの半身であることを認め、その心を慈しみ、やがて白き大地に還りしその時まで──共に生き、共に愛しあうことを誓いますか？』

「はい、誓います」

「誓います」

『その声は祈りとなり、汝らの心と世界を守る。さあ、互いの祈りをそれぞれの胸に収めますよう──』

　ディアークがこちらを向いたのに合わせて、エミリアもまた顔を上げた。

　嬉しそうな彼の瞳には、こちらも幸せそうな笑みを浮かべたエミリアが映り込んでおり──二人はどちらともなく微笑みあう。

　こうして二人は神の前で、長い口づけを交わしたのだった。




　挙式を終え、ディアークの親族を招いた食事会を終えたあと、エミリアはようやく自分の部屋へと戻ってきた。

　婚礼衣装を着たまま、嬉しそうに鏡の前でくるりと一回転する。

（本当に素敵なドレス……）

　もう少し着ていたいと思いつつも、エミリアは着替えを手伝ってくれる侍女たちの到着を待つ。だがそこに、こちらもまだ礼装姿のディアークが訪れた。

「エミリア、今大丈夫ですか？」

「はい。ディアーク、今日はお疲れさまでした」

「エミリアこそ、父さんがずっと話していて大変だったでしょう？」

「いえ。小さい頃の話をたくさん聞かせていただけて、とても楽しかったです」

「父さん……いったい何をしゃべったんだ……」

　ディアークの両親は彼が成人したのと同時に家督を譲り、今は北にある小さな村で夫婦二人だけの隠居生活を送っている。今日は息子の晴れ舞台とあって、わざわざ街まで駆けつけてくれたのだ。

「お父様と仲が良いのですね」

「そうですね、それなりには。……本当は、貴方のご両親もお招き出来ると良かったのですが……」

「気にしないでください。……そもそも私が望んだことですから」

　ディアークの一族が一堂に会したのに対し、エミリア側の親族は父親をはじめ誰一人として参加していなかった。というのも先の一件以降、もうこれ以上父親の暴挙に振り回されたくない──と考えたエミリアが絶縁状にも近い手紙を送っていたからだ。

　当然父親は納得がいかず、一度はこちらの邸に乗り込んできたこともある。だがディアークが毅然と対応し、今度は無事追い返すことに成功した。

「きっと亡くなったお母様だけは……天国から見てくださったと思います」

「……ええ。そうですね」

　ディアークが微笑み、優しくエミリアを抱きしめる。

　その温かい腕の中で、エミリアはあの激動の日々のことを思い出すのだった。





　◆






　ユリウスがフィオナに刺された──という衝撃的な事件のあと、エミリアとディアークはしばらく近くの街に滞在していた。

　後日合流したディアークの部下たちの調査によると、どうやらユリウスはかろうじて一命をとりとめたらしい。だが腰の一部を激しく損傷したため、以前のように歩いたり、動いたりすることは難しくなるとのことだった。回復し次第、アローディアとの関連を調査する運びとなるらしい。

　一方フィオナは王都にある司法機関へと連行された。

　傷害の動機はあの場で話していた通り、『姉の復讐』であったという。

「アローディアは妹のフィオナに宛てて、定期的に手紙を送っていたそうです。そこで、付き合っている人がいるという話を聞いていたと」

　証言に立ち会ったディアークの話では、アローディアは「相手の方から秘密にして欲しいと言われているから」という理由で、妹のフィオナにも交際している男性の名前を教えてくれなかったそうだ。

　だが『金の髪と緑の瞳が素敵な人』という特徴だけは聞かされていたらしく、文字だけでも分かる姉の幸せそうな様子に、フィオナも陰ながら応援していたらしい。

「ですが突然、姉が自殺したと聞かされ──絶対にそんなはずはないと、本当のことを突き止めるべく、一人で調べ回っていたそうです」

　両親からは『ディアーク』という辺境伯が犯人だと教えられた。フィオナはすぐに彼を糾弾する手紙を送り、その罪を贖わせようとロードリック領を訪れたのだという。

　しかし彼の外見は、見間違いようもない漆黒の髪と目。

　そして返ってきた手紙が、とても姉を死に追いやった人間とは思えないほど慈しみに溢れていたことから──フィオナは『この人は犯人ではないのでは？』という疑惑に辿り着いたそうだ。

「ですがご両親に訴えても『もうこれ以上事を荒立てないで欲しい』の一点張りだったらしく……。そこで彼女は、バルバラの戦いに出兵していた貴族たちを一人一人調べ上げ、金髪と緑の目を持つ男をしらみつぶしに当たったそうです。そこでユリウスと出会った──」

　ユリウスはフィオナをいたく気に入り、結婚して欲しいとまで言い出した。

　見た目だけは姉の手紙と合致していたものの確信が持てなかったフィオナは、彼をより詳しく探るべくとりあえずその話を呑んだ。

　その時、彼に既に婚約者がいたとはまったく知らなかったらしい。

「……貴方に謝って欲しい、と言っていました。ユリウスに取り入るためとはいえ、婚約破棄の場でなんのフォローもしてあげられなかった。そのせいで、人前であんなにつらい思いをさせてしまったと……」

「…………」

　それを聞いたエミリアはふるふると首を振る。

　だってそのおかげで、ディアークと出会えたのだから。

「そのあと彼の邸に住むようになった彼女は、姉と交際していたという証拠を探していたそうです。ですがなかなかこれといったものが見つからず……打つ手を無くしていたところ、貴方が地下に運び込まれたのに気づいたと」

「それで隙を見て、助けに来てくださった……というわけですね」

　はい、とディアークが頷く。

「本当に彼女には感謝しかありません。それに……アローディアにも」

「アローディアさんに？」

「はい。もしかしたらあの留め具は、彼女が自分を殺した犯人を明らかにするために、わざと彼の内ポケットに入れたのではないか、という話が出てまして」

「自分を……殺した？　でもアローディアさんは自ら命を絶ったと……」

「ええ。それ自体、少し変わってくるのかもしれません」

　フィオナの証言によると、アローディアは妊娠をとても喜んでいたそうだ。

　だが相手の男性との身分が違いすぎるため、結婚は諦め、一人で産んで育てると手紙に書いてあったと。

「そもそもブレスレット──拾ったのか盗んだのかは定かではありませんが、ユリウスが身に着けていたところを、貴族の一人が見ていたそうです。ただその時は俺の物だとは知らず、事件とも無関係だと思っていたらしくて」

「それがアローディアさんの部屋から発見された……。会いに行った時、うっかり落としてしまったのでしょうか？　でも元々はディアークのものだと分かっていたから、貴方に罪を着せるべく、特に回収しなかった……」

「普通に考えればそうですね。ただそうすると、少し違和感があるんです」

「……？」

　もしもユリウスがディアークに濡れ衣を着せるために残したのであれば、ブレスレットは完全な状態で放置しておけばいい。

　しかし実際は破損し、留め具の一部がユリウスのコートに紛れ込んでいた。

「おそらくですが……ブレスレットを壊したのは、アローディアだったのではないかと考えています」

「アローディアさんが？」

「はい。部屋に来たユリウスとなんらかの言い争いになり、咄嗟に彼の手首にあったブレスレットを引きちぎってしまった。その大部分はベッドの下に落ちたものの、アローディアは手の中に残った留め具を、彼のポケットにそっと忍ばせた──」

「……！」

　侯爵家──しかも婚約者もいるユリウスに隠し子となれば一大醜聞スキャンダルだ。下手をすればアローディアは、堕胎を迫られた可能性もある。

　二人の話し合いは決裂し、ユリウスは力ずくで彼女を黙らせようとした。

　それに抵抗したアローディアは必死に彼のブレスレットを摑み──という光景を想像したところで、エミリアは思わず目を閉じる。

「……もちろん、あくまでも状況証拠だけの仮説です。ですがユリウスは今後しばらく厳しい取り調べにかけられるでしょう」

　重くなった空気を晴らすように、ディアークが「そういえば」と話題を変えた。

「実はこの件が王宮にも伝えられまして、俺の叙勲をやり直したいと」

「ディアークの、ですか？」

「はい。事情を知った陛下が、再度検討すると約束してくださいました」

　その言葉に、エミリアはぱあっと顔を輝かせる。

「本当ですか!?」

「今さら勲章が必要とも思わなかったんですが……将来貴方の伴侶になるのに、いただけるものはいただいておこうと思いまして」

　そう言ってはにかむディアークは心底嬉しそうで──エミリアもまた満面の笑みを浮かべながら、力いっぱい彼に抱きつく。

　こうして「バルバラの戦い」に始まった一連の悲劇は、終わりを迎えたのだった。





　◆






　ことのすべてを思い返したエミリアは、ディアークの腕の中で改めてほっと息を吐き出した。結婚式の夜──という幸せな時間に意識を戻したところで、彼がゆっくりと体を離す。

「そうだ。これを渡しておこうと思って」

「これは……？」

　ディアークから差し出されたのは、見覚えのある白いブレスレットだった。ただし今回は透明ではなく、エミリアの瞳と同じ青い宝石が飾られている。

「以前お贈りしたものも、一応ユリウスから取り返したんですが……随分とボロボロになっていましたし、嫌な思い出になっているといけないので、また一から新しく作ってもらったんです」

「す、すみません!!　実はその、ブレスレットの宝石を人にあげてしまって……」

「構いません。何かそうすることが必要な事情があったんでしょう？　それで貴方が助かったのであれば、俺が贈った意味としては十分です」

「ディアーク……」

　エミリアの手首に、するりと白い革が巻かれる。

　それを見ていたエミリアは、何かを思い出したように「はっ」と目を見開いた。

「そ、そうです！　実は私も──」

「？」

　首を傾げるディアークを残し、エミリアは自身の鏡台へと向かう。

　戻ってきたその手には、黒い革のブレスレットが収まっていた。

　留め具にはロードリック家の紋章。宝石は彼の瞳にそっくりな漆黒だ。

「これは……」

「いつかお渡ししようと、ずっと準備していたんです。でも色々あって、なかなか機会がなくて──」

　恥ずかしそうに俯くエミリアの前で、ディアークはぱちぱちと瞬きを繰り返す。

　だがじわじわと顔を赤らめると、自身の口元を手で覆い隠した。

「ありがとうございます……すみません、俺のために」

「い、いえ！　ではその、手を……」

　おずおずとディアークが腕を伸ばし、エミリアはその手首にブレスレットを結ぶ。黒色のブレスレットは、まるで元々そこにあったかのように彼の肌に馴染んだ。

　存在を確かめるように何度か触れると、ディアークは幸せそうに破顔する。

「なんだか、交換みたいになってしまいましたね」

「はい。でも……嬉しいです」

　エミリアが微笑んだのを見て、ディアークはそっと一歩を踏み出した。

　二人の顔が自然と近づき、やがてゆっくりと唇が重なる。

「ん……」

　甘い沈黙の時間のあと、ディアークはようやく顔を離した。

　すると次の瞬間、エミリアを横向きに抱き上げる。

「ディ、ディアーク!?」

「すみません、もう、我慢が出来なくて」

　そのまますたすたとベッドに向かうのを見て、エミリアは思わず彼の肩を摑んだ。

「ま、待ってください！　私まだ婚礼衣装を着たままで、きっともうすぐ侍女の方が来ると思うので──」

「来ませんよ？」

「えっ？」

「この地方では『花嫁の婚礼衣装は夫が脱がすもの』と決まっているんです。ですからどれだけ待っても、着替えを手伝う侍女は来ません」

「えええっ!?」

　初めて教えられた風習の違いに、エミリアは一気に赤面する。

　その間にディアークはエミリアをベッドに下ろし、そのままぎしっと乗り上げた。

「そうだ。先に一つ聞いておきたかったんですが」

「な、なんでしょう!?」

「子どもは、いつ出来ても大丈夫ですか？」

　まさかの質問に、エミリアは一瞬答えに窮する。

「そ、それは、その……もちろん、私も……欲しい、ですし……」

「……良かった」

　吐息交じりにそう呟くと、ディアークは着ていた礼装をいきなり脱ぎ始めた。

　エミリアが恥ずかしがって目をそらしているうちに、白い上着がどさっとベッドの脇に落ちる。ネクタイの結び目を緩ませながら、ディアークは静かに目を細めた。

「では今日から──中出し解禁ですね」

「……えっ？」

　しゅるり、と襟からネクタイが抜かれ、ディアークは白いシャツの前を寛げる。

　露になった立派な胸板と腹筋にどきどきしていると、彼の唇がエミリアの頬に下りてきた。ちゅ、ちゅっと場所を変えながら何度も優しく口づけられる。

「ん……エミリア……」

「ま、待ってディアーク、私……」

　熱い唇に首筋までなぞられ、エミリアはたまらず体を捩る。

　するとディアークの手が背中に回り、後ろで結ばれていた紐をいとも簡単にほどいた。頑丈なコルセットが浮き上がり、あっという間に下着ごと取り払われる。

　その勢いのまま、白い双丘がふるんとまろびでた。

「ディ、ディアーク、あの──あっ！」

　小さな乳首を狙って、赤い彼の舌が下りてくる。

　柔らかい状態だったそこをちょん、ちょんと不規則に舌先で突くと、それはみるみる立ち上がり、敏感にエミリアを昂らせた。

　その反応を見たディアークが意地悪く笑う。

「すぐ硬くなりましたね」

「い、言わないでください……！」

　ディアークはれろ、れろと乳輪全体を舐め回したあと、ようやく乳首をちゅうっと唇に挟んだ。まるで乳を求める子どものように吸い付いたかと思うと、もう一方の乳首に手を伸ばす。

　親指と人差し指で挟むようにこりこりと捏ねられ、エミリアはそのたびにびくっと太ももをすり合わせた。

（っ……胸を触られているだけなのに……！）

　結婚式が近づくにつれ、エミリアの体調を考慮し、二人はしばらく体を重ねない夜を過ごしていた。

　だがその式も今日で終わり。我慢する必要はどこにもない。

　おまけに中で出す許可も得られた──ということで、ディアークも少々歯止めが利かなくなってるのだろう。

（久しぶりだから……私も、感じやすくなってるのかも──）

　じゅう、じゅぱっという淫靡な水音がエミリアの耳をくすぐり、硬く立ち上がった乳頭の左右それぞれに、種類の違う刺激が断続的に与えられる。

　一方は舌でいやらしく幾度も舐められ、吸われ、かと思えばもう一方を硬い指の腹で軽く押し潰され──エミリアがたまらず体をくねらせると、ディアークはやっと胸から顔を離した。

「下、舐めますね」

「！　ま、待って……」

　あっさりと宣言したディアークは体をベッドの下側に移動させると、優しくエミリアの両足を開く。内ももの付け根にそれぞれ手を置くと、慣れた様子で顔を陰唇へと近づけた。

　挨拶するように唇の先で何度かちょん、ちょんとひだをつついたあと、舌の腹全体を使って割れ目をれろろっと舐め上げる。その後も上から下にと舌が往復するのに、エミリアは困ったように口にした。

「ディ、ディアーク！　そこはそんなに、しなくても……」

「俺がしたいんです。……貴方の匂いがして、興奮するから」

　大きく開かされた足の間から、わずかにディアークの顔が見える。

　彼はとろんと心酔したような視線をこちらに向けたあと、エミリアに見せつけるように長い舌を伸ばした。

「～～っ！」

　真っ赤な舌が丹念に、執拗にそこを這う。

　そうして十分に入り口を濡らされたかと思うと、ついに親指で秘裂をこじ開けられ、にゅるりと太い舌が内側に入り込んできた。

「っあ……ディアー、ク……っ……」

　とちゅ、とちゅと内壁を舌先で叩かれたかと思うと、ひだの裏をなぞるように分厚い舌が蠢く。回数を重ねるごとに巧みになっていく舌技にエミリアが感じ入っていると、さらに彼の指がにちゅと蜜壺に押し込まれた。

　舌と指、またも二重の刺激がエミリアのナカをほぐしていく。

「あっ！　やだっ、それ、ん……っ！」

「っ……ふぅっ……」

「ん、んっ……」

　やがてエミリアは股の間にある黒髪を摑んだまま、びくびくっと絶頂を迎えた。

　それに気づいたディアークが、ふふっと足の間で笑う。

「イクのが早くなってきましたね」

「だ、だってディアークが、上手すぎるから……」

「……そういうこと、簡単に言わないでもらっていいですかね」

　え、と思い恐る恐る上体を起こすと、彼の足の間には、既に大きく屹立した男根が存在を主張していた。腕や体の肌色に比べて一段色が黒く、竿の側面には枝分かれした太い血管が浮かんでいる。

　尿道口からは、既に透明な液体がまあるく滲み出ており──まるでそれ自体が意志を持つかのように、ぴく、ぴくと小さく震えていた。

「そ、それ……」

「すみません、本当はもう少し、貴方を愛でる時間が欲しかったんですが……」

　若干申し訳なさそうに告白するディアークを見て、エミリアもつられて真っ赤になる。だがすぐに、自身のふくらはぎをすりっと彼の脇腹に押し当てた。

「私だったら、大丈夫です……」

「エミリア……」

「私もその……早く入れて、欲しいので……」

　ごくり、とディアークの喉仏が押し下げられる。

　大きな手がエミリアの両腰に添えられたかと思うと、角度をつけるように持ち上げられた。太ももの下にディアークの硬い腿が挟まる。

「──失礼します」

　屹立したそれを手で支えることもなく、ディアークは亀頭をエミリアの入り口に押し当てた。十分すぎる硬さがあるのか、腰を進めていくだけでにゅる、にゅるっとエミリアのナカに呑み込まれていく。

「っ……んっ……」

「くっ……」

　彼の大きさは、どうしても最初のうちは慣れない。

　エミリアは必死に呼吸を繰り返し、ゆっくりと彼の挿入を受け止める。ディアークもまた可能な限り痛みを与えないよう苦慮しているのか、ことさら時間をかけてじっくりと性器を押し込んだ。

　やがて二人の距離はゼロになり、ぴったりと結合部が重なり合う。

「ディ、ディアーク……」

「エミリア……」

　どちらともなく口づけ、舌と吐息を交わし合う。

　腰をくねらすように揺らすと、すでに潤んでいたそこからくちゅ、くちゅと愛液の混ざる音が響いた。それを聞いたディアークは少し強引に腰を擦りつけてくる。

「っ……！」

　ぐりっ、ぐりっと最奥を確かめるようにえぐられ、少しずつ外に引き抜かれた。

　するとナカが名残を惜しむようにきゅうきゅうと彼の怒張を求め、いまだ埋まっている部分を逃がしまいと懸命に吸い付く。

　きゅううう、と膣全体が彼の立派な男根を余すところなく絞り上げ、ディアークはその快感を全身で味わいながら、じっくりじっくりと腰を引いた。

　亀頭が抜けてしまうぎりぎりのところでとどまると、ふーっと息を吐き出し、狭くなったその場所に再度ずぬぬぬっと容赦なく突き入れる。

「んっ！　あっ、やだっ、ディアっ、深いっ……！」

「っ……イイっ……」

　自身の質量を分からせるかのような出し入れに、エミリアはたまらずのけぞった。

　だがディアークは構わず、奥歯を噛みしめながら張りつめた剛直をぐぐっと押し込む。すべてナカに埋めたまま何度か揺さぶったかと思うと、エミリアの腰に置いていた手を太もも側にずらし、自身の体の両脇にぐっと両腕で抱え込んだ。

「ちょっと、強く、しますっ……！」

「えっ!?　ちょっ、あっ、あ、ああっ……!!」

　するとディアークはベッドに膝立ちになり、大きく腰を振り始めた。

　エミリアの下半身は高く持ち上げられ、彼の男根に何度もまっすぐ貫かれる。

「ディ、あっ、やだっ、んっ、あっ……！」

「っ……ふっ……っ……!!」

「あっ、あっ、あっ……っ！」

　激しいピストンの連続に、エミリアの目の前が真っ白になる。

　体の奥にじわじわと溜まっていた官能がお腹の奥に一気に集まり、そのまま全身に向かってぱんっと弾けた。

　びくびくっという甘い痺れとなって肌の上を走る。

「……っ！」

　くたっと弛緩するエミリアの一方、彼女のオーガズムを内側の感触で察したディアークは、自らも上り詰めるように一心不乱に彼女を突き上げた。

　柔らかい膣肉を凶悪な男根がばちゅ、ばちゅ、ばちゅと激しく犯す。

「あ、あっ、やだ、やだっ、あ、ああっ、あーっ……!!」

「っ、エミリアっ……！」

　温かい何かが突然、ぶわわっとエミリアの奥に注がれた。

　それはじわじわと体のナカに浸透してき、エミリアは達したばかりのうっすらとした意識の中で、初めての喜びを感じる。

（これがディアーク様の……子種……）

　無意識にきゅうっと下腹が締まる。

　すると体の奥には今なお変わらない大きさのペニスが刺さっており、エミリアの締め付けに対してぴくりと反応した。

「エミリア……大丈夫ですか？」

「は、はい……」

「そうですか……」

　良かった、と安堵するディアークの様子に、エミリアは思わずきゅんとしてしまう。そのまま中に収まっている彼の分身を「んっ」と甘く締め付けた。

　予期せぬ刺激に驚いたのか、ディアークが目を丸くする。

「エ、エミリア？」

「あ、いえ、その……まだ、満足されていないのかと思って……」

「──っ、それは、その……」

　ディアークはいたたまれない様子で目をそらしていたが、やがて「はあーっ」と大きくため息をついたかと思うと、頬を赤くしたまま素直に口にした。

「すみません、実はまだ……」

「私でしたら大丈夫ですから、その、もう少し、しませんか……？」

　可愛らしく小首を傾げるエミリアを見て、ディアークはしばし「うう……」と苦悶の表情を浮かべていた。だが本能には勝てなかったのか、太ももを担いでいた手を再びエミリアの腰に戻す。

「……すみません、初夜ということで、大目に見てください」

「ふふ、はい」

　そう言うとディアークは、もう一度ゆっくりと腰を動かし始めた。

　先ほど出した精液が逆流し、とろっとエミリアの割れ目から流れ落ちる。

「……っ……一度出したせいか、また違った感触になりますね」

「は、はい……」

「……ぬるぬるしていて、気持ちいい……」

　最後の呟きは、うっかり漏れてしまったもののようだった。

　ディアークの言う通り、二人分の体液が混じったそこは、初めて味わう気持ちよさに満ちていた。とはいえ熱く張り詰めたディアークの男根の威力はすさまじく、すぐにぎちゅ、ぎっちゅ、と肉の擦れるいやらしい音を立て始める。

（あっ……すごい……こんな……っ！）

　もう何回も達しているはずなのに、エミリアの下腹部にはまた次の高みを目指したいという欲求が宿りはじめる。

　こちらもより強い刺激を求めてか、ディアークは一旦体を起こすと、エミリアの足首を摑んだ。そのままぐいっと高く持ち上げられたかと思うと、そのまま膝を曲げるようにして彼の両肩に担がれてしまう。

　結合部が上向きに晒される体勢になり、エミリアは待ったをかけようとした。

「ディ、ディアーク！　さすがにこの体勢は──あっ！」

　彼は再度膝立ちになると、ぐぐっと上体を寄せてエミリアの体に乗り上げた。そしてその高さから、どすん、ばすんと上下にぺニスを突き入れる。

「やだっ、あっ！　んっ、あっ、あっ──」

「っ……エミリアっ……」

　彼の体に押し潰されるたび、剛直がこれまでにないほどの深さまで突き刺さった。ちかちかっと目の前に星が瞬き、彼に全力で支配されていると実感する。

（だめっ……こんなに激しくされたら──）

　ディアークはそのあとも容赦なく腰を打ち付けてきて、その度にエミリアの足先はぶらぶらとたよりなく揺れた。はちきれそうな睾丸が結合部のすぐ下に当たり、べちん、べちんと肉がぶつかる音を立てる。

「エミリア、エミリア、エミリア……っ!!」

「ディア……っ……！」

　苦しいと気持ちいいの境が曖昧になり、エミリアは再び高く昇りつめ始めた。

　今回は特に感じ入る時間が長く、はっ、はっと小さな舌を出しながら、全身に溢れる快感を逃そうと、懸命に体の奥を収縮させる。

　するとそれに誘われるように、ディアークもラストスパートをかけた。

「や、だめ、イって……」

「好きです……エミリア……っ……」

「あ、あっ、あっ、あーーっ!!」

　昂ぶる欲情を抑えきれないのか、ディアークは荒々しく下半身を突き動かす。

　エミリアの名前を幾度となく呼びながら、自身がこれまで隠し持っていた暴力的なまでの劣情を、極太のペニスで彼女のナカに何度も何度も叩き込んだ。

　どちゅ、どちゅ、どちゅ、どちゅ！　と彼の肉棒が性器を穿ついやらしい音と、そこから与えられる圧倒的な快感を全身で受け止めたエミリアは、つい先ほど達したばかりだというのに、またも自身の限界が来ていることを察する。

（だめ……また……イっちゃう──）

　やがてエミリアが「んっ…」と鼻から甘く息を吐き出したのと同時に、ディアークがぐっと自身の股間を押し込んだ。ずぬ、と結合部の隙間が一気にゼロになる。

「っ……出るっ……!!」

　宣言通り、達したエミリアの胎内にどぴゅぴゅっと白濁が流れ込んだ。

　二回目だというのに、ぶぴゅ、ぶひゅとしばらく小刻みに震えながら長く吐精する。

「ふうっ、……はあっ……はあ……」

「………っ」

「っ……だめだ、良すぎる……」

　ぐったりしているエミリアの足をようやくベッドに下ろし、ディアークはぐぽっと音をさせながら己を引き抜いた。元のサイズに戻った先端からは濃い残滓がとろりと垂れており、エミリアの陰唇から透明な糸を繋ぐ。

「……っ」

　花唇から溢れ出した精液が、エミリアの尻の下にあるシーツを色濃く染めていく。

　その淫靡な光景にこくりと唾を飲み込んだあと、ディアークは「すみません」と言いながら、汗で張りついた自身の前髪を掻き上げた。

「エミリア、大丈夫ですか？」

「は、はい……」

「すみません、ちょっと加減できなくなって……」

　普段から控えめで、遠慮がちなディアークには珍しい言葉に、エミリアはついきゅんと心を高鳴らせる。毛布で胸元を隠しながらゆっくりと体を起こすと、彼に向かって恥ずかしそうに微笑んだ。

「大丈夫です。その……気持ち良かったですから」

「あ、ありがとう、ございます……」

　汗と体液による肉感的な熱気でいっぱいだったベッドが、一瞬で和やかな雰囲気に変わり、エミリアはほっと胸を撫で下ろす。

　だがあれだけ何度も達したあとだというのに──自身の奥が、今なお強い刺激を求めていることに気づいてしまった。

（どうしましょう、私……）

　もじもじと太ももをすり合わせ、じっとディアークに視線を送る。

　うん？　とこちらを見てくる彼を前に、エミリアはたまらず提案した。

「あ、あの、ディアーク……」

「はい。なんですか？」

「その……今度は、私からしてもいいでしょうか……？」

　突然の提案に、ディアークははじめ状況を理解出来ていないようだった。

　だがすぐに言葉の意味を察すると、みるみる顔を赤くする。

「えっと、その……貴方からというのは……」

「す、すみません！　やっぱり、お嫌でしたよね!?」

　エミリアは「聞かなかったことに！」と首を振ると、急いで毛布で顔を隠そうとした。だが一瞬早くディアークに阻止されてしまい、紅潮した顔を間近で見られる。

「い、嫌ではないです!!　ただその、無理にさせるようなことは、したくなくて……」

「む、無理なんかじゃ、ないです……。ただディアークにもっと、気持ちよくなって欲しくて──」

　何より自分が求めている、と告白することはさすがにためらわれ、エミリアはそのまま彼の返事を待った。

　ディアークは頬を赤くしたまま、しばらく「うう……」と悩んでいたが──やがてエミリアの唇に静かにキスを落とす。

「嬉しいです。そんなに、思ってもらえるだけで」

「ディアーク……」

「でもいいのかな、貴方は俺の『雪の女神レグラストラ』のはずなのに……」

　ためらいがちに笑うディアークを見て、エミリアは今度は自分から唇を押し当てた。

　おずおずと顔を離すと、驚きに目を見張る彼が目の前におり、思わず微笑む。

「私は『雪の女神レグラストラ』じゃありません。貴方の──妻です」

「エミリア……」

　もう一度口づけすると、今度はディアークが両腕を回してくる。二人はお互いのすべてを貪るように深く舌を絡ませあうと、それぞれゆっくりと俯いた。

　やがてエミリアが緊張した様子で切り出す。

「で、では、失礼いたします……」

「は、はい……」

　緊張するディアークと正対したエミリアは、そろそろと彼の胸に手を伸ばした。

　そこでふと、ここに来て初めての夜のことを思い出す。

（そういえばあの夜も、こうしてディアーク様に……）

　あの時は、とにかく彼に嫌われないようにしなければと必死だった。

　だからユリウスから求められたことをそのまますれば、きっと彼も喜んでくれると思っていたのだ。

（でもディアーク様は、そんな私に気づいて……止めてくださった）

　思えばあの時から──彼のことを好きになっていたのかもしれない。

「ディアーク……愛しています」

　ちゅ、と小さな唇で彼の乳首にキスをする。

　ふにふにと柔らかかったとそこは、すぐに硬く立ち上がった。

「俺もです、エミリア……」

「ふふ……」

　ディアークの手がエミリアの髪に伸び、子猫を可愛がるように優しく撫でられる。その大きな手の心地よさを味わいながら、エミリアはなおも口で乳首を愛撫した。

　彼が自分にしてくれるように、舌の広い部分で乳輪全体を舐める。ぷっくりと主張する先端を口に咥えると、ちゅうちゅうと懸命に吸い上げた。もう一方の乳首にも手を伸ばすと、白い指の腹でこりこりと何度も往復する。

「っ……」

　ちらりと視線を上げると、真っ赤になって喘ぎ声を堪えているディアークの様子が目に映った。彼が感じていることを嬉しく思ったエミリアは、そのまま胡坐をかいている彼の上に乗り上げる。

「ディアーク……」

　自身の胸の片方に手を添えると、お互いの乳首が触れ合う位置にまで持ち上げる。

　すっかり硬くなったそこ同士をこすり合わせていると、足の下にあったディアークの一物がむくむくと鎌首をもたげ始めた。

　気づいたエミリアは彼の膝の上から降り、おもむろにその屹立に手を添える。

「エ、エミリア!?　それは──」

「やりたいんです……ダメですか？」

「……っ!!　だ、だめという、わけでは……」

　懊悩するように眉根を寄せるディアークを見て、エミリアの中にちょっとしたいたずら心が湧いてきた。

　心なしかしょんぼりしてしまった彼のペニスの裏筋をすりすりと撫で、先端のくぼみに指を乗せる。すぐさま奥の方に硬い芯が感じられるようになり、エミリアは嬉しそうに亀頭の先を愛撫した。

「や、やっぱりだめです、貴方の手を汚してしまう……」

「大丈夫です。リラックスして──」

　親指の腹で円を描くようにこすっていると、やがてぬちぬちとした先走りが滲み出てくる。それを性器全体に塗り広げるように手を動かしていると、いつしか竿の部分が大きく膨れ上がっており、エミリアは小さな両手をその周囲に回した。

「気持ちいいですか？　ディアーク……」

「はっ、はい……とてもっ……」

「良かった……」

　両手で竿全体を強くしごいていると、男根はさらに硬度と角度を増していく。

　ユリウスのとは比較にならない立派なそれを前に、エミリアは思わずこくりと生唾を呑み込んだ。

（ディアーク様の……すごい……）

　うっとりとした目つきのまま、エミリアはそうっと上体を屈める。

　顔の横に落ちてきた銀髪を耳にかけると、彼の前に跪拝するかのような体勢をとり、てらてらと光る丸い先っぽにちゅうっとキスをした。

　たまらずディアークが制止する。

「エ、エミリア!?　さすがにそれはダメです、それは──」

「ディアークは私のを舐めるのに、私はダメなんですか？」

「あっ、貴方のは綺麗ですが、俺のは、その……」

「ディアークのだって綺麗です。安心して──」

　そう言うとエミリアは、口を大きく縦に開けて亀頭を丸々口に含んだ。

　頭上で「うっ」と息を呑むディアークの声がする。

（やっぱり……大きい……）

　陰毛から立ち上る雄の匂いと、吐き出された精液の名残。

　かつてであれば吐き気を覚えていたものだったが、ディアークのものだと思うとすべて愛おしく感じられる。じゅっ、じゅぱっと音を立てながら吸い上げると、彼がぶるりと身もだえた。

「っ……エミリアっ……」

　このような局面での作法が分からないのか、ディアークは自身の両手をエミリアの頭に優しく置いていた。それがまるでよしよしと頭を撫でられているかのようで、エミリアはいっそう口淫に熱を込める。

　全体を口に含むのは無理だと判断し、まずは亀頭を舌全体で余すところなく舐ることにした。カウパーを垂れ流している尿道口を、尖らせた舌先で強くなぞる。

「っ……!!　はあっ……あっ、……うっ……」

（ディアーク様……可愛い……）

　真っ赤になって射精を堪える彼がいじらしく、エミリアは亀頭から口を離すと、今度は段差のあるカリ首に舌を添わせた。ぴくぴくと震えるそこをじらすように舐め、裏にある溝まで丹念にしゃぶりつくす。

　それが終わると今度は竿に移動し、手で支えながら全体をゆっくり舐めていく。

　時折ちゅ、ちゅっと熱く口づけたり、唇だけで甘く食んだりしていると、ついに亀頭が下腹部につくのではないかと思うほど鋭く勃起した。

（これが……私のナカに……）

　目にハートを浮かべたエミリアは、彼の立派な睾丸の下にそうっと片手を差し入れると、そのままゆるゆると撫でる。既にぱんぱんだったそれらがびくっと震え、赤黒い先っぽから白く濁った液体がじわっと溢れ出た。

　エミリアがぽかんとしていると、ディアークが申し訳なさそうに呟く。

「すみません、少し、出てしまいました……」

　恥ずかしそうに頬を染め、すぐに拭こうとする彼の手を押しとどめると、エミリアは再びその先端を口に含んだ。ちゅう、ちゅうと奥に残ったそれを吸い出すと、ディアークがまたも「うっ」と綺麗な顔を歪める。

「だめですっ、エミリア、あっ、うっ……！」

（私も、なんだか興奮して……）

　エミリアは自らの疼きを逃すように太ももをこすり合わせたあと、ようやく彼の亀頭から口を離した。仕上げとばかりに彼の男根を両手で摑むと、今まででいちばん激しく前後にしごき上げる。

　まさかの強い刺激に、ディアークはたまらず奥歯を噛みしめた。

「だっ、だめですエミリア！　そんなことされたら、本当に──」

「大丈夫です。出してください……」

　ディアークが必死に抗おうとするのが可愛らしく、エミリアは夢中になって彼の赤黒い肉棒を綺麗な手で追い詰める。やがてディアークが「あっ」と息を吐き出したかと思うと、どぴゅ、と白い液体が勢いよく射出された。

　それを見たディアークは、慌ててエミリアの手を取る。

「すっ、すみません！　かかりましたよね!?」

「平気です。大体さっきまで、いっぱいナカに注がれたのに……」

「うっ……そう言われると……」

　複雑そうに顔をしかめるディアークの様子に、エミリアはまたも嬉しそうに笑う。

　軽く自身の口を拭うと、彼の首にゆっくりと両腕を回した。

「あの、もう一つ、してみたいことがあるんですが……」

「してみたいこと？」

　そう言うとエミリアは、えいっと彼に体重をかけた。

　普段なら絶対にありえないのだが、油断していたディアークはバランスを崩し、そのまま二人はぼすんとベッドに倒れ込む。

「上に乗って、シてみたくて……」

「～～っ!?」

　これまでも幾度となく体を重ねてきたが、後背位と騎乗位だけは絶対にしてくれなかった。当然ディアークは動揺し、「だめです！」と真っ赤になって首を振る。

「そ、そういうのは、ちょっと」

「女性が積極的なのは、お嫌いですか？」

「～～っ！　貴方からされて嫌なことなんて、あるはずないでしょう!!」

　やけくそになったディアークは、もう好きにしてくれと言わんばかりに、改めてエミリアを自身の体の上に抱き直した。エミリアは「ありがとうございます」と微笑むと、上体を折り曲げて、再度彼の乳首に舌を這わす。

「っ……あっ……！」

（ディアーク様……）

　彼の体を跨いでいると、お尻の割れ目のあたりに彼の怒張をはっきりと感じ取った。

　先ほどの射精などさもなかったかのように、既にギンギンの臨戦態勢となっている。エミリアはそこにわざとお尻を押し当てながら、乳首への愛撫を続けた。

　やがてディアークが苦しそうに、エミリアに告白する。

「すみません、エミリア……こんなことを言うのも、どうかと思うのですが……」

「はい」

「その、貴方のお尻がさっきから、俺のに当たって、ちょっと、我慢が……」

「お尻？」

　すぐに腰を浮かせ、くいっとペニスをひっかけるようにする。

　大きく膨れ上がったそれはびよんと揺れ、エミリアの秘裂をすりっと掠めた。それだけでぞくぞくとした官能が二人を襲う。

「っ……！　そ、そうです……ですからあまり、動かないでいただけると」

「でも、これ……入れたく、ないですか？」

「──っ!?」

　エミリアは腰を持ち上げたまま、雄々しく立ち上がった肉棒の先端を、ゆっくり何度も往復した。そのたびに亀頭と割れ目がぺちょ、ぬちょと擦れ合い、エミリアはそれだけで少し達しそうになる。

　ディアークの方もそれは同様で、ついに恥も外聞もないとばかりに口を開けた。

「入れ……たいです」

「ディアーク……」

「お願いします、入れさせてください……貴方の中に、入りたい……」

（……っ!!）

　懇願にも似たその言葉に、エミリアはぞぞぞと背筋に快感を走らせる。

　彼女自身も知らなかったことだが──ユリウスとの悪夢のような日々によって、彼女は男を歓ばせるために必要な最上級の性技を、余すところなく教え込まれていた。

　そして元来彼女は──セックスに非常に積極的な性格であったのだ。

　ユリウス相手にはそれを披露する気にもなれなかったエミリアだったが、ディアークという本当に愛おしいと思える相手を見つけたことで、今まで溜め込んでいた性欲が爆発してしまったのである。

（ディアーク……）

　赤面状態で慈悲を乞う彼の姿を見て、エミリアは楽しそうに笑った。

「じゃあ……入れてあげます」

　ようやく体を起こし、エミリアはベッドに膝立ちになる。

　分厚い彼の体ではそれだけでも高さがやっとで、エミリアは立ち上がっている彼の怒張を指先でそっと支えた。

　そのままゆっくりと、いやらしく腰をくねらせながら下ろしていく。

「んっ……あっ……」

「っ……あっ……ふっ……！」

（おっ……きぃ……！）

　自ら咥え込むとその存在感はひとしおで、エミリアははあっ、はあっと息を繰り返しながら緩慢にそれを呑み込む。ディアークの方を見ると、彼は気持ちよさと情けなさをない交ぜにいたような顔のまま、必死に射精を耐えていた。

「んっ……ディアーク……」

「っ……あっ……！」

　途端に嗜虐心が湧き起こり、エミリアはようやく押し込んだそれを一旦ぐぐっと引き抜いた。肉棒はまだここにいたいと張りつめているが、柔らかい膣壁はそれを無視してずるるっと離れていってしまう。

「エミリア……待って……」

　ディアークが掠れた声で願うと、もう一度竿全体がきつく締め上げられる。

　だが絶頂を追い求めている途中で、エミリアがまたすぐに腰を浮かしてしまい──まったく予測できない刺激の波に限界がきたのか、ついにディアークは自身の腰をゆらゆらと揺らし始めた。

「エミリア、許してください、俺……もう……！」

「ふふ、あと少しだけ頑張ってください」

「……っ!!」

　何度か全体を収めたことで慣れたのか、エミリアは出し入れの速度を徐々に速めていく。

　たん、たんと小さなお尻の肉が彼の股間に当たり、どうしようもなく張り詰めたままの剛直が、ぞり、ぞりとエミリアの内壁を擦り上げた。

　まるでディアークの性器を使って、自慰をしているかのようだ。

（どうしましょう、私……こんなはしたないこと……でも……）

　気持ちいい、とエミリアは夢中になって腰を振る。

　その間、ディアークは何度もエミリアの腰に手を置きたがったが、彼女はそれを許さなかった。

「だめです。今は私が、気持ちよくして差し上げる番ですから」

「エ、エミリア……うっ、あっ……はあっ……！」

　彼の胸に手を置き、とちゅ、とちゅんと弾むように下半身を動かす。

　ディアークは仕方なく彼女の胸に手を伸ばすと、下からわし摑むようにして、全体を揉みしだき始めた。時折乳首に指が当たり、エミリアは「あっ」と身を捩る。

「やっ、胸、だめっ……」

「──っ……！」

　うっかり漏れた喘ぎ声に触発されたのか、ディアークはついに自身の腰をかくかくと動かし始めた。なんとかしてペニスのイイところに当てたいのか、ぎしぎしと必死にベッドを軋ませる。

「エミリア、お願いです……なんでも言うことを聞きますから……！」

（……っ!!）

　ほぼ半泣きの彼に求められ、エミリアの官能は最高潮に達した。

　胸に置かれていた彼の手をそっと取ると、自身の腰の左右へと導く。

　そして見下ろしながら、それはそれは妖艶に微笑んだ。

「じゃあ……いっぱい、愛してくださいます？」

「～～っ！」

　その瞬間、ばずんっ、という強い衝撃が下から突き上がった。

　最奥だと思っていた場所のさらに奥に、がちがちに反り立った男根が嵌る。

「あああっ……!?」

「……っ……仰せのっ……ままに……っ！　ふっ……！」

　するとディアークは箍が外れたかのように激しい挿入を開始した。

　エミリアの肌が赤くなるほど強く腰を摑むと、ベッドが壊れそうなほど反動を利用して腰を何度も突き上げる。いつの間にか吐精もしていたのか、結合部からは潤滑油のようになった精液がだらだらと涎のようにしたたり落ちていた。

「はあっ、あっ……エミリア、エミリアっ、エミリア……!!」

「ディアーク、ディアークっ……！」

　いよいよ互いの名前しか口に出来なくなり、二人はほぼ同時に絶頂を迎える。

　体の奥でびくびくと震えるディアークの男根を感じていたエミリアだったが、ふいにぐるりとその世界が反転した。

「えっ？」

「まだ……終わってませんよ……っ、ふっ……はあっ……！」

「や、待って、ディアーク、あっ、あっ、あ──」

　あっという間に上下が入れ替わり、ディアークに組み敷かれる。

　当然互いの性器はナカに入ったままで、彼はそのままずこっ、ずこっと腰を大きく前後に揺らし始めた。

　ぶぽっ、ぶっという膣音と共に泡立った精液が外に掻き出される。

「やっ、激し、あっ、あっ……待って、やっ、んっ、ああっ──」

「だって貴方が、意地悪するからっ……！」

　騎乗位でじらされたのがよほど悔しかったのだろう。ディアークはエミリアの体を抱きしめたまま、なおも乱暴なピストンを繰り返す。

　怒張は変わらず硬いままで、エミリアは彼のあまりの体力と絶倫ぶりにいよいよ恐怖を感じ始めた。

（い、いったい、いつ終わるのでしょうか……!?）

　だがそんな思考を阻害するかのように、首筋にディアークの舌が下りてきて、ねっとりと舐められる。彼はさらにエミリアにぎしっとのしかかると、彼女が逃げ出せないように押し潰した状態で、ぐりっ、ぐりりっ、と腰を大きくグラインドさせた。

　奥だけではなく膣全体がかき回され、エミリアはたまらず悲鳴を上げる。

「ご、ごめんなさいディアーク、もう、許してっ……」

「許しません。今日は、孕むまで種付けします」

（は、孕むまで種付け……!?）

　彼が言ったとは思えない衝撃的な言葉に、エミリアは顔を真っ赤にした。

　だがどうやらディアークは本気らしく、その後もエミリアを押さえ込んだまま、ずんっ、ずんっと荒々しく腰を突き入れる。対格差のあるエミリアは身動き一つとれないまま、どくどくどくっとまたも大量の精子を注ぎこまれた。

（は、早い……！　それになんだか、さっきより多くなっているような……）

　吐精の気持ちよさにぶるぶるっと体を震わせるディアークを見て、エミリアは「逃げるなら今だ」と決死の思いで彼の両肩を押し、無理やり体からペニスを引き抜く。

　とにかく服を着てしまおうと、四つん這いになってベッドの上側へと移動した。

　だがその足首をディアークががしっと摑む。

「……っ！」

　恐る恐る振り返ると、ディアークが汗に濡れた髪を掻き上げながら、ふぅーっ、ふぅーっと獣のような呼吸を繰り返していた。

「エミリア、どこに行くんです？」

「ちょ、ちょっと……休憩、したいなと……」

「そうですか」

　するとディアークは、ずるるっとエミリアの足を引っ張る。華奢な体があっという間にディアークの眼前に連れ戻された。

「じゃあ、休んでいていいですよ」

「ディ、ディアークもちょっと、ゆっくりした方が……」

「すみません、これが痛いくらいなんで」

　これ、という指示語に視線を向けると、先ほどからエミリアを余すところなく可愛がってくれた彼のペニスが、今なお完全な勃起状態で雄々しく立ち上がっていた。

　鈴口からはだらだらと精液が溢れており、ナカに突っ込まれたらすぐにでも妊娠してしまいそうだ。

「あんまりこの体位はしたくはなかったんですが、貴方に負担をかけないかなと」

「ディ、ディアーク、なにを……」

　今後の展開に想像がつき、エミリアはぶるぶると怯える。

　その予想通り、ディアークはエミリアをうつぶせにさせると、腰を摑んで尻を高く持ち上げた。真後ろに膝立ちになると、エミリアの太ももにぴたっ、ぴたっと位置を測るように自身の剛直を押し当てる。

「俺が動きますから、どうかゆっくりしてください。眠ってしまってもいいですよ」

「眠ってって、言われて──もっ!?」

　直後、どちゅん、と勢いよく極太の肉棒が押し込まれる。

　既に体力の限界を迎えていたエミリアは、それだけで一気に絶頂を迎えてしまった。

　その後もディアークは、昂った熱を鎮めるかのように、幾度となくエミリアの隘路を蹂躙する。

「はっ、ふっ、ふうっ……！」

「あっ、あっ……！　ディアークっ、あ、あっ、んっ」

「はあっ、はあっ……ふっ……気持ちいいっ……」

「もうやめて、ディア、あっ、やっ、ん、んっ!!」

「ふっ……あっ、エミリア……エミリアっ……」

「許して、これ以上っ……や、あっ、ああっ、あっ、やっ──」

「はああっ、……っ、奥にっ、出します。しっかり受け止めてくださいねっ……」

　一気にピストンの速度が増し、エミリアは再度オーガズムを味わわせられた。

　それとほぼ同時にどびゅるるっ！　とディアークの精液が噴出し、お腹の奥にほんのりとした温かさを感じる。

　彼は吐精感と膣の締め付けを両方堪能するかのごとく、そのあともかくん、かくんと恍惚とした表情で何度も腰を押しつけた。そのたびに残った精液が、どぷゅん、どちゅんとエミリアのナカに吐き出される。

　最後に一際大きく残滓を吐き切り、はあっ、はあっと肩での呼吸を繰り返したあと、ディアークが掠れた声でぼそっと呟いた。

「すみません……もう一回……」

（もう……無理です……!!）

　口を閉じることすら出来ず、エミリアは涎と涙で枕を濡らす。

　確かにディアークは、元々かなり持久力がある方だった。

　だが多くてもせいぜい一晩二回程度で、あとはベッドの中でいちゃいちゃする、というのが定石だったはず。

　しかし初夜、中出しの許可という興奮材料が重なり──さらにエミリアにいい様にされたということが、彼の中の征服欲を強く刺激してしまったのだろう。

　恐る恐る背後を振り返る。汗に濡れたディアークの全身から、むわっと匂いたつような雄の色香が立ち上っていた。だめだ。これはもう。勝てない。

「ディアーク、お願いです、これ以上はもう──あっ、んっ!!」

「だめですよ。だってこれは、貴方からのお願いなんですから。……ご命令通り、心ゆくまで愛して差し上げます」

（そ、そんな……！）

　とんでもないことを言ってしまった、とエミリアは一人後悔する。

　一方ディアークは「ふうっ」と気合を入れ直すと、再びエミリアの腰をしっかりと摑んで後背位での律動を開始した。凶悪なまでに膨れ上がった睾丸が、新しい子種を作りながらべちんべちんとエミリアの太ももを叩く。

　互いの手首に巻かれたブレスレットが、ちゃり、と小さく鳴った。

「あっ、あっ、ディアーク、やっ、あ、あっ、ああっ──」

「エミリア、愛しています……」

「っ、あ、あ、あっ、んっ、んん──!!」

「世界でいちばん愛おしい、俺の──」

（もう、だめ──）

　エミリアは言葉の終わりを聞くよりも先に、ふわっと意識が遠のくのを感じた。

　ディアークによって隅々まで愛された腰と下半身の感覚はもはやないに等しく、お腹の奥でみちみちと存在を主張するペニスの形だけをはっきりと噛みしめる。

　同時にディアークが腰を強く前後させたかと思うと、エミリアの腰を自身の方へ強く引き寄せた。どちゅん、っと子宮口のすぐ傍にまで彼の亀頭が迫る。

「──っ、うっ……！」

「……、……っ」

「っ、はあっ、はあっ……っ……うっ……!!」

　どびゅっ！　どびゅびゅ！　どびゅるるるっ！　と勢いよく精液が吐き出され、ディアークはそれらを膣壁に塗り込むかのように、亀頭の先でぐり、ごりりっと何度も激しくエミリアのナカを犯し尽くす。

「エミリア……どうですか……」

「……、……っ……」

　だがエミリアはとっくに気絶しており、虚ろな目で枕に顔を押しつけたまま、びく、びくくっと生理的に体を震わせていた。

　それを見たディアークは屈みこみ、彼女の耳元で幸せそうに囁く。

「これだけしたら、すぐに子どもが出来てしまいそうですね……」

「…………」

「ああでも、もう少しだけ、二人で過ごす時間があってもいいかもしれないな……」

　ね、とディアークは繋がったままの結合部を、くちゅ、くちゅっと揺らした。

　しかしやはりエミリアからの返事はなく──ディアークは困ったように微笑むと、既に硬くなり始めていたそれを、ゆっくりと彼女の中から抜く。

　そのまま彼女の体を清める──かと思いきや、ディアークは再びすぐに亀頭の先をエミリアの入り口に押し当てた。腰を上げるとことすらかなわず、寝バックの体勢になっているエミリアを背後から抱きしめると、優しい声色でねっとりと口にする。

「寝てしまったんですね。……じゃあ、ここからは『俺の』番です」

　そう言うとディアークは、まるで剣を鞘に収める騎士のように──己の極悪な性器をエミリアの奥の奥にまでずっぷん、と押し込むのだった。





　◆






　翌朝、エミリアが目覚めるとそこはベッドの上だった。

　ただし裸ではなく、真っ白なナイトドレスをまとっている。

（私はいったい……。途中からあまり記憶が……）

　腰、太もも、ふくらはぎとずっしりとした疲れが溜まっていたが、体自体にはべたつきもなく、とても綺麗な状態だった。

　訳が分からず瞬いていると、ガチャっと扉の開く音がする。

　廊下から現れたのは白いシャツを着て、朝食を手にしたディアークだった。

「ああ、起きましたか。エミリア」

「ディアーク……あの」

「体調は大丈夫ですか？　はい、お水です」

　てきぱきとグラスを渡され、エミリアは慌てて中身を嚥下する。

　カラカラだった喉に水分が染みわたり、ようやく頭がクリアになった。

「ありがとうございます。ところで、私の服はディアークが？」

「はい。『初夜を終えた花嫁を労わるのも夫の務め』ですので」

「そ、そんな風習まで……」

　もうあらゆるところをさらけ出しているので、今さら恥ずかしがる必要もないのだが、意識を失っているうちにあちこち見られたと思うとやはり複雑だ。

　もじもじと俯いていると、ディアークが持っていた朝食を脇にあったテーブルに置き、エミリアの隣に腰かけた。

「昨日はすみませんでした。その、ちょっと、理性が飛んでしまって」

「い、いえ……」

「ですが本当に幸せな夜でした。……ありがとうございます、エミリア」

　纏っていた毛布ごと抱き寄せられ、ちゅっ、と額に口づけられる。

　彼に贈ったブレスレットが目の前でキラキラと輝き、それを見たエミリアは嬉しそうにはにかんだ。

「私の方こそ……ありがとうございます」

　あの日、ユリウスに婚約破棄をされなかったら。

　そしてディアークが助けに飛び込んできてくれなかったら。

　きっとこんな幸福な朝は訪れなかっただろう。

　そう考えるだけで──自然と口元に、心からの笑みが浮かんできた。

「ディアーク……愛しています」

「……俺もです」

　彼の胸に手を置き、今度はエミリアの方から優しく唇を寄せる。二人はそのまま抱き合うと、長い時間接吻を続けていた。

　やがてふは、とエミリアが顔を離す。

「す、すみません、朝からこんな……」

「構いません。どうせあと二日ありますし」

「二日？」

　そう言うとディアークは、何故かシャツの前を寛げ始めた。

　昨夜散々抱き潰された立派な胸板が朝日の元に晒され、エミリアは思わずどきっとしてしまう。

　すると彼はそのままエミリアの体をゆっくりとベッドに押し倒した。

「あ、あの、ディアーク？」

「ロードリック領では『婚礼を終えた夫婦は、式の日から三日三晩、寝所で共に生活をするように』という教えがありまして」

「ま、待ってください!?　それでは──」

「まだ始まったばかり、ということになりますね」

　再びディアークのキスがエミリアの頬に落ちる。

　同時に、毛布越しにごりっとした何かがエミリアの太ももに触れた。それが何かを瞬時に理解したエミリアは、羞恥と動揺で顔を真っ赤にする。

（ほ、本当に、妊娠してしまいそうです……！）

　ディアークによく似た黒髪の子どもたちの姿を想像しながら、エミリアは「あああっ」と再度毛布の奥に引っ張り込まれるのだった。





（了）









◆あとがき








　はじめましての方もご存じの方もこんにちは。ｎｏｒｉ．と申します。

　今回はじめての書き下ろしということで、かなり正統派のお話を書かせていただきました。婚約破棄、スパダリ旦那、元婚約者とのバトル（？）と性癖をこれでもかと詰め込んだので、同じ性癖の方に当たると幸いです。

　ちなみに冒頭、ユリウスとのあれそれのシーンでちょっと自分の中の新しい扉が開きかけたことはここだけの秘密にしておいてください。

　余談ですが書き始めた当初、ディアークのキャラにちょっと迷っていて、一時期はお化けが見えたり、毒を持った生き物が付き従ったり、ユリウスを失脚させて新しい騎士団の団長になったりしていたんですが（なんで？）、最終的にはものすごくシンプルなキャラになりました。

　こだわりポイントは時々うっかり出てしまうタメ口です。

　逆にエミリアはあまり修正のない子でした。

　最初のうちは傷つきすぎてボロボロになっていた心と体ですが、ディアークとその周囲の温かさにより、自分で考え、行動できるまでに変化していく姿は私も書いていてすごく楽しかったです。

　特に好きなのはフィオナに疑われて必死に「ワタシ、ユリウス、キョウミナイ」をまくしたてるシーンです。いっぱい喋れるようになったね……。

　そして官能シーンも全力で書かせていただきました！

　大きな文字ではとても書けませんが、あれをあれに出す描写が大好きなので、何回も書くことが出来て本当に良かったです。あと女性優位も結構好きなので、途中にすべりこませていただきました。最後まで楽しんでいただけると嬉しいです。




　終わりに。

　作品制作を助けてくださった担当様、素晴らしい表紙を描いてくださった森もり原はら八よう鹿か先生。貴重な機会をくださった濃蜜ラブルージュ様、ありがとうございます。

　そして何より、読んでくださった皆様方に。




　いつかまたどこかで、あなたとお会い出来ますように。

　もっとエロくて、笑ってもらえる作品が書けるようこれからも精進してまいります。






ｎｏｒｉ．
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